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第一話　無人島×幼おさな馴な染じみ







　二学期に入り、最初の週末。

　一身上の都合により始業式を無断欠席してしまったため、罰ばつとして大量の課題を出だされ、それらをまとめて片づけてようやく迎むかえた休日だ。

　俺おれはソファの上でいつも以上にぐでーっとなっていた。

　九月になったというのにクーラーはまだまだ現げん役えき稼か働どうで、外へ遊びにいく気力もなかなか湧わかない。

　その時、家のインターホンがぴんぽーんと鳴った。俺は仕方なくダルめの体をソファから起こして玄げん関かんへ向かう。

「はいはーい……って、皐さ月つきか」

「こんにちは。烈れつ火か、ちょっと格好がだらしないわよ」

　そう言って皐月はこちらの服の裾すそとか襟えりとかを手早く直す。

　俺もされるがままになって、やがて満足した彼かの女じよはようやく靴くつを脱ぬいでスリッパに履はき替かえた。

「それで？　何の用なんだ？」

「うん。再来週のバーベキューの件で」

「ああ、そういや再来週はバーベキューだっけ」

　そういえばもうすぐ毎年の恒例行事の時期だった。

　行事といっても、それは俺の家と隣となりの大おお友とも家けに限った話で、毎年この時期にふた家族合同で山中の河原へバーベキューに行くというものだ。

　まぁ、家族ぐるみと言いつつ今年はウチの両親は海外だから不参加なわけだけれど。その代わりに今年はハリッサが初参加することになっていた。

「それでね、材料を買いに行く前に、ハリッサちゃんって何か食べられないものとか嫌きらいなものとかあるのか聞いておこうと思って」

「ハリッサは好き嫌いとかあんまり言ったことないけど……まぁ聞いてみるか」

「そうね」

　俺は皐月と一いつ緒しよに二階のハリッサの部屋へ行き、ノックをして扉とびらを開く。

「おーい、ハリッサ。ちょっと聞きたいことがあるんだけど……」

「あっ、レッカ様」

「……何してるんだ？」

　びっくりしたような顔でこちらを振ふり返かえったハリッサは、部屋の中央で何やら奇き妙みような実験（？）をしている最中だった。

「それってアカイイトか？　何かバラバラにしてるけど。縁えん辿たどりの魔ま術じゆつの触媒作りか？」

「えぇっと、おおむね合ってるんですが、少し違ちがうと申しますか」

「？」

　話を聞くと、どうやらハリッサは縁辿りの魔術に改良を加えている最中らしい。

　縁辿りの魔術は物や場の縁を辿る転移魔術だが、転移をするためには縁を辿るための品を用意しなければならない。

　彼女が改良しようとしていたのはその点で、わざわざ縁を辿るための品を用意せずとも転移ができるようにしたいのだそうだ。

「簡単に言うとある地点とある地点をあらかじめ結んでおいて、自由に行き来できるスポットを創つくるといった感じでしょうか」

「ゲームのワープポイントみたいな感じか？　そうなったら今より便利になりそうだな」

「はいっ」

　ハリッサはえへへ～とテレたように微ほほ笑えんだ。

「ところでウチに何かご用ですか？」

「あっ、そうそう。実は再来週のバーベキューの件なんだけど」

　俺は用件を伝えつつ後ろの幼馴染の方を振り返る。

「何かハリッサちゃんの苦手なものがあったらいけないから、食べられないものとかあったら教えてくれる？」

　皐月はメモを片手にハリッサに質問した。

「そうですね、ウチは……」

　ハリッサは質問の答えを思おもい浮うかべるように小首を傾かしげながら視線をナナメ上にやり――手元の注意が疎おろそかになった瞬しゆん間かん、つるっと手にしていたマジックアイテムらしき品々を落としてしまった。

「「「あっ」」」

　三人の声が重なる。

　とはいえマジックアイテムが床ゆかに落ちる前に、それを拾い上げるような超人反応を行える者はひとりもおらず、不思議な品々はあるいは解ほどけ、あるいは砕くだけてバラバラになってしまった。

　同時に、散らばって混ざり合ったマジックアイテム同士が何らかの反応を起こし、極彩色の発光が俺たちの視界を塗ぬり潰つぶした。

「わっ！　ちょっ！」

「な、何!?」

「レッカ様！　サツキさ――」

　ハリッサの声が急に遠ざかったかと思うと、俺の体は奇妙な浮遊感に襲おそわれた。

　そして……




　　　　　▽




　光の眩まぶしさにやられてしばらく役に立たなかった目にやっと視力が戻もどり、まぶたを開いた俺の視界にまず広がったのは青い海と白い砂すな浜はまだった。

「……は？」

「ここ、どこ？」

　隣を見れば、皐月も呆あつ気けに取られた顔をしてこちらを見ていた。

　もう少し詳くわしく辺りを見み渡わたしてみるが、民家どころか道路やら海の家やら、人の手が入っている感じのするものがまるでない。

「どこだ……ここ？」

　つい俺も皐月と同じことを呟つぶやいてしまう。

「凄すごい暑さね」

　皐月が燦さん々さんと降り注ぐ陽光に目を細めながら言う。

「ホント……暑いな」

「日本ってこんなに暑かったかしら」

「……まぁ、天気予報だと今日も三十度近くまで上がるっぽかったけど」

「そう」

「ああ」

「「……」」

　しばし沈ちん黙もく。

　正直、意味のない沈黙だった。

「ねぇ」

「ああ、うん。分かってる」

　伊達だてに宇宙とか異世界に行っていない。ハリッサの部屋でそれっぽいフラグもあった。

　常識を捨てて現状をあるがままに受け入れれば、何が起こったのかはおのずと答えが出てくる。

「「無人島に飛ばされた」」




　　　　　▽




　皐月が森羅の大魔法で調べたところ、ここはどうも赤道に近い無人の島らしかった。

「原因はやっぱり魔術の暴発かな？」

「まぁ、たぶんね。あの時マジックアイテムを落としてたし」

　しかもハリッサがやっていたのは転移魔術の改良だ。その暴発とあっては、俺の家から南の島まで吹ふっ飛ばされても不思議はない。

「皐月、ケータイは？　確かケータイを使った転移魔法ってなかったっけ？」

「あれにはいろいろ手順がいるのよ……それにどっちにしろ携帯電話は家。烈火の家に行くってお母さんに言ってあったし、持っていく必要もないかなと思って。烈火は？」

「机の上……。俺、家の中だとケータイ持ち歩かないから」

　まぁケータイがあったからって電波がつながるとは限らなかったんだが……ああいや、イリスなら宇宙のどこからでも俺のケータイにつなげられるんだっけ？　結局ないものねだりでしかないか。

「ハリッサはこっちに飛ばされてないみたいだし、みんなに相談してくれればその内見つけてもらえる気もするけど」

「そうねぇ」

　俺たちの周りには宇宙人も科学者も超能力者も、何だったら駄天使や魔ま王おうだっている。それだけいれば手がかりなどなくとも俺たちの居場所を見つけられる気もするが……

「やっぱり皐月が巻き込まれたのが痛いなぁ……」

　皐月が向こうに残っていてくれれば、行方ゆくえ不ふ明めい者しやのひとりやふたり森羅の大魔法ですぐに見つけられたはずだ。

　しかし、俺がそう言うと皐月はムッとした顔になる。

「何？　烈火は私じゃなくてハリッサちゃんと一緒に飛ばされたかったの？」

「え？　いや、できればそもそも飛ばされたくなかったけど」

　いくら異変慣れしているとはいえ、たまの休日くらいゆっくりしたい……なんか仕事で疲つかれ果はてたサラリーマンみたいな考えだな、今の。

「……せっかく久しぶりにふたりきりなのに」

「え？」

「はぁ～。もういいわ。隣の島にも飛んで行けない距きよ離りだし、助けが来るまで待つしかなさそうね」

　皐月はため息をついてスタスタと歩き出す。

「おいおい、どこ行くんだよ？」

　俺は慌あわてて追いかけながら彼女の背中に声をかける。

「とりあえず、雨風をしのげる場所と食べ物と水が必要でしょ？　さっき森羅の大魔法でだいたい島のどこに何があるか調べたから、陽が落ちる前にさっさと確保しに行くわよ」

「……冷静だな」

「そりゃ烈火につき合って宇宙とか異世界とかに何度も行ってれば、ね」

　どうやらこの半年あまりでいろいろと学んだのは俺だけじゃなかったようだ。




　　　　　▽




「俺、ヤシの実ってはじめて見たよ」

「私も」

　俺と皐月は頭上のヤシの実を見上げながら妙みような感動を覚えていた。

　ちなみに雨風をしのぐための拠きよ点てんも、海の傍そばにある洞ほら穴あなを見つけてある。

　無人島に飛ばされてしまったというのにこの余よ裕ゆう。森羅の大魔法ってのは本当に便利だなあと改めて思った。

「じゃあちょっと取ってくるわね」

　皐月は空を飛ぶ魔法で地面から足を離はなしながら言う。

「ああ、頼たのむな。実を木からもぐのが無理そうなら、やっぱり俺が登ってもぐから」

「魔法を使えば切り取るくらいできるわよ」

　くすっと笑って皐月はヤシの実を取りに浮かび上がる。

「烈火さん。今ならちょっと見上げればパンツ見放題ですよ」

「見ねぇよ」

　相変わらずなアールの悪あく魔まの囁ささやきを一いつ蹴しゆうしつつ、俺はそっぽを向いて皐月がヤシの実を取ってくるのを待つ。

「んっ。結構取るのも大変ね……あ、キャアアアア！」

　頭上から聞こえていた皐月の声が、突とつ然ぜん悲鳴に変わる。

「皐月!?」

　これにはさすがの俺も反射的に振り仰いでしまった――で、頭上からこちらめがけて突撃してくる皐月と目が合い、そのまま真正面からぶつかる。

「ぶはっ！」

　彼女を受け止めはしたものの、たまらず俺は仰あお向むけに倒たおれてしまう。

「ど、どうした皐月!?」

「む、虫が～！」

「虫？」

　言われてみれば皐月の肩かたに毛虫がついていた。

　そういや昔から苦手だったっけ。

「ふむふむ、皐月さんは虫が苦手と。響ひびきさんが虫苦手なのは意外でしたけど、皐月さんの場合はなんだか順当という気がしますね。『ヒロイン』を虫大丈夫勢と無理勢に分けるとどうなるのかちょっと気になります」

　アールのその分類にいったいどんな意味があるんだよ……。

　俺は毛虫を指でつまんでどっかに放ほうり投なげながら、軽く嘆たん息そくした。




　　　　　▽




　まぁそんな具合に多少のトラブルはありつつも、俺たちは食しよく糧りようやたき火のための折れた枝などを集めていった。

　皐月によれば森の奥おくにはもっと食べられるものがあるらしいのだが、危険な野生動物もいるみたいなのであまり奥には行かないようにしていた。

「うーん、果物とか木の実とかいろいろ取ってきたけど、これで足りるかな？」

「救出まで何日かかるかハッキリ分からないしね」

　皐月によるとハリッサたちはまだ日本にいるらしい。森羅の大魔法でもその人が何を考えているかまでは分からないので、どのくらい俺たちの捜そう索さくが進展しているのかは知りようがなかった。

「どうする？　森の奥は危ないんだよな」

「ええ」

　極きわめて真しん剣けんな表情で皐月は頷うなずいた。

「そういや聞いてなかったけど、森にいる野生動物ってどんなのなんだ？」

「名前言っても分からないと思うけど……まぁ、有あり体ていに言えば大きな猫ねこかしら」

「猫？　猫くらいなら」

「言っておくけど大型の猫って虎とらと同じだからね？」

「うえぇ!?　と、虎がいるのか？」

「さすがに虎はいないわよ。でも、山猫だって種によってはイノシシとかも狩かっちゃうんだから、不用意に近づいちゃダメよ」

「わ、分かった」

　念を押おされ、俺は素す直なおに頷く。怖こわいのも確かだが、基本猫好きというのもあるし、無む闇やみに近づいて襲われたり、逆に撃げき退たいしたりとかしなくちゃいけない状じよう況きようになりたくない。

「浜はま辺べに行って貝でも採りましょうか」

「了りよう解かい」

　俺は皐月に案内され、彼女が森羅の大魔法で調べた採取ポイントへ向かう。

「一個一個の場所まで調べてたら魔ま力りよくがなくなっちゃうから、ここからは自力でね」

「おう」

　お互たがい靴くつと靴下は波にさらわれない場所に置いてきて、貝のいそうな浅あさ瀬せに素す足あしで入っていく。

　そうして適当な場所で足を止め、ふたり並んで腰こしと膝ひざを落とし、素す手ででやわらかい砂をすくって貝がいないか探し始めた。

「なんか昔行った潮しお干ひ狩がりみたいだな」

「まぁおおむねやってることは一緒よね」

　他た愛あい無ない思い出話をしながら、俺と皐月は砂をすくっては脇わきへどかしていく。

「あっ、見つけたわ！」

「おう」

「こっちにもいた！」

「早っ。うーん、俺の方はなかなか見つからないな」

「烈火は一箇所を深く掘ほりすぎよ。もっと砂の浅いところを手の平で撫なでるみたいに探してみたら？　硬かたい感かん触しよくがしたらたぶんそれが貝だと思うわ」

「おっ、どれどれ」

　俺は皐月のアドバイスに従って砂の下に手を突っ込み、撫でるように手の平を左右へ滑すべらせる。

「ん？　硬い。よっし、って痛ぇえ！」

　貝かと思って掴つかもうとしたら、どうやらそれはカニの甲こう羅らだったようで思いっきり指を挟はさまれて俺は悲鳴を上げた。

「ちょっと、大丈夫？」

「おーイテ……あーあー、血が出てら」

　指先を見ると皮が破けて赤い液体が滲にじんでいた。塩水が少し入ってヒリヒリする。

「貸して」

　そう言うと皐月は俺の手を取り、そしてなんとケガをして血の出ている指を口にくわえた。

「なっ、何やってん!?」

　動どう揺ようのあまり語ご尾びが変になってしまった。

「何って、傷の治ち療りようよ」

　一いつ瞬しゆん口を離して皐月は言う。

「ち、治ち癒ゆ魔ま法ほうがあるだろ!?」

「魔力の節約よ。私だって無む尽じん蔵ぞうに魔法が使えるわけじゃないんだから」

　確かにこの無人島生活において皐月の魔法は要だ。その源となる魔力を些さ細さいなことでいちいち消費するわけにはいかない。

　理り屈くつは分かる。理屈は分かるんだけど……。

「じゃあ続けるわよ。はむっ」

「～～～！」

　やわらかい……！

　治療行為だとは分かっているが、どうにも体温の上じよう昇しようを抑おさえられない。ダメだ、無心になれ……俺！　アールもなんかニヤニヤしていやがるし！

「もう大だい丈じよう夫ぶかしら？　血、止まった？」

「だ、大丈夫大丈夫！　もう大丈夫だから！」

　尋たずねてくる皐月に俺は慌てて手を振って、もう平気だということをアピールした。

「そう。よかった。さっ、再開しましょ」

「あ、ああ……？」

　再びしゃがみ込んで貝を探し始める皐月……の横顔が、少し赤く見えたのは気のせいだろうか？

　聞くのもなんだかためらわれたので、俺も黙だまって貝を拾い始める。

「あれ？　でも貝見つけても茹ゆでる鍋なべとかどうする？　ああ、あと水も」

「……そうだったわね。どうしよっか？」

　皐月もうっかりしていたらしく、困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「……あ！　それも森羅の大魔法で使えそうな魔法を探せばいいんじゃないか？」

「魔法を……？　あっ、そっか！　それはいいアイディアだわ。さすが烈火ね」

「あー、いや、それほどでも。ははは」

　俺は頬ほおをかきながら誤ご魔ま化かすように少し笑った。

　皐月は覚えていないが、森羅の大魔法で魔法の知識そのものにアクセスするというやり方は、前回の騒そう動どうで彼女自身が使っていたテクニックなのだ。あの時はエラい目に遭あった……。

　まぁ、とにかくそのおかげで彼女もだいぶできることの幅はばが広がったようだ。日本に一瞬で帰れるような転移魔法の類は魔法道具がなかったり、皐月自身の魔力が足りなかったりで使えそうになかったのが少し残念だったが。

　今できるのは地道に貝を掘ることだけ……なんだけど。

「ていうか、素手だと意外と大変だな」

「そうね」

　さっきから砂の中に手を突っ込んで貝を探す地味な作業ばかりだが、これがなかなか腕が疲れる。男の俺でそうなのだから、皐月などもっと大変だろう。

「うーん」

　子供の頃ころ、潮干狩りの時ってどうやってたっけ？

「あっそっか。熊くま手でとかスコップがあればいいんだよ。木材ならいっぱいあるんだから、皐月の魔法で作れないか？」

「うん！　やってみる」

　皐月は早さつ速そく使えそうな魔法を調べ、熊手――と、木製の槍やりを作った。後者は俺が作ってくれと頼んだものだ。

「へへっ、サンキュ」

「槍なんて何に使うの？」

「さっき浅瀬で魚見かけてさ。ちょっと獲とってみようかと」

「できるの？」

「できるできないじゃない。男にはやらなきゃならない時があるんだよ」

「烈火さんがやるべきことは木の槍ではなく、ご自身の槍を使って皐月さんと遅おそい夏のアバンチュールを」

　わりと本気でアールのことを突つきにかかった。軽く躱かわされたけど。

「お前、その下品な親おや父じギャグ自重しろよな」

「お上品にやってたら未来も救えませんよ」

　小声でアールとあーだこーだ言いつつ、俺は槍を構えて浅瀬に立った。

「……こういうのってコツとかあると思うか？」

「そうですねぇ。魚が逃にげないようにジッと動かなければいいんじゃないですか？」

「ジッとか……波があるから結構難しいな」

「ご自身を石ころだと思えばいいんじゃないですか？　その辺の道みち端ばたに転がる誰だれの目にも留まらない薄ら汚れた石ころだと」

「なんかやたらと無む駄だな修しゆう飾しよく語ごがついてた気がするけど、まぁやってみるわ」

　ジッとする。

　動かなくなる。

　俺は波間に転がる石、石、石……。

「烈火ー？」

「……」

「烈火ー？」

「……」

「烈火ー。魚だったら私が魔法で」

「……そこだッ！」

　バシュッ！

　手ごたえあり。

　槍を持ち上げると、その穂ほ先さきには一匹の小魚が。

「わっ！　烈火凄すごい。ホントに獲っちゃうなんて」

「意外な才能ですねぇ」

　皐月もアールも若じやつ干かん驚おどろいた顔をして俺が獲った魚を見つめた。ちょっとうれしくなって俺は鼻高々になる。

「よし！　じゃあこの調子でどんどん獲るぞ！」

　俺は腕うでまくりして再び槍を構えて石になる。

　そんな俺の様子にアールは帽ぼう子しの位置を直しつつ、

「ビギナーズラックでないといいですねぇ」

　と呟いた。




　　　　　▽




　正直に言おう。

　ビギナーズラックでした。

　あれから一時間弱粘ねばったが最初の一匹以外まるで獲れず、俺は何度も海底に槍を突き刺すのをくり返していた。突きすぎて半ばから折れそうになっている。

「本当に烈火さんって基本スペックが平へい凡ぼんですね。悪すぎもせず良すぎもせず期待させるだけさせておいて期待以上というわけでもなくダダ滑りもせず……」

「もうやめて」

　アールの辛しん辣らつで淡たん々たんとした酷こく評ひように膝が折れそうだ。俺の心は木製の槍より脆もろい。

「れ、烈火……大丈夫？」

　がくーっとしている俺を見て、皐月が心配そうに声をかけてくる。

「あーうん……悪いな一匹しか獲れなくて」

「大丈夫よ。魚なら私がまほ……ううん、一匹獲れただけで充じゆう分ぶん凄いわ。貝もいっぱい見つかったし、もう暗くなるから洞穴に戻りましょ」

「ああ」

　皐月は何か言いかけて途と中ちゆうでやめ、俺を元気づけながら浜辺の方へ戻ろうとする――と、そこへ少し強めの波がやってきた。

「キャッ！」

　波でバランスを崩くずした皐月は前のめりに倒れてしまう。

「皐月！　平気か？」

「う、うん。手を突いたからケガはないわ。けど……」

　皐月は自分の服を見下ろす。どう見てもびしょ濡ぬれだった。

　日本も暑かったので彼女もまだ夏服だ。薄うす着ぎなものだから濡れると透すけて……。

「！　こっち見ないでっ！」

「っと、ワリィ！」

　顔を真っ赤にした皐月に怒ど鳴なられ、慌てて俺は後ろを向いた。

　無人島ってのはトラブルがいっぱいだ。




　　　　　▽




　パチパチパチ

　洞穴の中でたき火がはぜる音がする。

「服乾かわいたか？」

「う……まだ」

　背中側から皐月の落らく胆たんする声。

　洞穴へと戻ってきた俺たちはひとまずたき火をして、濡れてしまった彼女の服を干して乾かすことにした。

　ここで問題になるのは自然の洞穴の中に仕切りや壁かべなんて便利なものはなくて、どうしても俺と皐月は傍にいなければならないことだ。いちおう俺が外に出ていようかと提案したが、外も暗くなってきたし危険だと彼女の方から反対してきた。

　結果、こうして互いに背を向けた状態で座すわり、彼女の服が乾くのをふたりで待っているところだ。

「……しかしまぁあれだな、ヤシの実のジュースは旨うまかったな」

　黙っているのも暇ひまなので俺は思いついた端はしから話題を口にする。

「この島にあったのが偶ぐう然ぜん甘あまいヤシの実でよかったわね。中には全然甘くないのもあるし」

「え？　ヤシの実のヤシって種類があるのか？」

「いくつもあるわよ。油が取れるものとか、ナタデココの原料になるものとか」

「へぇー、皐月は物知りだなぁ」

「森羅の大魔法のおかげよ」

「やっぱり便利だよなー。無人島に来てつくづくそう思ったわ。テストだって満点取り放題だし」

「カンニングには使ってないわよ！」

「冗じよう談だん冗談」

　俺が笑って誤魔化すと、皐月はこちらの背中を軽くぺちんっと叩たたいてきた。俺は「いてっ」とまた笑って、彼女も仕方ないわねという感じでクスリと笑う。

　こうやって気安く冗談を言い合えるのも幼馴染ならではだよなぁ。

　皐月となら無人島でふたりきりでも不自然さとか、そういう緊きん張ちようとかがなくて、凄く楽だ。

「あっ、火が弱くなってきてるな」

「薪まき足りる？　魔法でも火は熾おこせるけど、今日は森羅の大魔法とか使いすぎて魔力をかなり消費しちゃったから……」

「んーまぁ大丈夫かな」

　俺は昼間の内に拾って長さを揃そろえておいた薪を火にくべる。

「……なーんかこうしてると、林間学校のキャンプファイヤー思い出すなぁ」

「小学生の頃の？」

「そうそう」

　小学生の頃も俺と皐月は同じ小学校で同じクラスだったのだが、その時も同じ班で林間学校へ行き、実習やらなんやらをやったわけだ。

　そんな話をしていると、不意に皐月がぷっと思い出し笑いをする。

「林間学校っていえば、烈火ってばカレー作る時水の分量が多すぎて、私たちの班だけ薄うす味あじのカレーになってみんな凄い微び妙みような顔してたわよね」

「うっ！　さ、皐月だってオリエンテーリングの途中でバテて俺が負おぶってやっただろ」

「あれは先生が先に宿舎に戻って休んでていいって言ってくれたのに、烈火が『自分が負ぶっていく』って言って強ごう引いんに！」

「いやだって、みんなやってるのにひとりだけ先帰るの寂さびしいだろと思って」

「そうだけど……わ、私が言いたいのはあれは烈火から言い出したってことであって」

「なんですかこの夫ふう婦ふ漫まん才ざい」

　俺たちのくだらない言い争いを横で聞いていたアールが呆あきれるようにため息をつく。

「ん……？　そういやキャンプファイヤーっていえば、あの時って何か変なことなかったっけ？」

　俺がふと記き憶おくの片かた隅すみにあった出来事を思い出そうとしてそんなことを口走ると、後ろで皐月がドキッとしたように体を震ふるわせた。

「いやほら……何だっけ？　クラスの女子が集まってひそひそ話しててさ、男子は何やってんのかなーって思ってたんだよ……で、確か皐月が三人くらいの女子に背中押されて出てきて、なんか俺おれまで女子のひとりに腕引っ張られてさ、俺たちふたりでキャンプファイヤーの前に並ばされて……えーと」

　そこから先を思い出そうとするのだけれど、何しろ昔の話なのであんまり詳しよう細さいに思い出せない……いや、というか何もなかったんだっけ？

「あれ？　皐月なんか妙に汗あせばんでないか？　背中越しに湿しめり気けが……」

「そッそんッそんなことないひゃよ!?　全然ッゼンゼンヘイキダカラ！」

「何そんな慌ててんだ？」

　お互い背中合わせに座っているのでどんな顔をしているのかは分からないが、彼かの女じよがかなり動揺しているのは声だけで分かる。

「まぁいいけど……で、そのあとって俺たち何かやらされたんだっけ？　俺はなんかよく分かってなかったんだけど、クラスの女子はなんか皐月のことをやたら応おう援えん、ていうか囃はやし立たててたような気が……」

「そソそソウダッタカシラ!?　記憶にないワネ!?」

「クラスの女子は何て言ってたんだっけかな……そうそう、確か『言っちゃえー！』とか『ガンバレー！』とか」

　あの時の皐月は妙にもじもじとしていて、顔もキャンプファイヤーの炎ほのおに負けないくらい真っ赤だった気がする。
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「あの時って皐月、何か俺に言おうとしてたのか？　結局何にも言わなかった気がするけど」

「サ、サアー？」

「さっきからどうした？」

　皐月の言動がやたら怪あやしい気がするが……ていうか。

「おおおオお」

　……アールはアールでさっきからどうした？

　この話を始めてから彼女はずっと宙で身を悶もだえさせながら、呻うめき声ごえを上げ続けているのだけれど。

　俺が怪け訝げんな視線を送っていると、それに気づいた未来人は物っ凄い落胆のため息をついて身悶えるのをやめた。

「烈火さん。修学旅行の夜に男子がする話といえば？」

「？」

　いきなり何だその質問？

　修学旅行の夜ねぇ。興奮して消灯時間過ぎても寝ねられない男子が布ふ団とんをかぶったままする話……あれか？　『好きな女子は誰か』とか？

「ちなみにですけど烈火さん。女子は男子より精神的成長が早いので、男子が中学生頃にしている話をすでに小学生頃に済ませているかもしれませんよ？」

　ふーんと俺は鼻で返事をする。

　そういや皐月と班は一いつ緒しよだったけど、さすがに寝る部屋ばかりは男子女子で分けられてたなぁ。男子は枕まくら投なげが白熱しすぎて先生に説教されてたけど、女子はそういう話で盛り上がっていたりしたのだろうか？

『好きな女子』……いや、女子の場合は『好きな男子』か。そんな話を女子たちが林間学校でしていたとして……最終日……キャンプファイヤー……そのシチュエーションで俺と皐月を前に出だして？　『言っちゃえー！』とか『ガンバレー！』って声せい援えん送って？　皐月はなんか赤くなってて、で……えーと？

「れれ烈火!?　火が弱くなってるんじゃナイカシラー？」

「ん？　あ、ホントだ」

　なんか妙に棒読みっぽかったが、皐月に指し摘てきされた通りたき火が若じやつ干かん弱くなっていたので薪を足しておく。

　そこでなんとなく会話が途と切ぎれ、洞穴の中に沈黙が下りる。

　もっとも特に居い心ごこ地ちの悪さなどはなく、やさしい沈黙だ。

「…………烈火は……」

　ふと皐月が身じろぎをする。

「ん？」

「烈火は……その……」

「何だよ？」

　口ごもる皐月を促うながす。

　背中越しに、グッと彼女が体を緊張させた気配が伝わってきた。

「私のこと……どう思ってる？」

「どうって？」

「だから……」

　皐月は再び黙った。

　今度の沈黙はさっきより、少しばかり空気が重さを持ったような気がした……今の彼女の質問は、いったいどういう意味だったのだろう？

　俺が考え込んでいると、再び彼女の身じろぎが背中の肩けん甲こう骨こつの辺りをくすぐった。

「烈火は……自分の『血』に目覚めてから、たくさん女の子を助けてきたわよね」

「ん？　ああ、まぁ」

「その娘こたちと……私の間に違ちがいってある？」

「違い？」

「うん……たまに思うの。私と彼女たちの間に、実は違いなんてないんじゃないかって。烈火にとって、私はたくさんの助けた女の子の中のひとり……でしかないんじゃないかって」

「……」

「森羅の大魔法でも、人の気持ちまでは分からないから……」

　それ以上、皐月は何も言わなかった。

　皐月と、彼女以外のみんなの違い……。

　俺は自分の中にその答えがあるのか探す。

「皐月……」

　そして、口を開こうとした時――ふと何かの気配を感じて、俺は洞穴の入り口の方を振ふり向むいた。

　するとそこには毛むくじゃらの四足で歩く獣けものがいて……。

「ッ！」

　念のため手て許もとに置いておいた木製の槍を掴み、俺は膝立ちになりながら皐月を庇かばうように位置取りをする。刺し激げきするのも怖いので大きな声は出さないようにした。

「……！」

　その動きで皐月も獣に気づいたらしく、乾きかけの服を手に取って羽織り、いつでも動ける体勢を取る。

「皐月。あれ、もしかして？」

　俺は言葉少なに確かく認にんをした。

「ええ……絶対に先に手を出しちゃダメよ。怒おこらせたらどうなるか分からないわ」

　皐月も手短に説明してくる。

　やはりあの獣が、彼女が事前に危険だと警告していた野生動物らしい。言われてみればネコ科らしい顔つきをしているのだが、その目は警けい戒かい心しん剥むき出だしでこちらを品定めしようとしていた。

「野生動物って火を怖がるんじゃなかったっけ？」

「怖がる場合もゼロじゃないけど、たき火くらいの小さな火だと逆に興味を引かれて寄ってくる場合も多いらしいわ」

　皐月はそう言うと唇くちびるを噛かむ。

「洞穴の中なら外から見えないかと思ったんだけど……」

「たまたま近くを通って気づかれたのかもな。運がない……」

　さて、状況はだいぶ悪い。

　ここは洞穴といっても奥おく行ゆきはたかが知れているし、左右は岩で逃げ道は獣にふさがれている。

　皐月はすでに大量の魔力を消費しているし、こういう時の俺は基本的に一いつ般ぱん人じんでしかない。超能力も便利アイテムも持っていないし。

　今あるのは脆い木の槍くらい。これ一本ですばしっこい獣に勝とうと思ったら……まぁ、ビギナーズラックに期待するしかないだろう。

「食べ物の残りをあげてみましょう……もしかしたらそれで帰ってくれるかも」

「分かった」

　俺はそろそろと槍を下に置き、翌日分に取っておいた食べ物を相手の方へ放る。

「ニィィィィ」

　しかし、野生動物はロクにそちらを見向きもせず、ただまっすぐに俺たちのことを睨にらんで唸うなり声ごえを上げていた。

　これは……マズいか。

「ギャウッ！」

「クッ！」

　飛びかかってきた獣めがけて槍を突き出すがもちろん当たらない。洞穴の地面に当たり、ポッキリと折れてしまう。

「護まもりの風よ――！」

　その時、皐月が魔ま法ほうで風の盾たてを生み出し、相手の鋭するどい爪つめは俺の目の前で弾はじかれる。

「ギャウッ！」

　再度、獣は飛びかかってくるが全すべて風の盾に弾かれていったん距離を取った。

「う……」

「皐月！」

　同時に、皐月も魔力を使いすぎたのか足元をフラつかせた。俺たちを護ってくれていた風の盾も揺らぎ始める。

　やっぱり昼間に森羅の大魔法を使いすぎたんだ……！

「……皐月。俺があいつの気を引くからその隙すきに逃げろ」

「嫌いやよ。烈火ひとりじゃ無事じゃ済まないわ。今の私じゃすぐに治癒魔法をかけてあげることもできないし……」

「だからだよ。お前だってケガしたら治せないんだろ？　しかも魔力を使い果たしたら倒れちまう。だったら皐月が魔力を使い切る前に、ふたりとも助かる可能性のある選せん択たく肢しに賭かけるしかないだろ」

　このまま魔ま法ほうを使い続ければ皐月は倒れてしまう。そうなったら絶対に逃げられなくなる。彼女がまだ動ける内に行動するしか道はない……！

「でも、烈火を置いていけないわよ！」

「そりゃこっちのセリフだ。俺だって皐月を置き去りにできないし、かといって気絶したお前を負ぶってあいつから逃げ切れる自信もない」

「……でも」

　皐月は「でも」をくり返す。

　本当は聡さとい彼女ならとっくにほかに選択肢がないことは分かっているはずだ。それなのに俺の言うことを聞いてくれないのは、簡単に割り切れないことだからだろう。

　俺だって逆の立場だったら彼女を置いていくのを渋しぶる。間ま違ちがいなく。

　それが分かっていながら逃げろと言うのは、ある意味で自分勝手な言い分かもしれない。だけど――

「皐月を助けるのに理由なんかいらない。『血』も何も関係ない。皐月だから助けるんだ」

「……！」

　俺の許もとにアールが現れ、『波なみ乱だれの血』に目覚めたあの日。

　あの時、まだ俺は何の覚かく悟ごもなくて、『血』のこともほとんど信じていなかった。

　もし、最初に巻き込まれた『物語』が皐月のものではなく、別の誰かだったとしたら……はたして俺はあの最強の魔法使いに咄とつ嗟さに立ち向かえていたか、正直分からない。

　たとえ別の誰かでも、考える時間さえあればなんやかんや言いつつ、結局は助けていたかもしれない。だが「咄嗟に」あの場ですぐさま助けられたかどうかで言えば……あれはやはり、大切な幼おさな馴な染じみの皐月だからこそ、俺は動くことができたのだと思う。

　皐月とみんなとの間に違いがあるとすれば、おそらくそれだ。

「……合図したら風の盾を消して走れ。俺が気を引く」

「…………うん」

「ニィィィィ」

　何度か風の盾に攻こう撃げきを防がれた獣はまだこちらを警けい戒かいして近寄ってこない。しかし、敵意はまだまだ持っているようで、風の盾がなくなればすぐにでも襲おそってきそうだ。

「行くぞ……三、二、一」

「……！」

　俺が「行け！」と言おうとした――その時だった。

　突とつ如じよとして白い光が洞ほら穴あなの中に溢あふれる。

「「!?」」

「レッカ様！」

「烈火。大丈夫？」

　光の中から現れたのは杖つえを持ったハリッサと、心配そうな声を上げるシャーリーだった。

「ギャウッ！」

　獣は突とつ然ぜんの閃せん光こうにしばし動けずにいたようだが、硬こう直ちよくが解けるといきなり現れた闖ちん入にゆう者しやに対しすぐさま牙きばを剥むいた。

　しかし。

「あら」

　シャーリーが咄嗟に投げたボールが空中で破は裂れつし、思わず耳を手で押さえてしまうような大不協和音が洞穴に満ちる。

「ニ……」

　音のショックで獣は撃うち落おとされた鳥みたいにパタリと地面に落ち、手足をピクピクさせながら失神した。

「シャーリー。こ、鼓こ膜まくが破れそうなんだけど」

「破れるか破れないかの微妙な境界を上う手まく綱つな渡わたりした安心設計だから平気よ。あくまで音で驚おどろかせるアイテムだしね」

　まぁ、そういうことなら今倒たおれているそいつもケガはないか。襲われはしたが、本来招かれざる客は俺たちの方だ。それにやっぱり猫ねこは好きだし。

「ていうか、ふたりはどうやってここに？」

　たぶん俺たちがいなくなったあとで、ハリッサが近所のシャーリーに助けを求めたのだろう。その後彼女たちが行方ゆくえ不ふ明めいの俺たちを捜さがす手段を模も索さくしたのは想像に難かたくないが、こんな唐とう突とつな現れ方をするとは少し予想外だった。

「うーん、最初はね、私かイリスの宇宙船とか、あるいはエリシアを経由して『組織』の超能力者に頼たよるとか、いろんな方法で烈火たちを捜そうとしていたのよ……でも、しばらく経たってからようやく気づいたの」

「え、縁えん辿たどりの魔ま術じゆつを使えば簡単にレッカ様の縁を追えることを思い出したんです」

　シャーリーの言葉のあとを継ついで、ハリッサが俺の質問の答えを言う。

「ああ！」

　よくよく考えれば、俺たちが暴走に巻き込まれた実験……その大本となった縁辿りの魔術を俺の私物に使えば、簡単にその縁を辿って俺のところに来られたわけだ。

　灯とう台だい下もと暗くらしという奴やつか。

「すぐに気づければよかったんですが、ウチも混乱していて……すみません、レッカ様、サツキさん」

「いや、結局こうして助けてもらったし、気にするなって」

「ありがとうね。ハリッサちゃん」

　俺と皐月はそれぞれお礼を言い、とりあえず一件は落着……したかと思われたのだが、

「それはそうと烈火――」

　シャーリーがメガネの奥おくの目を細め、俺と皐月をジトッと見る。

「――皐月にそんな格好させて、いったいふたりきりで何をしていたの？」

　彼女の声こわ音ねはまた怖こわい感じに冷たくなっていた。

「「え？」」

　シャーリーの指摘に釣つられ、俺はつい背後に護っていた皐月の格好へと視線を向けてしまい――盛大に噴き出した。

「ああああ～！」

　同じく状じよう況きように気づいたハリッサが驚きよう愕がくと憤ふん慨がいを半々で割ったような悲鳴を上げ、手にしていた杖を強く握にぎり締しめる。

　ヒント一、直前まで皐月はたき火で乾かすために濡れた服を脱ぬいでいた。

　ヒント二、狭せまい洞穴内で結構暴れた。

　さて、そこから導き出される現状こたえは？

「イッ、イヤアアアアアアア！」

　バシィィィィィィンと鳴らされた俺の頬と皐月の悲鳴が、その設問の答えだった。







未来人エルの路地裏生活日記　１







　エルは未来人である。

　正確に言うと、「人」とは少し違う。キクルムと呼ばれる人工生命体だ。

　未来の科学の粋すいを集めて造られた（本当は妹分のアールと比べると一代型落ちの）彼女は様々な未来技術を操あやつる（しかしなぜか何もないところで転ぶ）完全無欠の（はずの）エージェントである。

　そのエルは今……絶賛家なき子中だった。




「みじめだわ……」

　ひとり夕暮れの田舎いなか道みちをとぼとぼと歩きながら、エルは内面の不満を吐と露ろするようにイラ立ったため息をついた。

　未来からこの時代にきて、もう一、二週間は経っただろうか？

　夏休みの終わりに波なみ乱だれ烈れつ火かの暗殺に失敗して以来、エルはずっとこの時代に残って――正しくは取り残されていた。

　原因は、『機関』を裏切って彼女を過去へ送る企くわだてに加担した者たちが、軒のき並なみ『機関』に捕ほ縛ばくされてしまったためだ。

　まぁ暗殺に失敗した原因の半分は、そいつらが時空渡航装置をロクに使いこなせなかったせいなので、捕つかまったのはザマアミロといった感じなのだが……過去と未来を行き来する時空渡航装置は、その開発者である〝博士〟が所属する『機関』の管理下にある。エルはその『機関』の裏切り者たちの手引きで過去へ来たわけだから、その裏切り者たちが捕まってしまえば時空渡航装置は使えなくなってしまう……結果、彼女は未来へ帰る術を失い、こうして途と方ほうに暮れているのだった。

　幸いにと言うべきか、波乱烈火ターゲツトが住むのは平和な田舎町で、エルとて腐くさっても未来技術の塊かたまりだ。暴力などによる肉体的危機の心配はしなくてもいい。

　問題があるとすれば、人が生活する上で基本となる衣食住。

　衣はひとまず心配ない。エルの着ている振ふり袖そでもまた未来技術で作られた超ちよう繊せん維いでできていて、滅めつ多たなことではほつれないどころか汚れもしない。

　住は……まぁ、とりあえずシステムを休きゆう眠みんモードに入れればどこでも寝られるので何とかなっている。

　あとは……。

　ぐきゅるるるる～

「……このアラーム音なんとかならないかしら？」

　エルはエネルギー不足を告げるアラームが鳴った腹部を押おさえ、ぶつくさと文句を言った。

　こういった「お腹なかが鳴る」といった機能は彼女の設計者……〝博士〟が取りつけたものだ。ほかにも基本的な五感や関節の稼か働どう率りつなどなど、〝博士〟はエルたちキクルムを、なるべく人間に近い形に造ろうとしていた。

　人間の肉体構造は非常に合理的な面もあるのだけれど、それにしたっていくつかは取り除いて機械的な効率化を図はかってもよかったんじゃないかと思う。お腹の音とか。

　まぁ、それは置いておくとして。

「やっぱり何か食べないとダメね」

　特に未来との交信が途切れた今は。

　未来とさえつながっていれば、そちらからエネルギー補給を受けることも可能だったのだが、今それを言ってもただのないものねだりだ。

　……いちおう、この時代のメインエネルギー源である電気でも、キクルムの体を動かすエネルギー補給は可能となっている。そのためにはコンセントに指を突っ込んだり乾かん電でん池ちを舐なめたり、それはそれで誰かに見み咎とがめられそうな行こう為いが必要なのだが……やはり育ての親の教育の影えい響きようなのか、『エネルギー補給＝食事』というのが心の中に根付いてしまっているのだ。

　もちろんいよいよ最後の手段となったら、どこぞのお店に忍び込んで電気泥棒でも何でもやる所存だが、ひとまずは食べ物を探すことから始めることにした。

　とはいえ。

「そう簡単に見つかるはずもないか……」

　なにしろこの頃ころは特に個人の財産が強く主張されるようになった時代である。その辺の山に入って食べ物を探すのだってなかなかに厳しい。

　エルはあくまで未来を救うために波乱烈火の暗殺を狙ねらっているのであって、過去や過去人に対して何がしかの敵意があるわけではないし、なるべくなら迷めい惑わくそのものをかけたくないと思っている。

　だから電気もそうだが、食べ物だって盗ぬすむのは気が引ける。それらは本当の本当に最後の手段だ。

　この時代のお金もない。物ぶつ々ぶつ交こう換かんもこの時代では難しい。泥棒は最後の手段……となればあとは自給自足しか……。

「……そうだわ！　魚を釣ればいいじゃない！」

　確かこの時代では禁漁対象でない魚ならば釣っても平気なはずだ。

「えーと……少しならエネルギー消費してもいいわよね」

　エルはその場でこの時代の通信回線に侵しん入にゆうすると、この区域に適用される漁業関係の法律を全て調べ上げた。

「よし！　大だい丈じよう夫ぶそうね。これで準備万端だわ」

　そうしてエルは意い気き揚よう々ようと町のやや北側を流れる川へと足を向け――




　　　　　▽




　――釣つり具ぐがないことをすっかり忘れていた。

「ガーン……なんてセリフをまさか自分の口から言う羽目になるとは思わなかったわ」

　両手両りよう膝ひざをつきながら思わずそんな独り言まで呟つぶやいてしまう。わりとマジメにショックだった。

「し、仕方ないわ。こうなったら自作するしかないわね」

　気を取り直すように立ち上がると、エルは早さつ速そく釣りに欠かせない釣つり竿ざおを作るための材料を探し始めた。




　一時間後……。

「釣れないわね……」

　ありあわせの道具で釣り竿を作って、糸を垂らして約三十分……まるで釣れる気配がない。

　――ちなみにエルが作った自じ称しよう「釣り竿」とは、その辺で拾ってきた太めの木の枝に、偶ぐう然ぜん落ちていた糸を巻きつけ、針はどうしても見つからなかったので手持ちの超ちよう電でん磁じ電でん槍そう（クナイ型）を装着、というものだった。

　魚を釣る気があるとは到とう底てい思えない釣り竿を、しかしエルは釣る気満々で振り回すが、当然釣れるはずもなく、ただイタズラに時間だけが過ぎていった。

「はぁ……」

　何かをやってそれが上手くいかないと、思考も何かとダメな方へ向いてしまう。

　今エルの脳のう裏りによぎるのは、忌いま々いましくも憎にくたらしい『機関』の研究員たちの言葉だった。

　人工生命体キクルムの開発は主に〝博士〟を中心に行われたが、さすがに〝博士〟ひとりで全てを造り上げたわけではない。当然、助手的な立ち位置の研究員も複数いて、時空渡航装置で過去へと送って任務に就つかせるにあたって、キクルム――つまりエルにはどのような性能・機能が必要かを〝博士〟を中心に何度も話し合い、精査し続けていた。

　そんな中でふと議題に上がったのが、「エルを過去に送ったとして、そこでの衣食住はどうするのか？」というものだ。

　まさか波乱烈火に全てを賄まかなわせるわけにもいかない、いや、彼かれなら何だかんだ言いつつ面めん倒どうは見てくれるだろうが、そんなことでいちいち苦労させてしまい、万が一彼の行う『物語解決』に支障が出たらマズい。

　この問題については長期にわたって話し合われ……最終的には未来から過去のエルに向けてエネルギー補ほ充じゆうが可能になる機構を取り入れたり、簡単な物質生成能力を取りつけて衣服や、場合によっては簡単な住居も単独で作成できるようにカスタマイズされた。

　エルがアールにその役目を取って代わられた原因はもっとほかにあるのだが……こういった細かい部分で出てくる不都合も、最終的な判断に多少の影響を与あたえたことは否いなめない。

　……ああ、まったく嫌なことばかり思い出す。

「ああもう魚類のくせに！　さっさと釣れなさいよね！」

　いっそ超電磁電槍の出力を上げて、電でん撃げきで川魚どもをまとめて気絶させてやろうか――そんな物ぶつ騒そうなことをエルが考え始めた時。

　どぷんっ

　静かな川に似つかわしくない妙みように重たい水音がエルの耳じ朶だを叩く。

「ん？」

　何だろうと思ってエルは周囲を見み渡わたすが、特に人ひと影かげもなく、誰だれかが大きめの石を川に投げ入れたというわけではなさそうだった。

「……？」

　では何の音だろうと思い、なんとはなしにエルが川底を覗のぞくと……魚にしては妙に大きな影が川の中を泳いでいた。

「!?」

　急にその影が川かわ面もへ向けて浮ふ上じようしてきて、ザパァァァァァンと大きな音を立てて水上へと飛び出してきた。

　……竜りゆう？

　その姿を最初見た時、エルは咄嗟に自身の検けん索さくライブラリの中からそんな単語を思い出した。

　輝かがやく鱗うろこに覆おおわれた長大な胴どう体たいには不思議な紋もん様ようが浮うき上あがり、鳥や虫よりもはるかに優ゆう雅がに宙を飛ひ翔しようする威い容よう……そして、鋭き角が生えた圧あつ倒とう的てきに怖い貌かお。

「ああ、やはり気分転換にはこの姿で泳ぐのが一番だな……ん？」

　竜は何か独り言を呟き、ふと自身の眼下にエルがいることに気がついてその恐おそろしい双そう眸ぼうを彼女へと向けた。

「ヒッ……」

　視線を向けられただけでエルはビクッとなり、青ざめながらガタガタと震え出す。

「お前、確か……」

　竜はエルを見下ろしながら何かを思い出すように言いかけたが――言い切る前に、エルの精神に限界がきた。

「キャアアアアアアアアアアアアアア！」

　エルは涙目になりながら土手を駆け上がり、一目散に竜から逃げ出す。

「何なのあれ何なのあれ怖い怖いこわあああああああい！」




　　　　　▽




「逃げてしまった……」

　リヴァイアサン化を解いたリアはエルの逃げ去った方向を見やりながら、どこか悲しそうな口調で呟く。

　ちょっぴり傷ついていた。







第二話　メイド×シスター







　週末は日帰り無人島体験なんてものをしている内に終わってしまい、気がつけばまた憂ゆう鬱うつな月曜日がやってきた。

　どうしたって休み明けという奴は憂鬱で仕方ないのだから、月曜日くらいは午前授業で終わりにしてくれないかなといつも思う。そう言ったら皐さ月つきに軽く説教された。幼馴染なのだからそこは同意して欲ほしい。

　ちなみにアールには「本当に普ふ段だんの烈れつ火かさんはただのダメな奴ですね」と言われた。あの時の彼女の虫を見るような目が忘れられない。

　まぁ、そうは言いつつなんだかんだで学校へ行き、眠ねむい授業を耐え忍び、今日もまた学生の義務というものを果たしてきた。

　俺おれの放課後の過ごし方というといくつかパターンがある。

　まずは普ふ通つうに家へ帰宅するパターン。

　大たい抵ていは皐月・イリス・ロザリンドの内の誰かと、あるいは全員と一緒に帰る。つみきと帰ることもあるが、彼かの女じよは『のぞみ屋』があるので一緒に帰るのは結構稀まれだ。

　次に部活へ行くパターン。

　部活とはつまり常とき盤わ先せん輩ぱいのいる軽文部へ顔を出すということなのだが、こちらはわりと不定期だったりする。そもそもまともに活動しているのが先輩だけな上に、先輩は先輩で部室ではなく自宅で集中して書きたい日もあるらしく、行こうかなと思って部室に行っても開いてないなんて日もあったりなかったり。ただ常盤先輩が教室まで呼びにくることもあって、その日は確実に部室まで連行される。

　あとは不定期に発生するイベント的な過ごし方として、イリスに遊びに誘さそわれるパターン、つみきの新作料理の試食につき合わされるパターン、ロザリンドに駅前のパン屋で新作が発売したと言われて連れて行かれるパターンなどがある。

　アールには「まるでギャルゲーの選択式放課後イベントですね。それで今日は誰の好感度上げに行きますか？」と真顔で尋たずねられた。

　まぁ、選ぶも何もだいたい彼女たちの方から誘われるので、俺に選せん択たく権けんはあんまりないんだが。

　ちなみに今日の放課後は、不定期イベントのロザリンドとパン屋へ新作を食べにいくが発生した……こういう言い方するとホントにギャルゲーっぽいから今度から控ひかえよう。

「ん？　どうかしたのか？　レッカ」

「いや、何でもないって。それよりおいしいなこの紅いもクリームパン」

「うむ。美味じゃ」

　ロザリンドはほくほく顔で頷うなずく。変なことを考えていたのはバレなかったようだ。

　ほっとしつつ、俺は手に持ったパンを再びかじる。

　紅いもクリームのやさしくて舌の上に残るような甘あまさを楽しみながら、食後のコーヒーを飲み終えるまでロザリンドと談笑し続けた。

「さてと、そろそろ帰るか？」

「そうじゃのう……ん？」

「ん？」

　ロザリンドがふと入り口の方を見やったので、俺も彼女の視線を追うと、ちょうどドアベルを鳴らしてメイド姿のスズランが入ってきたところだった。

「おーい、スズラン」

「あ、波なみ乱だれ様。ご主人様も」

　こちらに気づいたスズランはぺこりと頭を下げ、俺たちのテーブルへ近づいてくる。

「ちょうど買い物の時間じゃったのか？」

「はい。今日はご主人様の好きなパン屋さんで新作が出ると聞いていましたので、それを買っておこうかと……ですが、すでにお食べになっているようですね」

「いやいや、今回のはアタリじゃったからな。夜食に二、三個買っておいてくれ」

「食べ過ぎはよくありません」

「貴様はワシの母親か」

「メイドでございます」

「そうじゃったの。まぁ、ワシもワシの母親など知らぬしな。じゃが、ワシのメイドと言うならご主人様の言うことを聞け」

「主人の健康を慮おもんぱかるのもメイドの務めでございます」

「吸きゆう血けつ鬼きに健康を語ってどうするんじゃ」

　それからふたりはしばらく紅いもクリームパンを買うの買わないのと話し合っていたが、最終的に夜食ではなく翌日の朝食にするという折せつ衷ちゆ案うあんでお互たがいに妥だ協きようした。

　でまぁ、その分のパンを買って、ちょうど俺たちも帰ろうかという話をしていたところなので、スズランと一いつ緒しよにお店を出た。

「夕飯の買い物はこれからか？」

「はい。このあと商店街の方へ」

「じゃあ、ついでだから俺もつき合うよ」

「はい」

「ふむ……レッカが行くならワシも行くかのう」

　そんなわけで三人して商店街の方へと足を向ける。

「スズラン。今夜の夕ゆう餉げは何じゃ？」

「肉じゃがにしようかと」

「むぅ。今日は洋食がいいぞ」

「ですがご主人様はこの前和食がいいと仰おつしやいました」

「飽あきた」

　さすがロザリンド、我わが儘ままだな……。

　スズランも少し困った顔をしていたが、やがてため息をついて頷いた。

「分かりました。では今夜はシチューにしましょう」

「うむ。ところでシチューは洋食なのか？」

「洋食……だと思うけど、日本のシチューと洋風のシチューが同じものなのかは知らん」

　確か日本のカレーとヨーロッパのカレーとインドのカレーは、なんかそれぞれ違うみたいなことを聞いたことがあるが、シチューの場合どうなんだろう？　よく分からなかったので言葉を濁にごしておいた。

　そういや俺ん家の夕飯は何だろうな？　ハリッサは料理も上手いからいつも楽しみだ。

「それにしても結構な量だな。ロザリンドにスズランにコロナにウラウラで四人分か。作るのも大変じゃないか？」

「コロナ様とウラウラ様も手伝ってくださいますので、それほどでは」

「あのふたりって料理できるのか？」

「仕込みましたので」

「ふーん」

　スズランがメイドになったのもつい最近のはずだが、すっかりあの屋や敷しきのメイド長ぶりが板についてきたようだ。やはりメイドという職業が肌はだに合っているのだろう。

　紆う余よ曲きよく折せつあって今は普通の人間になっているが、彼女は元々ホムンクルスと呼ばれる人工生命体で、そして造られた目的は、今となっては彼女の主となっているロザリンドを殺すことだった。

「……」

　自分が造られた理由を一度捨てて、スズランはこうして新しい人生を歩んでいるわけだけれど、こうしてじゃがいもを両手に持ってどちらがよいか真しん剣けんに見み極きわめている姿を見ると、なんだか安心する。
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「楽しそうでなによりだな」

「え？　何か仰いましたか？　波乱様」

「うんにゃ、何も」

　俺は首を振ふって彼女たちとレジに並ぶ。

「ありがとうございましたー」

　買い物も終わり、俺はスーパーの袋ふくろをふたつ持ってスズランたちと商店街を出る。途と中ちゆうまで荷物持ちをするつもりだった。

「あら？」

　道を歩いていると、ふとスズランが前方を見て声を上げる。

「？」

　何かと思ってそちらを見ると、彼女のメイド服姿に負まけず劣おとらずめだつ格好をした少女がＹ字路で右往左往していた。

「あれって……修道女シスターさん？」

　俺はその少女の着ている服――いわゆる修道服を見ながら呟いた。

「げっ」

　すると、隣となりのロザリンドがそのシスターを見て口の端を引ひき攣つらせる。

「どうした？」

「ああいう輩やからは嫌きらいじゃ……レッカ、ワシの分も頼たのむぞ。ワシは別方向から帰る」

「えっ、うわっ！」

　ロザリンドの持っていた荷物を無理やり押しつけられ、俺は慌あわてて呼び止めようとしたがその時にはもう彼女は踵きびすを返して走り出していた。

　吸血鬼の彼女にとってシスターというのは天敵なのかもしれない。

　プライドの高い彼女が逃げるなんて、よっぽど相手にしたくないのだろうか？

　さてと、そんなわけで俺とスズランは取り残されてしまったわけだが。

「どうなさいますか？　波乱様」

「うーん、まぁ道に迷ってるみたいだし、声かけてみるか」

　俺とスズランはそのシスターに近づく。

　……それにしても街中でシスター服ってやっぱりめだってるな。

「あの」

「はい？」

　こちらの声に反応した少女は金きん髪ぱつを揺ゆらして振り返った。

　見た感じ歳としはさほど離はなれていないだろうか。声をかけられたのが意外だったのか、少しきょとんとした顔をしている。その手には地図が握られていて、やはり道に迷っていたようだ。

「私に何かご用ですか？」

「いや、道に迷ってるみたいに見えたから……俺たちに分かるところなら道案内するけど？」

「まぁ！　それは大変助かります」

　シスターは手を叩たたいて喜び、笑え顔がおを浮かべる。

　彼女の目的地はどうやら商店街のはずれにある教会らしかった。

「私はこの度たびこの町に赴ふ任にんしてきたユリアと言います」

「俺は波乱烈火」

「私はスズランです」

　お互いに自己紹介をしつつ、俺たちは教会を目指して歩く。

　ユリアは旅りよ行こう鞄かばん……にしては妙に縦長の、なんだかギターケースみたいな鞄を持っていてそれが結構重そうだった。ロザリンドに押しつけられた荷物がなければ持ってやりたいのだが、さすがに無理そうだ。

「ユリアはやっぱりシスターさんなのか？」

「はい。そうです」

「外国から来たのか？」

「はい。ヨーロッパの田舎いなかの方です」

　ヨーロッパか。確かチェルシーがそっちの方の出身だったな。まぁ、ヨーロッパだって広いからあんまり一ひと括くくりにできないんだろうけど。

「シスターというのはどういった職業なのですか？」

　そこでスズランが新たな質問をユリアに投げかける。

　一方で、質問された側のシスターはちょっと首を傾かしげた。

「スズランさんも日本人っぽくないですが、シスターを見たことないですか？」

「世間知らずですので」

「……」

　まぁ元ホムンクルスだし、人間社会の知識について欠けているところがあっても仕方ないよなぁ。

　まぁそれは置いておいて、スズランが真剣に尋ねているのはユリアにも分かったらしく、彼女はいったん微び笑しようを浮かべてから胸の前で十字を切った。

「私たちのお仕事は迷える子羊に神の愛を説くことです」

「神の、愛ですか？」

「はい」

　立ち止まり、お祈いのりを捧ささげるポーズをしてユリアは再度微ほほ笑えむ。

　それを見たスズランはまたしばし考えて。

「では、愛とはいったい何ですか？」

「ホワッ!?　そこからですか!?」

　驚いてその場でコケそうになるユリア。

　……まぁ、元ホムンクルスだし以下略。

「い、いいでしょう！　道案内していただいたお礼です。私がしっかりみっちり愛について教えて差し上げます！」

「お願いします」

　妙にやる気になっているユリアに対し、スズランはぺこりと頭を下げた。
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　あれから三日後。

「レッカ。あのシスターはまだこの町にいるのかのう？」

　放課後。学校の教室で、ロザリンドは俺の机のところまで来てそう尋ねてきた。

「ん？　シスターってユリアのことか？　まぁこの町に赴任してきたって言ってたし、そりゃあいるんじゃないか」

「チッ。そうか」

　ロザリンドは鬱うつ陶とうしそうに舌打ちをする。

「やっぱり吸血鬼って神様とかシスターって苦手なのか？」

「苦手なのではない。嫌いなだけじゃ」

　何が違ちがうんだろうか？

「でも吸血鬼って光属性に弱いイメージあるよな」

「何じゃ光属性って、ゲームのやりすぎではないか？」

「確かに今のは違うか……えーと、悪あく魔まと戦う」

「エクソシストのことかのう？」

「そうそうエクソシスト。そういう悪魔と戦う人が悪魔とか吸血鬼とか幽ゆう霊れいとかを祓はらうのに聖水とかって使うだろ？　あれでダメージを受けるのって、やっぱり『聖』なるものだからなのか？」

　完全にゲームとマンガの知識だが、俺は好こう奇き心しんからロザリンドに聞いてみる。

　しかし、聞かれた方の彼女はホント残念そうにため息をついた。

「レッカ……少し考えれば分かることなのじゃが、吸血鬼やら悪魔やら人外全般にダメージを与えられる水などという都合のいいものが、そうそう世の中にあるわけないじゃろうが」

「え？　でも……」

「というか、レッカは吸血鬼や悪魔どころか、妖よう怪かいにも、魔ま王おうにも、神代の怪かい物ぶつにも会ったことがあるじゃろう。確かにワシらは人外と一括りに語ることもできるが、あくまで別々の種族じゃ。もちろん似ている部分もあるじゃろうが、全員が同じ弱点を持っているわけなかろう」

「そう言われればそうか」

「要するに、じゃ。エクソシストとか抜ぬかす連中が使う聖水というのはな、吸血鬼用、悪魔用、妖怪用という風に、種族別にそれぞれ調合されたものなのじゃ」

「えーと、つまり対吸血鬼用聖水とか対悪魔用聖水とか、同じ聖水でも種類があるってことか？」

「まぁそうじゃな。各種族の身体構造に合わせた毒薬といったところじゃ。奴やつらはそれを全部まとめて〝聖水〟と呼んでいるに過ぎん。その方が、『神の奇き跡せきはどんな魔ま物ものをも退ける力がある』と喧けん伝でんしやすいからのう。聖水以外にも、いわゆる〝聖なる武器〟というのもみんな同じ理り屈くつじゃ」

「へぇー」

　つまり悪魔に効果のあるものと吸血鬼に効果のあるものじゃ中身は別物なのに、それを全部まとめて同じ聖水ってことにしてるのか。

　てっきり聖水を使えば何でも祓えると思い込んでいたが……っていうか、そういう風に思い込ませて神様スゲーって思わせる策略なのか。いろいろ考えるんだなぁ。

「ともあれ、そのユリアとかいう娘むすめもシスターの端はしくれなら、ワシらのような人外は目の敵にしておるじゃろう。特に吸血鬼は西洋では嫌われ者じゃし、ワシも向こうではお尋ね者じゃったからな」

　なんとも忌々しそうにロザリンドは舌打ちする。

「しばらくは教会の方に近づかんようにするか。レッカと一緒に帰れなくなるのは残念じゃがのう」

　そう言い残すと、ロザリンドは別れを告げて鞄を持って教室を出て行った。

「烈火。一緒に帰りましょ」

「烈火ー。帰ろ帰ろー」

「おッス」

　皐月とイリスに呼ばれたので、俺も鞄を持って立ち上がる。

　そのまま三人で談笑しながら校門を出て、他の生徒たちに混じって帰り道を歩いていく。

「ねぇ烈火。商店街の方で何か買い食いしましょうよ」

「またイリスさんは。買い食いはダメだっていつも言ってるでしょう」

「皐月に聞いてないもーん。ねー烈火、いいでしょ？」

「もうッ……烈火！　ダメだからね！」

　左右からふたりに迫せまられ、俺はどう返事したものかと視線を彷徨さまよわせる。

「えーと……あっ、ああそうだ！　この前ユリアってシスターの娘こと知り合ったんだ」

　何でもいいから話題を変えようとしてそんなことを口走った。咄とつ嗟さに出てきたのは、たぶんついさっきまでロザリンドとその話をしていたからだろう。

　しかし、どうやらそれは失敗だったようで、途と端たんに皐月とイリスの目つきが二割増しで険しくなる。

「「また？」」

「またって……本物のシスターさんに会ったのなんて、そのユリアって娘こがはじめてだぞ？」

「そういうことじゃなくて……」

「もー！　烈火はホントに烈火なんだからぁ！」

「？？？」

　何か理り不ふ尽じんな言いがかりをつけられた気がした。

　まぁともあれ話題を逸そらすことには成功したっぽいので、このままこの話題を続けてみる。

「ちょうど商店街通り抜けた先のＹ字路で道に迷っててさ、スズランも一緒だったからふたりで教会まで案内して……」

「あっ、波乱様」

「え？」

　不意に横から声をかけられて振り向くと、そこにはたった今名前を出したスズランが買い物かご片手に立っていた。

「よっスズラン。買い物か？」

「いえ、買い物はこのあとです」

「あとって、何かその前に用事があるのか？」

「はい」

　言われてみれば夕飯の買い物にはまだ少し早い気がする。買い物に行く前にどこか寄るところでもあるのだろうか？

　あのスズランが寄り道ねぇ……。

「どこ行くんだ？」

　好奇心に駆られ、思わず聞いてみる。

「教会です」

「教会？」

　スズランから返ってきた答えは、これまた先さき程ほど話題に出したばかりの場所だった。

　そこで少し彼女は首を傾げて、

「波乱様たちもご一緒に行かれますか？」

　と尋ねてきた。
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　そんなわけでまぁ特に用事もなかった俺たちは、スズランについていく形で教会へとやってきた。

　駅前通りからも商店街通りからもややはずれ、人通りが若じやつ干かん寂さびしいことになっている場所にその教会は立っていた。建物自体はだいぶ年季が入っており、俺が物心つく頃ころにはすでに今くらい古ふる臭くさかった気がする。

「へぇー、中は結構綺き麗れいなんだなぁ」

　前を通ったことくらいならあるが、こうして礼拝堂の中に入るのははじめてだ。

「あっ、スズランさん。それに烈火さんも」

　室内の掃そう除じをしていたユリアが扉とびらを開けて入ってきた俺たちに気づき、床ゆかを掃はくのを中断してこちらへやってくる。

　と、そこで彼女は俺とスズラン以外に初対面の相手がいることに気づいたらしく、小さく首を傾げる。

「あら、そちらの方は？」

「はじめまして。大おお友とも皐月です」

「イリスよ。よろしく」

「偶然そこでスズランに会って、一緒についてきたんだ」

　皐月とイリスの自己紹介のあとを継つぎ、俺が教会へ来た経けい緯いを説明する。

「まぁ！　あなた方も神の教えに興味がおありなのですね！　あっ、そうそう申もうし遅おくれました。私が当教会を預かっておりますユリアと申します」

　ユリアは喜びに手を叩きながら俺たちを教会の長なが椅い子すに座すわるよう勧すすめてくる。といっても狭せまい教会で長椅子も三人がけのものしかないので、前にスズランとユリアが座り、俺と皐月とイリスはその後ろに座ることにした。

「今お菓か子しなど持ってきますね」

　そう言ってユリアは礼拝堂の奥おくへと引っ込む。

　わりとなんとなくでついてきた俺たち三人は手て持もち無ぶ沙さ汰たで少しそわそわする。礼拝堂の静せい寂じやくが妙な緊きん張ちようを生んだ。

「そういやスズランはあれから何度もここに来てるのか？」

「はい。毎日来ています」

「毎日!?」

　予想以上だった。

　そういえばさっきもユリアとだいぶ親しげだった。かなり仲よくなっているようだ。

「毎日教会に来て、何してるんだ？」

「半分は世間話でしょうか。この町のことを教えて差し上げたり、逆にユリアさんがシスターになられた時のお話を聞いたり……ですが、最初にここを訪おとずれたのは、私には分からない知識について彼女から学ぶためでした」

「スズランでも分からないこと？　それって何なんだ？」

「愛です」

　スズランは静々と答える。

「「愛ィ!?」」

「？」

　過か剰じような反応を見せる皐月とイリスにスズランは疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　まぁふたりのことは置いておくにしても、スズランがそこまで「愛」に興味があるなんてちょっと意外だ。

　……誰か気になる相手でもいるのだろうか？

「お待たせしました～」

　ユリアが礼拝堂にお菓子とお茶を持って戻もどってくる。

「はぁ～、日本のグリーンティーはおいしいですね」

「まぁな……ただ、今度茶葉だけじゃなくて湯呑も買ってきた方がいいぞ」

「？」

　ティーカップで飲んでるのが微び妙みようにシュールだから。

「さて、では今日もお話ししましょうか」

「はい」

　教会でのお話と聞いて、てっきりミサみたいなものを想像していたけれど、ユリアとスズランの話はもっとフレンドリーな感じだった。

「それでは神様の前では誰もが平等なのですか？」

「ええ。神は天の上から、人の子らを常に見守られ、愛されています。神の愛の前ではみな誰もが等しい存在なのです」

　長椅子で間にお茶とお菓子を挟はさみながら、スズランはユリアに質問し、若きシスターは熱心にそれに答えている。今日は俺たちもいるので少し大きな声で喋しやべっているが、基本的にはふたりの会話を俺たちは後ろで聞いているだけという感じだ。

「では……」

　スズランはよほど愛を知りたいのか、ユリアの話が途と切ぎれる度に新たな質問を彼女に投げかけていく。

　ユリアも質問されるのが嬉うれしいのか、嬉き々きとして話し続けた。

　皐月も性格がマジメなのでしっかりと話を聞いていたが、俺やイリスなどは途中からだいぶ眠くなってきた。というかイリスは寝ねてた。

　そうこうしている内に時間も過ぎ、スズランもそろそろ買い物をして帰らなければならない頃になったので、俺たちも一緒にお暇いとますることにした。

「今日もありがとうございました」

「いえいえ。また明日も来てくださいね。烈火さんたちも、週末からは日曜日のミサを始める予定なのでいつでもお気軽にどうぞ」

「ああ、ありがとう」

「あっ、ところで、知っていたらでいいのですが」

　別わかれ際ぎわにユリアはひとつ質問をしてくる。

「何かこの町で変なことが起きたという話を知りませんか？」

「変なこと？　っていうと？」

「そうですね……たとえば常識では考えられないようなこととか」

「「「「……」」」」

　俺たち四人は顔を見合わせた。

　ぶっちゃけ物もの凄すごい心当たりがある――まぁ主に俺関連のいろんな『物語』のことなんだが。ほかにも幽ゆう霊れい騒そう動どうとか妖よう怪かい騒そう動どうとか盛りだくさん。

　とはいえ……中には四よ方も山やま話ばなしとして言いふらすのもマズいものもあるので、俺たちは揃そろって特に思い当たる話はないと答えておいた。

「そうですか。ありがとうございます」

「ん。けど、何でそんなことを？」

「いえ……私って怖こわい話とかが苦手で。赴任した町でそういう話があったら嫌いやだなぁと思ってしまって」

「そ、そっか」

　改めて考えるとこの町ってまさしく魑ち魅み魍もう魎りようだらけなんだが……まぁ、人を襲おそうような奴はいないし心配することもないだろう。

　俺たちはユリアに別れを告げ、教会をあとにした。
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「それにしても、愛ねぇ～」

　夕方。俺は自室で今日の宿題を勉強二割休憩八割でちまちまと進めながら、昼間の出来事を思い出していた。

　そんな俺の呟つぶやきを聞いて、アールはやれやれと小さく首を振って、

「まったく、烈火さんはそんなことを言っている暇ひまがあったら……」

「どうしたんですか？　愛ですか？　また烈火さんの周りで情熱的な愛憎劇が幕を開けるんですか!?」

　未来人がいつもの毒どく舌ぜつを吐はこうとしたところへ、最近ウチの部屋に居つくようになったダメ天使のラシュエルが割って入って騒ぎ始めた。

　もっともアールのことは俺にしか見えないので、ラシュエルには会話に割り込んだなんて自覚はないだろうけれど。

「……」

　あ、ちょっと眉まゆ根ねが寄ってる。アールの不ふ機き嫌げんそうな顔って珍めずらしいな。

　まぁとりあえずそちらは置いといて、俺はフンスフンスと鼻息を荒あらくして顔を近づけてくるラシュエルを手で押し返す。

「別に修しゆ羅ら場ばじゃねーよ」

「ええええ違うんですかー？」

　心底残念そうな声。っておい。

「お前なぁ、いちおう、仮にも、そこはかとなく天使っぽい存在ならさ」

「私は純度百パーセント天使ですよ？」

「うるさい。とにかくだな、何でもかんでも修羅場に持っていこうとするのやめんかい」

「仕方ないじゃありませんか。なんてったって私は愛と情熱の天使なのですから！」

　なぜか堂々と胸を張るラシュエル。

　本人の言う通り、彼女は愛と情熱……というか、情熱的すぎてドロドロのグッツグツに泥どろ沼ぬま化かしたような愛、つまりは修羅場を司つかさどる天使、いや駄天使なのだ。

　この前の騒動以来、なぜか俺につきまとうようになり、こうして半居候のような状態になっていた。

「まぁ、妄もう想そうまでならギリギリ許すけど、この前みたいにみんなの嫉しつ妬と心しんを煽あおって争あらそわせるのは絶対やめろよ？　シャレにならんから」

「んん～どうしましょうか～？」

「封ふう印いんすんぞアホ天使」

　確か前に幽霊のサクヤを封印していた壺つぼが家の蔵くらにあったはず。

「じょ、冗じよ談うだんですよ～」

　慌ててラシュエルは手を振って自分の言葉を誤ご魔ま化かした。

　……まぁいいけど。

「ったく、天使よりもシスターさんの方がよっぽど清く正しい性格してるよな」

「ああ、あの方たちってホントにマジメですよねー。尊敬します」

「おまっ……腐くさっても天使がそれでいいのか？」

「腐ってませんよノーマルですよ？」

　今の返しはいまいちよく分からんが。

「いちおう天使って神のしもべみたいなもんなんだろ？　シスターさんだってある意味そうだし。同じ神のしもべでどうしてこうも違うのかねぇ」

「そう言われましてもねー。私たちは直接神様に仕えているわけですけど、彼女たちはそうじゃないでしょう？　人は神様に会えませんから。彼女たちは神様と言うよりは信しん仰こうに仕えているんですよ」

「信仰に……か」

　似たようなものに見えて、結構違うものなのかね。

　そんな話をしながら俺が宿題をサボり続けていると――唐とう突とつに、部屋の窓をドンドンと叩かれた。

　ここは二階だ。その窓から入ってこようとする相手は限られる。

「アイ？」

「烈火ッ！」

　開けた窓から入ってきたのは、随ずい分ぶんと焦あせった様子のアイだった。

　彼かの女じよは猫ねこ又またで普ふ段だんは山に住んでいる。時々こうして窓から俺おれの部屋に遊びに来るが、この切せつ羽ぱ詰つまった声はいつもと様子が違う。

「何かあったのか？」

「たっ、大変なんだにゃ！」

　アイは俺の服の袖そでを掴つかみながら言う。

「変な女に仲間たちが襲われてるにゃ！」
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　アイに腕うでを引っ張られるようにして俺は学校の裏山を目指した。

「襲われてるって、今度は何があったんだよ？　地元妖怪との問題をこの前解決したばっかりだろ？」

「その妖怪たちも襲われてるにゃ！　なんか変な服を着た変な女が急にわけの分からない因いん縁ねんふっかけてきたのにゃ！」

「変な服～？」

　妖怪の彼女から見て変というのはどんな服なんだろう？

　頭の片かた隅すみでそんなことを思いつつ、俺はとにかく山の坂道を急いで登る。

　そして。

「!?」

　現場に辿たどり着ついた俺の目に、襲われる妖怪たちの姿が飛び込んできた。

「ひええ～」

「オ助ケ～」

　空飛ぶ人頭が逃にげ惑まどい、脚あしの生えた傘かさが悲鳴を上げている。

　アイの仲間の猫又たちも同じく追われて逃げ回っていた。

　その光景の中心にいたのは……。

「……ユリア？」

　俺は呆ぼう然ぜんと彼女の名前を呟く。

　アイの言うところの変な服――この町ではあまり見ないシスター服を着た少女は、こちらの声に反応してゆっくりと振り返った。

「あら……烈火さん。どうしたんですか？　こんな時間にこんなところで」

　ユリアは昼間見せたのと同じ穏おだやかな笑顔を浮うかべて会え釈しやくしてくる。

　その手には表情に似合わぬ長大な柄つかの斧おのを持ったまま。

「何してんだ？」

　状じよう況きようは見ての通りかもしれないが……念のため訊いてみる。

「うぅ～ん……これは、どうしましょうか？」

　ユリアは少し困ったように頬ほおに手を当てた。

　たぶん、俺がこの場に現れたのは彼女にとって予想外のことだったのだろう。平静を装よそおっているが、斧の柄の先せん端たんで地面を何度もトントンと叩いているところを見ると、だいぶ焦っているようだ。

　一方で、焦っているのは俺も同じだ。なぜシスターの彼女が妖怪たちを襲うのか、理由がさっぱり分からな……！

　そこでふと俺はつい最近ロザリンドと交かわした会話を思い出す。

　西洋で、人外の者たちを狩かる存在といえば。

「ユリア……もしかして、お前はエクソシストって奴なのか？」

「ふぇっ!?　バ、バレてしまいましたか？」

　あわわわとユリアは慌てふためく。その際、ブンブンと斧を振るものだから、周りの妖怪たちはさらにビビッて彼女から距きよ離りを取った。

「あの、烈火さん……どうかこのことはご内密に。いちおう、秘密なので」

「いや、えーと……」

「ダメですか？」

　ユリアは若じやつ干かん涙目で頼んでくるのだが、俺からすればほかにもっと重大な問題がこの場で起きている。

「いやまぁ、そういうことなら俺も周りには言わないでおくけど」

「わあ！　ありがとうございます」

　やはり本気でお礼を言ってくるユリア。

　彼女にとってこの場で起きている――というか彼女が起こしている――惨さん状じようよりも、そちらの方が重要なことらしい。

　俺は彼女との間にある問題意識の差異に違い和わ感かんを抱く。

「つまり……ユリアがシスターとして赴任してきたのは表向きで、本当はエクソシストとしてこの町の妖怪たちを退治しに来たってことなのか？」

「おおむねその通りです。シスターとして赴任した、というのも本当ですが」

　あっさり頷うなずくユリア。

　俺は冷ひや汗あせが背中を伝うのを感じた。彼女の表情とセリフから、冗談なんかじゃないと分かったからだ。

「ところで烈火さんはなぜこんなところへ？　それに、周りの人ならざる者たちを見てもあまり驚おどろいていませんね。何でです？」

「……ちょっとした知り合いでな」

　俺はユリアの質問に短く答えつつ、彼女を止める言葉を探す。

「ユリア。頼むから、ここの妖怪たちを襲うのはやめてくれ」

「え？　なぜです？」

　心底俺の言っていることが分からないといった顔で、ユリアは首と一いつ緒しよに手にした斧の角度も傾かたむける。

「何でって、こいつらは別に悪い妖怪じゃないんだ。ぶっちゃけたいしたこともしてないぞ？　基本的にその日暮らしだし、とても悪事を働く暇なんてない」

「烈火……ヒドいにゃ」

　後ろでアイがしょぼんと耳を伏ふせていたが、この場はユリアに手を引いてもらうのが優先なのでフォローはあとにしておく。

　しかし。

「う～ん、烈火さん。すみませんけど、彼かれらを見み逃のがすことはできません」

「な、何でだよ。エクソシストが悪魔とか幽霊を祓うのは、人間に悪事を働くからだろ？　何も悪いことしてないなら別に祓ったりする必要は……」

「違います。エクソシストが人外を狩るのは、彼らが神の愛からはずれた存在だからです」

　ユリアは何の迷いもない表情で答える。

　ブンッと斧の刃やいばが夕ゆう闇やみの空気を切きり裂さいた。

　彼女の挙動を見守っていた妖怪たちから息を呑む気配が漂ただよう。

「人外を屠ほふるのがエクソシストである私の務め。例外はありません」

「ニャッ!?」

　ユリアが次に狙ねらいを定めたのは棒立ちになっていたアイだった。

「……ッ！」

　咄嗟に俺はふたりの間に割って入る。

　そのまま危あやうく斧で真っ二つ……という寸前で、ピタリと刃が止まった。

「烈火さん。なぜ邪じや魔まをするんです？」

　斧を構えたまま不思議そうに尋たずねてくるユリア。

「頼たのむからやめてくれ。人間じゃないからなんて、そんなの殺していい理由になんねーだろ」

「……烈火さんはそいつらの味方をするんですか？」

　キュッと目を細め、ユリアが斧を振ふり上あげる。

「やめっ、グアッ！」

　斧の刃の方に目が行っていた俺は、死角から飛んできたユリアの回まわし蹴げりで真横に吹ふっ飛とばされる。

「あなたはいい人だと思ってたのに……残念です。何度も言うように人外を見逃すことはできません。そこでおとなしくしていてください」

「やめろぉー!!」

　俺は起き上がって駆かけ出だそうとするが――間に合わない！

「……っ！」

　迫りくる斧を前に、アイがまぶたを閉じて身を竦すくめた……その時。

　ギャキンッ！

　金属音とも違う甲かん高だかい音とともに、ユリアが振り下ろした斧が木刀によって受け止められる。

「桃もも音ね会長!?」

「よお問題児。お前もつくづくこういう状況に首を突っ込む奴だな」

　淡あわく燐りん光こうを放つ木刀でギリギリと斧と押し合いをしながら、巫女みこ服ふくを着た我わが校こうの独眼生徒会長様は余よ裕ゆうを見せるように挨あい拶さつを返してきた。

　おそらくあの光る木刀は以前妖怪たちを叩たたきのめした技わざなのだろうが、いかにも重そうな斧の一いち撃げきも受け切るなんて……！

「くっ！」

　押し切れないと見たのか、ユリアは一度後ろに下がる。

「何なんですか？　あなたは」

　ユリアは警けい戒かいした目で桃音会長を見つめながら尋ねた。

　対して、桃音会長は木刀を肩かたに担かつぎ、眼帯をはずして晒さらした右目を光らせる。

「ウチの神社が保護してる妖怪から連れん絡らくを受けてな」

「保護……人外をですか？」

　訝いぶかしげな視線を向けつつ、ユリアは眉まゆを顰ひそめた。

「見たところ、お前は野の良らじゃなくて教会のエクソシストだろ？　だったら、吉き備び神社の〝鬼おに斬きり〟の話くらい事前に聞いてないか？」

　相手の納なつ得とくしていなさそうな表情を見て、桃音会長はさらに言葉を重ねる。

「そうですか……ではあなたが〝鬼斬りオーガキラー〟」

「いいや、それはウチの爺じいさん。オレは孫だ。本物はもっとおっかねぇぞ」

　桃音会長は脅おどかすように笑う。

「西洋の教会とウチとじゃやり方が違うんだろうが、郷ごうに入っては郷に従えってな。日本のことわざは知ってるか？　……ウチの管かん轄かつで勝手をやるってんなら、こっちも黙だまってないってこった」

　あくまで軽い口調に鋭するどい眼光を織り交ぜながら桃音会長は告げる。

　俺や妖怪たちを含ふくめ、その場にいる全員がユリアの次の言葉を待った。

　やがて、彼女はふぅとため息をついて構えを解く。

「仕方ありません。私自身のお務めを果たせないのは心苦しいですが、無用なトラブルを起こすのも無益です。この場の者どもについては、ひとまず正当な手順を取ってからということに致いたしましょう」

　いちおうこの場では桃音会長――というかその祖父？――の顔を立てる気になってくれたらしい。言動の端はし々ばしから「諦あきらめたわけではない」というのが感じられるが。

「念のため確かく認にんしますが、〝鬼斬りオーガキラー〟が保護しているのは、この場にいる妖怪たちだけですね？」
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「ん……？」

　ユリアの質問に桃音会長は周囲を見み渡わたし、木の陰かげからこちらを窺うかがっている化ばけ狸たぬきのところで視線を固定する。

「ポン。お前のところの妖怪は全員いるか？」

「えっ、あ、ああちょっと待ってくれ」

　地元妖怪の長である化け狸のポンは仲間の数を数え始める。

「うむ。全員ここにいるぞ」

「アイ。猫又たちはどうだ？」

　続けて桃音会長はアイに確認を取る。

「少し待って欲しいにゃ」

　アイはそう言うと仲間たちの方へと走っていき……数分後、少し息を切らせて戻ってきた。

「大丈夫にゃ。全員いたにゃ」

「よし」

　桃音会長は頷き、ユリアの方を振り返る。

「オレのところで保護している妖怪はここにいるので全部だ」

「そうですか。分かりました。ではこの場は引き下がりましょう」

　ユリアはそう言うと斧の刃を下に向け、山を下りていく。

「それに……私が教会から受けた本来の仕事は別にありますし」

　去り際、彼女はひと言呟いて、やがて闇やみに紛まぎれるように姿を消した。

「ふぅ～～～」

　ドッと疲つかれが押し寄せて、俺は思わずその場に尻しり餅もちをつく。

　桃音会長のおかげでこの場は収まったが……一時はどうなるかと思った。

「ありがとうございます。桃音会長」

「なぁに、これで貸し三つだな」

「ゲッ」

　この人にはこうして度たび々たび貸しを作ってしまっている気がする。いつ返済を求められるのか考えるとちょっと怖い。

「それにしてもあのシスター、随分と簡単に引き下がったな」

「？　それは桃音会長と会長のお爺さんの名前を出したからじゃ……」

「まぁこの場はそうなんだろうが、何かスッキリしないな」

「……」

　言われてみればユリアは海を越こえてわざわざこの町に来たんだよな。

　シスターとして赴ふ任にんしたのも本当だと彼女は言っていた……「も」ということは、同時にエクソシストとしてこの町にやってきたのも本当と取れる。

　じゃあ、エクソシストとしての彼女の目的は何だ？

　こんな田舎いなか町まちの人じん畜ちく無む害がいな妖よう怪かいたちを一方的に祓はらうことか？

　わざわざ日本に渡と来らいするに足る彼女の目的って……。

「あっ……」

　その時ふと頭の中で何かが閃ひらめいた。

　ひとつあるじゃねーか……想像に過ぎないけど、エクソシストがわざわざ海を越えて追いかけてくるに相応ふさわしい人ならざる者が、この町にはいる。

　吸きゆう血けつ鬼きロザリンド。
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「はぁ、はぁ……」

　俺はアイたち妖怪を桃音会長に任せ、ひとり道路をひた走っていた。

　目指すはロザリンドたちの住む洋館のある丘おか。ユリアがどんな移動手段を持っているのかは分からないが、可能な限り追いつけるように急ぐ。

　吸血鬼というのは特に西洋だと目の敵にされていて、ロザリンドもかつてはお尋ね者だったと自分でそう言っていた。彼女はとある事情で百年ほど海底に沈しずんでいたのだが、もし何らかの形で彼女の存在が教会側に知られたとしたら、あるいは。

　もちろん、ただの徒労に終わる場合もある。ユリアの言っていた「本来の仕事」がロザリンドを討つこととは限らないし、あのあと彼女がその足で洋館へ向かったのかも分からない。そもそもロザリンドの居場所を突つき止とめているのかも……。

　だが、それでも俺は一いち抹まつの不安を拭ぬぐい切きれず、息を切らせて走り続けていた。

「烈火さん。そろそろあなたは体力をつけるために陸上部にでも入った方がよろしいのでは？　と本官は愚ぐ考こういたしますよ」

「うっ……るっせぇ……！」

　宙をふわふわ浮いて楽してる未来人にそんなこと言われたくない。

　けど確かに体力はつけた方がいいかもなー……頭の片隅で思いつつ、俺は一度膝ひざに手をついて息を整える。

「はぁーはぁー」

　ツバと一緒に息苦しさを呑のみ込こみながら、俺は目の前の坂道を見上げる。ロザリンドの洋館が建つ丘の頂上はこの先だ。

「行くかッ……！」

　俺は再度走り出し、いつものようにアールも後ろからついてくる。

　やがて屋や敷しきの赤い屋根が見えた。

　同時に――ロザリンドと対たい峙じするユリアの姿も。

「ロザリンド！　ユリア！」

「ムッ、レッカか」

　俺の叫さけび声ごえに、ロザリンドが腕うで組ぐみをしたままこちらを見やる。

　瞬しゆん間かん。

　ビュンッと風を切り、かけ声もなくユリアが斧を振るう。

「……フンっ」

　それに対しロザリンドは鼻を鳴らし、バッと無数のコウモリに変化してその攻こう撃げきをやり過ごした。

　コウモリたちはユリアを素す通どおりして、彼女から距離を取って再び金きん髪ぱつの吸血鬼を形作る。

「せっかく聖別した武器を用意したというのに当たりませんね」

　ユリアは嘆たん息そくしながらぼやく。

「貴様らには襲われ慣れておるからのう。鬱うつ陶とうしいことこの上ないが」

「逃げるのが面めん倒どうなのでしたら、今ここでその外げ道どうな命をお終しまいにされてはいかがです？」

「別に清せい廉れん潔けつ白ぱくなつもりはないが、貴様らに外道呼ばわりされるのは腹が立つのう。それにワシは貴様ら相手に逃げたことなど一度もない」

　ロザリンドはキュッと目を細め、挑ちよう発はつするように腕を広げる。

「貴様も幾いく多たの塵じん芥かいと同じように返り討ちにしてやろう」

「よく舌の回るコウモリですね……」

　ユリアもまた斧を構え直し、両者の間に緊きん迫ぱくした空気が流れた。

　そして……俺はどうする？

　まだ知り合って数日とはいえ、正直ユリアがこれ以上ロザリンドと命いのち懸がけの争いをするのは見たくない。なんとか平和的に解決する手段はないだろうか。

「ユリア！　やめろっ！」

　そこでユリアははじめて俺の方へ視線を向ける。

「烈火さん……またですか？　さっき現れた時も驚きましたが、二回連続でなんて……この吸血鬼のこともまた庇かばうおつもりですか？」

「ああ、そうだよ」

「……」

　しばしユリアは沈ちん黙もくしたあと、不意に目つきを険しくする。

「なんて恐おそろしい……吸血鬼は『魅了チヤーム』で人を意のままに操あやつると聞きます。烈火さんはすでにそこの吸血鬼の操り人形となっていたのですね」

「なっ、違ッ……！」

　確かにロザリンドに『魅了チヤーム』を使われたことはあるが……何回かあるが、そんなユリアが想像するような操り人形になんかされていない。

　俺は否定するが、すでに事実を都合よく解かい釈しやくした彼女は怒いかりに燃えた瞳ひとみでロザリンドのことを睨にらみつける。

「神のしもべとして、人にあだなす人外は赦ゆるしておけません！　今日ここで確実に仕留めてあげます！」

「ハッ！　できるものならやってみよ！」

　ロザリンドは鼻で笑い、先手必勝とばかりにユリアに飛びかかろうとした――その時。

「お待ちください」

　銀ぎん髪ぱつのメイドが静かにふたりの間に歩み出る。

「スズランさん……!?」

　俺やロザリンドはともかく、ユリアはここでスズランまで現れるとは思ってもいなかったのだろう。驚きよう愕がくに目を見開き、顔を強こわ張ばらせる。

「何じゃスズラン。こやつはワシの客じゃ。お主らは館の中でおとなしくしておれと言っておいたじゃろう」

　どうやらロザリンドは自分にまつわる因縁に、メイドたちを巻き込まないように遠ざけていたらしい。

　しかし、スズランは主の命令に背そむいてこうして出てきたようだ。

「ご主人様。どうか少しだけ私にユリア様とお話しする時間をいただけないでしょうか？」

「そんな奴やつに様をつけるなと言いたいが……まぁいいじゃろ」

　丁てい寧ねいに腰こしを折ってお願いするスズランに、ロザリンドは渋しぶ々しぶといった感じで許可を出す。

　スズランはロザリンドにお礼を言うと彼女に背中を見せ、ユリアの方へと向き直る。

「ユリア様」

「……っ」

　ユリアは思わずといった感じで身構えた。

　攻撃や防ぼう御ぎよのためというより、どうすべきなのか迷っているような動きだ。

　構わずスズランは彼女に対しても深く頭を下げる。

「ロザリンド様は私のお仕えする方です。どうか矛ほこを、というかユリア様の場合は斧をですが、収めていただけませんか？」

「そんな……スズランさんまで」

　俺の時よりも数段ショックを受けた表情でユリアは呻うめく。

　スズランとはだいぶ仲よくなっていたようだし、その分ショックもデカかったのだろう。

　それでもまた彼女はギリッと奥おく歯ばを噛かむと、

「まさか心優しいスズランさんまで毒どく牙がにかけるとは……吸血鬼め、絶対に赦しません！」

　俺の時と同じようにスズランの態度を解釈したユリアは、右手をシスター服の内側へと潜り込ませると、瞬間、その手て許もとから銀が閃く。

　ギィン　キンッ！

　その銀閃――投げナイフは、同じく銀に閃くスズランのナイフによって打ち落とされた。

「クッ……！　邪魔しないでくださいスズランさん！」

　ユリアは怒おこったように再びナイフを投げるが、結果は先さき程ほどと同じだった。

　全すべてのナイフを打ち落としたスズランは、自分のナイフを再び太もものホルスターにしまう。

「今のナイフは全て私ではなくご主人様を狙いましたね？」

「……当然じゃないですか。それがどうしたんです？」

「なぜ私を狙わなかったのです？」

「……あなたは吸血鬼に操られているんです。だから、吸血鬼を最優先で倒たおすのが当然です」

　ユリアの答えをスズランは表情を変えずに受け止める。

「ユリア様にとってご主人様……吸血鬼のような人ならざる者はどうしても倒すべき敵なのですね？」

「ええ、そうですよ」

「でしたら、ご主人様ばかり狙うのは些いささかおかしい話です」

　スズランは淡たん々たんと告げる。

「私は今でこそ人間ですが、元は錬れん金きん術じゆつ師しによって造られたホムンクルスと呼ばれる人工生命体でした」

「……え？」

　ユリアはポカンとした顔で声を漏もらす。

「で、でもスズランさんはどう見ても」

「ええ、今でこそ私は、そこにいらっしゃる波乱様のおかげで人間となれましたが、かつては人の手によって造られた命――ユリア様の仰おつしやるところの人ならざる者でした」

「「……」」

　俺とロザリンドはスズランがユリアに対し、自身の過去を語るのを静かに見守っていた。

　どんな考えがスズランにあるのか分からないが……ユリアを止められるのは彼女しかいない。そんな気がする。

　スズランは少しだけ首を傾かしげ、ユリアに問いの視線を投げかけた。

「この場合、私はどうなるのでしょうか？　今はただの人間ですから、見逃していただけるのでしょうか？　それとも元はといえば人外である以上、私もユリア様に裁かれねばならない対象なのでしょうか？」

「そ、れは……」

　ユリアは狼狽うろたえるように言葉を途と切ぎれさせる。

　斧の穂ほ先さきも彼女の迷いを示すように左右に揺ゆれていた。

　確かにスズランは元ホムンクルス現人間という、俺の仲間の中でもわりと特とく殊しゆな経歴の持ち主だ。

　人間は善であり人外は悪である――では人と人外どちらの経歴も持ち合わせるスズランはどちらになるのか？

「昔のスズランさんは人じゃなくて……でも今は人間で……人じゃないなら倒す……けど……吸血鬼は……でも……私は……嗚呼ああ……神様、私は……どうすれば……」

　その答えが出せないユリアは斧を手にしたまま視線を彷徨さまよわせる。

「ユリア様」

「……!?」

　スズランに名前を呼ばれ、ビクンッとなるユリア。

「ユリア様がそうまで神様の教えに従うのは、あなたが教会に拾われて育ったからなのですか？」

　教会に拾われて育った……？

「それってつまり……」

「ええ……私は元孤児です」

　戸と惑まどう俺に対し、ユリアは自分から自身の過去を明かす。

「孤こ独どくだった私を教会の方が拾ってくださって、ここまで育ててくれたんです。一人前のシスターとして……そして、人々を護まもるエクソシストとして」

「……」

　教会でスズランはユリアと「彼女がシスターになった時の話」を聞いたりしたと言っていた。彼女が元孤児であるというのはその時に聞いたのだろう。

　孤児だった彼女にとって教会は育ての親だ。だからこそ、彼女はこんなにも教会の教えや命令に忠実なのだろう、恐ろしいほどに。

「そうです……神様が間ま違ちがっているはずがありません……神に背く者たちを裁くのは正しいことなんです……だから……だからッ」

　ユリアは自分の中にある教えを確かめるようにブツブツと呟きながら、苦しそうに額を片手で押さえる。しかし、指の隙すき間まから俺たちを見る目は揺らいでいた。

「……ユリア様がどうしても戦うというのなら、残念ですがお相手いたします。ですが」

　スズランは再びホルスターに手だけを伸のばしながら、ユリアをまっすぐに見つめる。

「神様がそう言うからという理由でこんなことをするのだけはおやめください」

「ッ！　何でですか!?　我ら信者にとって神と教えは絶対です！　その神に仇あだをなす者どもを倒すのは……」

「誰だれかの言いなりになるだけの生は生きているとは言えません。それは、たとえ相手が神様であったとしてもです」

　キッパリとスズランは断言する。

「かつて私は今のご主人様であるロザリンド様を『殺すためだけに』造られました。マスターに与あたえられたそのたったひとつの使命のために、二百年間生きてきました」

「……」

「ですが、ただの人間となって改めて振り返ってみると……私はなんて恐ろしいことをしようとしていたのだろうと手が震ふるえます。私自身に何の動機もないまま、人の言いなりになって誰かを殺そうとしていたなんて……それはとても恐ろしいことだと、今では思うのです。ですから、どうか……」

　スズランは懇こん願がんする。

「私やご主人様を裁くというのなら、どうかユリア様ご自身の意思で裁いてください。私はあなたに、そんな恐ろしい真ま似ねをさせたくありません」

「そんなことを言われたって……私には、この生き方しか……！」

　ユリアは目め尻じりに涙なみだをためながら斧をロザリンドたちへと向ける。

「あなたは……悪あく魔まの手先です！　私を惑わせて、神を裏切らせようとしているんです！　だから私は、私は……ッ！」

「……フンっ。結局こうなるのかのう。無む駄だな時間じゃったか」

　成り行きを見守っていたロザリンドはつまらなさそうに呟つぶやき、今にも飛びかかってきそうなユリアのことを迎げい撃げきしようとする。

　一方で、同じくふたりのことを見守っていた俺おれは――

「――待った」

　両手を広げ、両者の間に立ちふさがる。

「何じゃレッカ。今いま更さら、これ以上あやつに語るべき言葉もなかろう。こういう輩やからはな、何でもかんでも神が神がと喚わめくだけで、全てが回ると信じて疑わぬのじゃ。実際にはその神とやらと会ったことも話したこともないクセにのう」

「黙れッ！」

　ロザリンドの嘲あざけるような物言いにユリアが激げき昂こうする。

「だから待てって！　……実際に話したことがないってんなら……」

　俺はクイッと丘の下――気持ち的には、ハリッサたちのいる自分ん家の方角を親指で指差す。

「ちょっと今から、実際に神様はどう思ってるのか直接聞いてみようぜ」
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　そう言って俺が丘の上まで連れてきたのは、我が家に半居候中の駄天使ラシュエルだった。

「モー、何ですか何ですか烈火さん。私シャワーも浴びましたし、そろそろ雲の上で寝ねようかと思ってたんですが」

「うるさい。たまには役に立てダメ天使」

　俺はぐいぐいっと背中を押おして彼女をユリアの前に立たせる。立たせると言うより、こいつは天使なので地面から浮いているのだが。

「て……天使様？」

「はーい。愛と情熱の天使ラシュエルですよ？」

　さすがのユリアも本物の天使が目の前に現れるとは思っていなかったらしく、軽いノリであいさつしてくるラシュエルに対し呆あつ気けに取られているようだった。

「本物……なのですか？」

「え？　う～ん、最近よく疑われるんですけど、正しよう真しん正しよ銘うめい私は本物の天使ですよ。この輪っかとか翼つばさとかじゃ信じられません？　何でしたら二、三個奇き跡せきでもお見せしましょうか？」

「いえ！　しっ、失礼しました！」

　不満気な顔をするラシュエルに、ユリアは慌あわてて跪ひざまずいて祈いのりを捧ささげる。

「ふむ、あなたはあれ、シスターさんという奴ですね」

「は、はい！」

「なるほど。それで烈火さん、私は何で呼ばれたんでしたっけ？」

「来る途と中ちゆうで説明しただろ……」

　ホント駄天使だな……。

　仕方ないので俺は肝かん心じん要かなめの大事な質問を彼女にぶつけた。

「ラシュエル。ユリアはシスターだけど同時にエクソシストで、神様のために人ならざる者たち……まぁロザリンドみたいな吸血鬼とかを狩るのを生業にしてるんだ」

「はぁ、それで？」

「で――結局のところ、神様ってのは本当に人外を倒して欲しいなんて思ってるのか？」

「何でですか？」

　どうもこちらの質問の意味が伝わらなかったらしく、ラシュエルは逆に問い返してきた。

「だから、吸血鬼とか悪魔とかそういうのを倒すのは、本当に神様のためになるのかって聞いてるんだよ」

「なりませんよ別に」

　あっさりとラシュエルは否定する。

「で、ですが教会の教えでは」

「それは教会の教えですよね？　人が営む人の集まりの中の人の作った教え、そうでしょう。うさぎがキツネを、ねずみが猫ねこを恐れるように、人が吸血鬼や悪魔を恐れ、それを倒そうとするのは当然です。それを教えとして広め、対処法を人々に伝えるのも人が人の営みをなす上で有益ですし、そうする教会が間違っているとも思いません。ですけど、神様は別に悪魔を倒せなんてそんなこと、言ってもいませんし願ってもいませんよ」

　必死に言いい募つのるユリアに、ラシュエルは唇くちびるに指を当てながら答える。

「……」

　ユリアは全身の力が抜ぬけたように呆ぼう然ぜんとしていた。

　今まで信じていた価値観を仕えていたはずの当人――まぁ正確には神様本人ではないのだが、天使でも説得力はある――に否定され、大きく戸惑っているのだろう。

「それに神様にお仕えするとか、そんなのは天使の仕事なので人間さんは別に気にしなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。まぁ、替かわれるなら替わって欲しいですけど……ううぅ、そういえばまだノルマ終わってない」

　言っている途中からラシュエルは頭を抱え始めるが……まぁいいか。連日人の部屋でだらだらとサボっている方が悪い。

　スズランが立たち尽つくしているユリアへと近づく。

「ユリア様。どうなさいますか？」

「……」

「ユリア様」

　答えない彼女に対し、スズランはもう一度呼びかける。

「あなたの答えをお聞かせください」

「私の……」

「はい。あなたの信じる神様は、私やご主人様をこの世から排はいすることを望んでおられませんでした。では、ユリア様はどうでしょうか？　今やあなたが私たちをどうなさるのかは、あなた自身で考えなければなりません」

「……」

「それとも今度は神様のためではなく、拾ってくださった教会の教えのために私たちを倒しますか？」

「おい、スズラン」

　なぜか自分たちが不利になるようなことを言うスズランを思わず止めようとする。

　しかし、彼女は逆に俺を押おし留とどめて、

「波乱様。私はユリア様自身に決めていただきたいのです」

　と告げる。

「私が波乱様のおかげで人間になれた時……あの時、私は二百年間自分を縛しばっていたマスターの命令から解き放たれました。ですが、束そく縛ばくから解放されるということは、同時に自分の芯しんとなっていたものをはずすということでもあるのです」

　スズランはその時のことを思い出すように話す。

「それはある意味で今までの自分を失うようなものです。失って、一度空っぽになって……そのあと、その隙間に何を詰め込むかは、自分で決めなくてはならないのだと、私は思うのです」

　スズランの話をユリアは最後まで黙って聞いていた。

　そして。

「私は――」
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　その週の日曜日。

「迷える子羊のみなさん。本日は当教会のミサにようこそいらっしゃいました」

　教会の壇だん上じようでシスター服を着たユリアが静かな声であいさつをした。

　それを俺はスズランと一いつ緒しよに長なが椅い子すに座すわって聞いている。

　……結局あの時、ユリアはロザリンドを討たなかった。

　ほんの一時間足らずでそれまでの人生を支えてきた教えを、何もかも全て捨て去るのは誰にだって難しい。

　だが天使のラシュエルに聞かされた神様の話や、スズランの説得は少なからず彼女の心を動かしたようだった。

『今はあなたの処分は保留します、吸血鬼。ですが、私は人に仇をなす人外とその被ひ害がい者しやを何人も見てきました。問答無用で倒しはしませんが……もしあなたが誰かを傷つけるようなことがあれば、エクソシストとして私が滅めつします』

　あの日、ユリアはロザリンドにそう告げて去って行った。

　ロザリンドは彼女の物言いを鼻で笑ったが、俺とスズランはホッと胸を撫なで下おろしたものだ。そんな風にあの夜は過ぎ――

「みなさんの中には今日はじめてミサにいらっしゃった方もいるかと思います。ですので、まずは神様の愛についてお話ししようかと思います」

　――そうして日曜日である今日、彼女は赴任後初となるミサを開いていた。

　彼女にはこうやってシスターのお務めをしながら、ゆっくりとこれからどうするか考えて欲しい。

「……そういえば、スズランは何で教会に通って愛の勉強なんてしてたんだ？」

　今回の騒そう動どうを解決できたのは、スズランが何度も教会に通ってユリアと仲よくなっていてくれたおかげだ。彼女の言葉がなければ、ユリアは思おもい留とどまってくれなかったかもしれない。

「私は子供が欲しいのです」

「ブフッ！」

　予想外の返答に思わず噴ふき出だす。ユリアにギロッと睨まれたので慌てて口をふさいだ。

「こほんっ……つまり、神はどんな時でもみなさんを見守り、愛してくださっているのです。そして……」

　ユリアは咳せき払ばらいをしながら話を続ける。

「……子供が欲しいって、何で？」

　話の邪じや魔まにならないように気をつけながら、俺は小声で隣となりのスズランに尋たずねた。

「元々、私は家族というコミュニティに関心がありました。ホムンクルスの頃ころの私には生殖能力がなく家族を持つことを諦めていたのですが、こうして人間になれましたので子供が欲しいと思いまして」

　スズランは小声で淡々と答えてくる。

「な、なるほど」

　彼女は家族が欲しいのか。

　そう言われればなんだか納得できるのだが、一点どうしても問題になる部分があるよなぁ……。

「スズラン。子供ってひとりじゃ作れないんだぞ？」

「承知しています。私と生せい殖しよく行こう為いをしてくださる男性の方が必要なのですよね？」

「そうだけど、スズランもうちょっと声小さく……」

　俺は赤面しながら周りをキョロキョロ見回した。スズランは最初からちゃんと小声で話していたのだが、教会の中が静かすぎて誰かに聞こえてしまったのではないかとヒヤヒヤする。

　完全にキョドっている俺の横で、スズランは、

「いちおう、アテはございますのでその点もご安心ください」

　とひと言つけ加えた。

「え……？」

　アテって……もうすでに相手がいるのか!?

　子供が欲しいと言われた時以上の驚愕を覚えながら、俺はそれ以上突っ込んだ話を聞く勇気もなく、彼女の相手が誰なのかという考えが頭の中でグルグルと回り続けた。

「……つまり、私たち人間もまた愛を以もつてお互たがいを理解し、愛を以てお互いを赦し合わなければなりません。そうして誰もがやさしく、心穏やかに生きられる世界を創つくることを私たちは目指しているのです」

　話し続けていたユリアはそこで十字を切り、目に見えぬ神様にお祈りを捧げる。

「世界が愛で満ちますように――アーメン」







未来人エルの路地裏生活日記　２







　ホームレス未来人エルの身には現在とある重大な問題が発生していた。

　非常に認めたくない事実だが、事実は事実なので仕方がない。いや、仕方がないとすら思いたくなくて延々と否ひ認にんを続けた結果、ついにはにっちもさっちもいかない今の状じよう況きように陥おちいったのだが……まぁ、ともかく。

「……臭い」

　そういうことだった。

　エルの着ている振ふり袖そではほつれも汚よごれもしない超ちよう繊せん維いでできているし、脱臭効果だってあるのだが、いかんせん半月も野宿が続けば超繊維でカバーできない部分が――具体的にどことまでは言わないが――多少臭ってきてしまうのも仕方ない。

　しかし、いくら人工生命体といえ乙女おとめは乙女。自分の髪かみの臭いを嗅かいで「うっ……」とは言いたくないお年とし頃ごろである。

　髪を洗いたい。あわよくば体も。

　わりと切実な願いを口には出さず唱えつつ、エルは目の前を流れる川へと視線を向ける。前回魚を釣つりに来た時、たまたま見つけた橋の下が最近の彼女のホームグラウンド――文字通りの意味で――になっていた。

「……う～～～」

　人目さえ忍しのべば、川に入って髪や体を洗うことくらいできる。確かにできる。

　だがしかし……比ひ較かく的てき透とう明めいに近くて充じゆう分ぶんに川底も見え、魚も普ふ通つうに泳いでいるように見える川も、キクルムの目にかかれば流れるゴミや極小の有害物質を発見できてしまう。見えるといってもさほどたいした量ではなく、人体には無害だ。言わずもがな高スペックを誇ほこるエルのボディに影えい響きようなどあるはずがない。

　そのはずなのに……泳いでいる魚なら食べられるのに、いざそこへ入って体を洗おうとすると躊ちゆう躇ちよしてしまうのは何なのだろう？　こんなのは論理的合理的判断ではない。だけどやっぱり入れない……。

「仕方ないわね。どこか体を洗える場所を探しましょう」

　エルは体育座りからスクッと立ち上がって、しばしそのまま固まり、

「……なんか最近独り言が増えた気がするわ」

　微び妙みように切ないことを呟いて、はああぁ～と重たいため息をついた。
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　綺き麗れいな水場を求めて歩き出したエルだったが、当てずっぽうで探し回ったためなかなか目的と合致した場所に辿たどり着つけなかった。

　それに現在はエネルギー節約のために認識阻害装置をつけていない徒歩での移動だ。万が一にも暗殺対象の波なみ乱だれ烈れつ火かと鉢はち合あわせにならないように、曲がり角などを慎しん重ちように進み続けたのも時間がかかった原因かもしれない。

　まぁ、そんな苦労もありつつ。

「や、やっと見つけたわ……」

　軽く息を乱しながらエルは思わず膝ひざに手をついた。

　見つけたのは町中にある小さな公園の水道だった。

　公共の水道とて真水というわけではないが、川の水よりはいくらかマシだ。

　ここでならとエルは思った……が、その時ひとつの問題が発生する。

「よしっ！　今日は公園でサッカーしようぜ！」

「えー！　缶かん蹴けりだろ！」

「戦争ごっこしようよ……ぼく、砂場に落とし穴掘ほるから」

「水みず鉄でつ砲ぽう持ってきた！」

　ほぼエルと時を同じくして、四人の子供が公園へと遊びにきてしまったのだ。

「よりにもよってこんなタイミングでっ！」

　確かこの時代の子供はみな携帯ゲーム機にはまり、ロクに外で遊ばなくなったのではなかったのか？　それにこの頃ころの公園は老人がベンチで日ひ向なたぼっこする以外の大たい概がいのこと――サッカーとか野球とか――は禁止されているはず！　つまりこの時点ですでに公園は子供のものではなくなっているはずなのだ！　子供はクーラーの効いた部屋でだらだらゲームしていればいいのに！

　ギギギと歯は軋ぎしりしながら、公園の門柱の陰かげから遊ぶ子供たちの姿を覗のぞき見みるエル。

「子供ってホント厄やつ介かいだわ！」

　見た目だけなら彼女も子供――ついでに言えば実じつ年ねん齢れいはさらに下――なのだが、まぁともかくこのままでは髪も体も洗えない。

　エルはしばし考えて……ある作戦を思いついた。

「あんな子供、私の実力で追おっ払ぱらってやるわ！」

　グッと拳こぶしを握にぎりしめつつ、エルはこそこそと茂しげみに隠かくれながら、子供たちに見つからないように公園のトイレへと移動する。

「誰もいないわね……」

　エルは個室を一個一個見て回って誰もいないことを確かく認にんすると、振袖の袂たもとから小さなひし形のクリスタルを取り出す。

　それは主に変装のために使う、頭の上に浮うかせて偽ぎ装そうホログラムを自分の全身にかける道具である。

「うーん、この時代で、相手が子供となると、一番怖こわがらせるのに適してるのは……大人で、怖い奴よね」

　エルは脳内の検けん索さくリストから時代性に合致した「怖い大人」のテンプレートな容姿を探す。

「あっ！　この『ヤクザ』ってのがちょうどよさそうね」

　変装対象を決めると、エルは早さつ速そく偽装ホログラムを使って自分をヤクザの姿に変え、トイレの鏡で確認する。

「うん！　完かん璧ぺきね……あっ！　口調も柄悪い感じにしなくちゃ……え、えーと、フンッ！　俺様にかかりゃあガキなんざ一発ダゼ！　よしっ、完璧だわ、あっ、いや、完璧ダゼ！」

　声帯模写で声も男性っぽく変えながら、エルは演技の練習をして自画自賛する。

　と、その時。

「キャアアアアアアア！」

　たまたまトイレに入ってきた女性がエルのことを見て悲鳴を上げる。

「？」

　一いつ瞬しゆん、なぜ悲鳴を上げられたのか首を傾げたエルだったが、よく考えれば今自分は大人の男の姿をしていて、ここは女子トイレなのだ。

「ちょっ！　待って！」

「イヤアアアオタスケエエエエ」

　おまけにヤクザの格好がマズかったのか、女の人はもう完全に自分が襲おそわれると勘かん違ちがいしていて、それはもう大声で助けを求め始める。

「ああもう！　静かにしてよ！」

「イヤアアアアアア！」

「何事ですかー!?」

　さらに間の悪いことに、エルが女性の肩かたを掴つかんで黙だまらせようとしたところを、偶ぐう然ぜん公園の前を通りがかった警官に目もく撃げきされてしまう。

「……！」

　ヤクザが女性を女子トイレ前で乱暴に押さえつけている構図を見て、警官は一発で状況を理解した――勘違いなのだが。

「貴様ああああ！　この町の人々は俺が守ってみせる！」

「何なのよもおおおおおおおお！」

　エルは泣きそうになりながら、ヤクザの格好で公園から逃げ出した。




　　　　　▽




　何とか警官の追つい跡せきを振ふり切きったエルは、ぜいぜいと息を切らせながら再び公園へと戻もどってきた。

　その間に子供たちがどこかへ行ってくれていないかと少しは期待したが、残念ながら彼かれらはまだ砂場で暢のん気きに遊んでいた。

「私があんなに必死に逃げ回ってたってのに、あいつらめぇ……」

　八つ当たりに近い憤いきどおりを覚えるが、まぁいい。とにかく警官はもう追ってこないのだから、さっさと当初の目的を果たしてしまえばいいのだ。

　エルは深呼吸して息を整えると、できるだけ威圧感が出るように大おお股またで子供たちのいる砂場へと近づいていった。

「おい！　ガキども！」

　意図的に乱暴にした口調でエルが子供たちに話しかけると、男女混じりのグループは一いつ斉せいに彼女の方を振り返った。子供たちの視線の角度が微妙に上にズレているのは、偽装ホログラムでエルが大人の背の高さに見えているからだろう。

「あっ！　さっき警察に追いかけられてた人だ！」

「うぐっ！」

　どうやら先程の逃亡劇を目撃されていたらしい。

　出鼻を挫くじかれたエルは思わず狼狽うろたえてしまうが、ギリギリのところで踏ん張り直す。

「ここは今からオレが使うんだ！　ガキどもはとっととお家に帰んな！」

　粗そ野やな男声に変へん換かんされたエルのセリフに、まだ小さな子供たちは怯おびえた表情を浮かべる。

　これならあともうひと押しで追い出せる――とエルが思った時だった。

「なんだよお前は！　ここはあたしたちが先に使ってたんだぞ！　そっちこそ出てけ！」

　意外なことにグループの紅一点である少女が、目を強気に怒らせてエルに食ってかかってきた。

「……！」

　偽装ホログラムでエルの姿は子供たちにはヤクザに見えているはずだ……それなのにまさか反はん撃げきしてくるとは、なかなか度胸の据すわった少女である。

　だがこちらも退くわけにはいかない。乙女の尊厳がかかっているのだ！

「いいからとっとと失うせろ！　さもないと……」

「さもないと何だよ？」

　いくら凄すごんでも少女は一歩も退かない。まるで昔から荒あらくれ者ものの相手をしてきたかのような堂々とした態度だ。

　その時まるで少女の怒ど気きに呼応するように、彼女の髪が一瞬ざわりと揺れた気がした。

　同時に、どこかでパキンッと何かが割れる音がする。

　とはいえ目の前の出来事に必死になっていたエルは、それが何の音なのかまで気が回らなかった。

「あーもう！　だからさっさと消えろってんだよ！　でなきゃヒドい目に遭あわすぞ！」

　どうにも追い出し作戦が上う手まくいかないことにイラ立ち、エルは地団太を踏んで砂場の砂を蹴け散ちらした。

　演技というより半ば本気の行動だったが、子供から見れば相当恐おそろしい姿に見えた……はずなのだが、

「「「「？」」」」

　なぜか子供たちは――さっきまで怯えていた子も含ふくめて――きょとんとした表情でエルのことを見返していた。

　全員から「え？　何言ってんのこいつ？」みたいな目で見られ、エルもさすがに「あれ？」と思う。

　先せん陣じん切って対たい峙じしていた少女はともかく、なぜ今の今まで怯えていた子たちまで怯えなくなってしまったのか……？

「……？」

　そういえば今のエルは偽装ホログラムで大人のヤクザに変装している。つまり子供たちからはかなり背が高く見えているはずだ。

　なのに、どうして今は視線の高さがエル自身に合わせられているのだろうか？

「……はれ!?」

　エルはバババッと自分の体を触さわり、次いで頭上を見上げる。

　偽装ホログラムを生み出していたクリスタルがない！

　慌てて視線を辺りへ向けると、足元に砕くだけ散ちったクリスタルが落ちていた。

　原因は不明だが、どうやら途中で装置が壊こわれて偽装ホログラムが解けていたらしい。だから子供たちの視線が急に怪け訝げんなものに変わったのだ。

「何だよお前、子供だったのか」

　先さき程ほどから対峙していた少女が腕うで組ぐみをしてフンッと鼻を鳴らす。

　思わずあわわわと声を上げそうになったエルだったが、まだかろうじて残っていた意地で強気な態度を崩くずさなかった。

「ちっ！　こうなったら実力行使よ！　この公園から出ていきなさい！」

　エルは袂から銃じゆうを取り出し、少女の眉み間けんに突つきつける。

　波乱烈火暗殺用に未来から持ってきた銃だ。放てば人間など一瞬とかからず原子のチリへと返す……アールには簡単に防がれてしまったけれど。

「はんっ！　そっちこそ出てけ！」

　しかし、子供にはこの銃の恐ろしさがいまいち伝わらなかったのか、逆に手に持っていた水鉄砲をエルに突きつけ返してくる。

　やはり退く気はないようだ。

　どうする……さすがのエルも子供相手に本気で撃うつ気には……。

「ん？」

　エルが逡しゆん巡じゆんしていると、ふと目の前の少女が眉まゆをハの字に曲げ、鼻をつまむ。

　そして。

「お前、なんか臭いぞ」

　タブー中のタブーに触ふれやがりくさった！

　理性という大事な鎖くさりが一気に引きちぎれる。

「～～～臭いって言うなあああああ！」

　一番人に――しかも同性に――指し摘てきされたくない事実を指摘され、エルは涙を流しながらほとんど条件反射的にトリガーを引きかけた。

「……！」

　その時、またもや眼前の少女の前まえ髪がみがざわっと揺ゆれる。

　バキンッ！

「え!?」

　同時に、エルの手の中にあった銃から異音が聞こえ、それっきりトリガーを押しても何の反応もしなくなってしまう。

　また壊れた……!?　こんな立て続けに……いや。

　いくらなんでもタイミングが重なりすぎている。もしかして、偽装ホログラムもこの銃も、目の前の彼女が……。

「わぷっ！」

　なんて考え事をしていたら、唐とう突とつに顔面に水をかけられる。

　そういえばこっちは水鉄砲を突きつけられていたんだった……。

「って、やめてやめて！　お願いだからもうかけないで～」

「なんだよー！　お前から喧けん嘩か吹ふっかけてきたんだろ！　正々堂々勝負しろ！」

「勝負なんてしてなーい！」

　エルは頭を守りながら逃げ回るが、水鉄砲を構えた少女たちは口々に待てーと言いながらどこまでも追いかけてくる。

　ただ髪と体を洗いたかっただけなのに……！　何で私がこんな目に！

「全部アールのせいだー！」

　当人に聞かれたら百パーセント「知りませんよそんなこと」と言われそうなセリフを叫さけびながら、エルの悲ひ惨さんな逃亡劇は続く。

　と、そこへ。

「ファムさーん！　何してるんですかー？」

　公園の入り口の方からその声が聞こえてくると、エルを追いかけていた少女――ファムがピタリと止まって声の主の方を振り向く。

「レイン！　何か用かー？」

　相手まで距きよ離りがあるため、ファムは口元に手を当てて大きな声を出す。

「もうすぐ晩ばん御ご飯はんの時間ですよー！　早く帰ってきてくださーい！」

「分かったー！　すぐ行くー！」

　自分を迎むかえにきた少女――レインに返事をすると、ファムは一緒に遊んでいた友達の方を振り向いて、

「じゃあ、あたしはもう帰るから！　また明日な！」

　笑え顔がおで別れのあいさつを告げると、次の瞬しゆん間かんにはもうレインの方へ向かって走り出していた。走りながら背後を向き、公園の入り口に着くまでの間友達に手を振り続け、彼女は去っていく。

「ファムねーちゃんも帰ったし、俺たちも帰るか」

「そーだな」

「また明日なー」

　リーダーであるファムが帰ったあとの子供たち――どうやら彼らはファム「ねーちゃん」より年下らしい――は、そのまま解散という空気になったらしく、各おの々おのの家路に就いて公園からいなくなる。
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「……」

　あとには散々水鉄砲で水をかけられ、びしょ濡ぬれになったエルだけが残された。

　ある意味で子供たちを公園から追い出すというミッションは完かん了りようしたのに……何だろう、このむなしさは……。

「ていうか、あの娘こがファムだったのね」

　確か機械を狂くるわせたり壊したりできるグレムリンの少女だ。

　波乱烈火が解決した『物語のヒロイン』については、いちおうエルも資料に目を通していた。だが、本来は波乱烈火を暗殺してすぐに未来に戻る予定だったので、あくまで参考資料として流し見た程度だったから、すっかり忘れていた。

「とにかく、これで体が洗えるわね……」

　脱だつ力りよくした体を無理やり起こし、エルはよたよたとした足取りで公園の水道へと近づき、振袖の帯を緩め始める。

　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、ようやくサッパリできる……もう誰だれにも臭いなんて言わせない。そう思って水道の蛇じや口ぐちに手をかけた時、

「コラアアア！　何をやってるんだ君ィー！」

　先程、ヤクザに変装していたエルを追いかけてきた警官が、今度はさっきと違ちがう剣けん幕まくでこちらへと駆かけ寄よってきた。

「へ？　あの、私は体を洗おうと……」

「君みたいな女の子がこんなところでそんなことしてはいけないよ！　そういうことはお家へ帰ってしなさい。家はどこだね？　おじさんが送っていってあげるから」

「えっと……」

　おそらくこの警官はまったくの善意でエルの行こう為いを止めたのだろう。だが、エルからすれば余計なお世話な上に、家はどこだと聞かれても答えられない。

　口をもごもごさせているエルの態度を不ふ審しんに思ったのか、警官は少し厳しい顔つきになる。

「まさか君、家出かね？」

「あ……」

　エルはそこで、このままだと非常に厄介なことになるのを確信した。

「君、ちょっとそこの交番まで」

「さよならああああ！」

「あっ！　待ちなさい！」

　何で何で何でこうなるのか？　どうして一日に二度もお巡まわりさんに追いかけられる羽目になるのか？

　それもこれも全部きっとたぶん。

「絶対にアールが悪ーーーい！」

　エルの完全に八つ当たり気味の、それでいて悲痛な叫び声は近所一帯に響ひびき渡わたった。




　――警官も子供もいない真夜中にこっそり公園に来ればよかった……とエルが気づいたのは、それから五時間後のことであった。







第三話　病弱×ラブコメ







　週が明けて月曜日。

　先々週は無人島に飛ばされ、先週もユリアの一件があり、二学期に入っても相変わらず平へい穏おん無ぶ事じとはほど遠い感じの毎日だ。普通に学校に通っている時が一番ホッとする。勉強は嫌きらいだけど。

　まぁ進級して受験とかが近づいてくると、嫌いな勉強だってやらなきゃならないわけだが……待てよ？　今はまだいいとして、将来『物語』を解決しつつ受験勉強まで両立させなきゃならなくなるのか？

「過労死すんじゃねーか俺おれ……」

　ふと気づいてしまった事実に俺は机の上に突っ伏す。

　別に『物語』は仕事じゃないから厳密には過労死じゃないかもだけど、正直体がいくつあっても足りなさそうだ。

「もうひとり俺が欲ほしい……」

「パラレルワールドにでも行って連れてきますか？」

「……それってまたなんか『物語』に巻き込まれてるよな」

　アールの気のない提案に俺は脱力したまま返事する。

「はあ～～」

「どうしたの烈れつ火か？　そんなにため息ついて」

　隣の皐さ月つきが心配そうに尋ねてくる。

「いや……なんか将来が不安になって」

「？　よく分からないけど、週末はバーベキューよ。不安があるなら、それを楽しみにして頑がん張ばったら？」

「ああ、そっか。バーベキューがあったな」

　確かにそれは毎年の楽しみだ。

　沈しずんでいた気持ちが少し上向きになる。

「なぁーに？　何の話してるの？」

　と、そこへ逆隣に座るイリスが会話に交じってきた。

「ああ、今週末にバーベキュー……」

「何でもありません！」

　俺が答えようとすると、なぜか皐月がガバッとこちらの口をふさいで必死そうに誤魔化し始めた。

　その態度にイリスがちょっとムッとする。

「えぇー、何よそれー！　教えなさいよー！」

「何でもないったら何でもないんですってば！」

「バーベキューって聞こえたわよ～。烈火と出かける気？　いつ？」

「教えませんよ！」

「教えなさいってば！」

　たちまち始まる皐月とイリスの口くち喧げん嘩か。

　何で皐月はわざわざ隠そうとするんだ？　イリスもスケジュールが空いてるなら誘さそえばいいのに……なんて思っていると、

「ああ、またアホ面してますね～この唐とう変へん木ぼく」

　アールお馴な染じみの唐突な罵ば声せいを浴びせられる。

「むぅ！　抜ぬけ駆がけするつもりね！　させないわよ皐月！」

「抜け駆けとかイリスさんには言われたくありません！」

　気がつけばあっという間に最初の話題なんて月まで吹ふっ飛とんで、全然関係のない話題で皐月とイリスはぎゃーぎゃー言い争っていた。

　とりあえず、俺の両りよう腕うでを引っ張りながら争あらそうのはやめて欲しい。

「おい、お主ら何をふたりでレッカを揉もみくちゃにしておるのじゃ。ワシも交ぜろ」

「勘かん弁べんしてくれ」

　ついには騒さわぎに気づいたロザリンドまで参戦してきて、いよいよ事態は混こん迷めいを極きわめる。

　彼かの女じよたちに引っ張られる腕とか制服とか、あと周囲のクラスメイトから向けられる慣れと諦てい観かんと好こう奇きの視線に翻ほん弄ろうされながら、俺はホントどうしたものかと諦あきらめ半はん分ぶんに考えていると――ふと教室の扉とびらがガラララと開いた。

「波なみ乱だれ烈火さんはいる？」

　入ってきたのは上級生の女生徒だった。

「俺ですけど、何ですか？」

　ご指名を受けた俺は両腕がふさがっているので声だけで返事をする。

「……君こそ何をしてるの？」

　女の子三人に揉みくちゃにされている俺を見て、先せん輩ぱいは思いっきり怪訝な表情をする。そりゃ呼び出しに来た相手がこんなんなってたらあんな顔もされるか。

「聞いていた通りの問題児ね」

「えーと……それで、用事は何ですか？」

　独り言っぽい先輩の呟つぶやきにグサリときたが、なるべく表に出さずにもう一度用を尋ねた。

　彼女は諦めたように首を振ってから、

「会長が呼んでるの。生徒会室に来てくれる？」

　と言った。
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　会長の呼び出しなら仕方ない。皐月たちを教室に置いて生徒会室に行かざるを得ないのも、会長の呼び出しなのだから仕方ない。

「？　どうしたそんなホッとした表情をして？」

「いえ、何でもないです」

　桃もも音ね会長は片眉を上げて尋ねてきたが、俺はテキトーに手を振って誤魔化す。

「なんか女の子三人に囲まれてニヤニヤしてました」

　と思ったら俺をここまで連れてきた先輩――生徒会の副会長――がバラすし！　てかニヤニヤなんてしてない！

「ははあ、相変わらずの問題児っぷりだなお前は」

「会長。風紀委に彼を監かん視しさせた方がいいんじゃないですか？」

「ちょっ！」

　桃音会長は笑っていたが、副会長はわりと目がマジだった。

　まさか一回あんな場面を目撃しただけでそこまでガチな対応をされるとは……それとも桃音会長が普ふ段だんからあることないこと言いふらしているのだろうか？　心外な。

「烈火さん不服そうな顔してますけど、貴方にそんな顔する権利ありませんからね？」

　アールはいつも辛しん辣らつだなあ！

　ついさっきまで学校は俺の憩いこいの場だったのに……なにこのアウェイ感。俺の安住の地はもはや自宅のトイレにしかないのか？　最近は自分の部屋ですら安あん全ぜん圏けんとは言えないし……。

「？　どうした今度は遠い目をして？」

「いえ……何でも……ないです」

　現実がツラくてとは言えず、俺は顔を手で覆おおいながら誤魔化す。

「まぁいい」

　桃音会長は一般生徒の悩なやみを軽く流すと本題に入る。

「お前、今日暇ひまか？」

「え？　暇かどうかって言うと、暇ですけど……」

「よし、じゃあお前帰りに緑みど里りの家に行け」

「へ？」

　いきなり説明を何段か飛ばして話が進んだ気がした。

「お、俺に常とき盤わ先せん輩ぱいの家に行けって、いったいどういうことですか？」

「緑里の奴やつ、どうも時期遅れの夏なつ風か邪ぜを引いたようでな」

　桃音会長は説明を始める。

「そうなんですか。まぁ、まだ夏みたいなもんですしね」

「あいつはクーラーつけすぎなんだよ、寝ねる時はタイマーをしろと言っているのにまったく……まぁそれは置いておくとして」

　やれやれとため息をつき、桃音会長はジェスチャーで愚ぐ痴ちを脇わきにやる。

「緑里の両親は共働きでな。今日は帰りが遅おそくなるんだ。いつもならこういう時はオレが看病に行くんだが……ご覧の有り様でな」

　そう言って桃音会長は生徒会室の机の上を示す。そこには大量の書類やらなんやらが山盛りになっていた。

「来月には文化祭があるだろ。その準備で忙いそがしくてな。今日はオレも遅くなりそうなんだ」

「ていうか、やたら書類多いですね。文化祭の準備ってそんなにたくさんあるんですか？」

「まぁいろいろとな……で、話を戻すが、というかここまで話せばもう分かると思うが、お前にはオレの代わりに緑里の看病をしに行ってもらいたい」

「まぁ話の流れでだいたい予想してましたけど……何で俺が？」

　仮にも俺は男だし。学年も違うし。しかも常盤先輩は家でひとりきりで、両親の帰りも遅いと言う。俺以外に適任がいると思うのだが……。

「お前は軽文部の部員だろ。部長の見み舞まいくらい喜んで行け」

「いや、そういう問題じゃ……」

「それにお前はオレに借りがあるだろう？」

「うっ……」

　それを言われると弱い。この前のユリアの件もそうだし、以前アイ絡がらみの問題を解決する時にも彼女の力を借りたのだ。

　俺はため息をついて首を縦に振った。

「……分かりました。行かせていただきます」

「最初から素す直なおにそう言え」

　桃音会長はなぜか偉えらそうに言って――不意にニヤリと笑う。

「そうだ。ついでだから、少しはお前のテンションが上がることを教えてやろう」

「？」

「風邪でダウンしてる緑里はいつもの三倍エロいぞ」

　桃音会長のそのひと言に俺が噴ふき出だしたのは言うまでもない。
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　そんなわけで放課後、俺は桃音会長に住所を教わり、常盤先輩の家の前に来ていた。

「……で？　何で皐月とつみきもいるんだ？」

　いったいどこで聞きつけたのか、俺が常盤先輩の看病に行くことを知ったふたりは、こうしてついてきていた。

「烈火と常盤先輩をふたりきりになんてできるわけないでしょ」

「そうそう。先輩が弱って寝込んでるのをいいことに、アンタが何するか分かったもんじゃないわ」

「さいですか……」

　あまりの信用のなさに涙なみだが出そうになる。

　実はイリスとロザリンドもお見舞いの件は聞きつけていたようだが、ふたりは用事があったらしくついてはこなかった……別わかれ際ぎわ、今の皐月とつみきと似たような釘くぎを刺さしてきたが。

　がっくりと肩を落とした俺は力なく常盤先輩の家のインターホンを押おした。が、どうも壊れているらしく、まるで反応がない。

「まぁ、会長が先に連れん絡らく入れといてくれてるらしいし、あがらせてもらうか」

　門もん扉ぴを開けて三人で敷しき地ちの中に入り、桃音会長から借りた合あい鍵かぎで玄げん関かんの扉を開ける。

「お邪じや魔ましまーす。常盤せんぱーい、お見舞いにきましたー」

　玄関から大声で声をかけるが、特に返事はない。

「寝てんのかな……？」

　だとしたら静かにした方がいいかもしれない。

　俺たちはあまり物音を立てないように靴くつを脱ぬぐ。

　さて、常盤先輩の部屋は二階と聞いているが、その前に買ってきたおかゆとかの材料をキッチン辺りに置かせてもらうべきだろうか……と。

　ひた　　　ひた

　……何だこの足音？

　ただの足音にしては妙みように湿しめった音だ。

「ん？」

「あれ？」

　皐月とつみきも気づいたらしく、三人で耳を澄すませる。

　足音がするのは……廊ろう下かの奥おくか？

　そちらへと目を向ける。

　と、そこには濡れた長い髪かみを引きずるようにして歩く影かげが……。

「キャアアアアアア！」

　その姿を目撃した瞬間、皐月が甲かん高だかい悲鳴を上げて逃げ出し、玄関の扉を開け損なってゴツンっと額をぶつけた。

「……ッ！」

　つみきはつみきで顔を真っ青にして硬こう直ちよくしている。恐ろしさのあまり声も出ないようだ。

　いやまぁ確かにどこのホラー映画から飛び出してきたのって感じのビジュアルだけど……あれってたぶん、

「常盤先輩？」

「……」

　声は小さすぎて聞こえなかったが、髪が揺れたのでおそらく頷うなずいたのだろう。やっぱり常盤先輩のようだ。長すぎる髪のせいでつま先くらいしか体が見えてないけど。

「何してるんですか？　そんなに髪を濡らして」

　相手が常盤先輩と分かって落ち着きを取り戻した――というか以前も同じように髪を下ろした先輩を幽ゆう霊れいと勘違いしていた――皐月は、気を取り直すようにして質問した。

「……」

　常盤先輩は何か言ったようだが、やはり声が小さくて聞こえない。

「……？」

「……」

　俺が軽く首を傾かしげてみせると、彼女はしばし考えるような素そ振ぶりを見せ……小走りにこちらへと寄ってきた。

　その時長い髪が揺れ、チラッと彼女の素す肌はだが見える。

「って、常盤先輩まさか裸はだかッ!?」

　もしかしてシャワー浴びてたのか！

　だから髪が濡れて……って、もしかしてこの動きは!?

「先輩！　そんな格好で烈火に抱だき着つかないでください！」

「皐月ナイス！」

　すんでのところで皐月が常盤先輩を押おし留とどめ、とんでもない事態は回かい避ひされる。思わずサムズアップして幼おさな馴な染じみを讃たたえる俺。

　常盤先輩は自分の声が相手に聞こえない時、今みたいにこちらに抱き着いて耳元で喋しやべろうとするんだよな……普ふ通つうに服を着てる時でも押しつけられる胸が大変なことになるのに、それを裸でやられでもしたらどうなることか。

「っていうかアンタも後ろぐらい向いてなさい！」

「ひでぶッ！」

　危機回避できた安あん堵ど感かんでうっかりボーッとしてたら、つみきに思いっきりビンタされてしまった。強制的に首が百八十度反転させられる。

「私と大おお友ともさんで常盤先輩に服着せてくるからアンタはここで待ってなさい！」

「はい……」

　俺はヒリヒリする頬ほおを押さえながら情けない返事をする。

「烈火さん惜おしかったですねぇ」

　アールは相変わらず他人事じみたセリフしか言ってくれなかった。
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　どうやら常盤先輩は俺たちが来るという連絡をもらって、寝ている間にかいた汗あせを流そうとシャワーを浴びていたらしい。しかし、シャワーを浴び終えたあと、着き替がえのパジャマを脱衣所に持っていくのを忘れたのに気づいたそうだ。しかもちょうどそのタイミングで俺たちがやってきて、慌あわてて出で迎むかえるために軽く体を拭ふいて脱衣所から出てきたとのこと。

　ちなみに長い髪のせい（おかげ？）で見えなかったが、下着だけはちゃんと穿はいていたらしい。いや、下着姿で出てくるのもどうかと思うけど。

「というか、風邪をひいてるなら体はちゃんと拭かなきゃダメですよ」

「……」

　布ふ団とんに寝たまま常盤先輩は小さく頷く。

　この先輩はたまにこうふわふわしたところがあるから、俺は諦め混じりに心の中で小さくため息をついておいた。

「……それで？　皐月とつみきは何で隅すみっこで丸まってるんだ？」

「……大きかった」

「……やわらかかった」

　ふたりは体育座りしながら顔を突き合わせ、なんかよく分からないことを呟き合っていた。常盤先輩の体を拭いている間に何かあったのだろうか？

「コホッ……」

　常盤先輩は小さくせきをする。

「ああもう無む茶ちやするから」

　俺は洗面器の水にタオルを浸ひたして絞しぼり、彼女の額に載のせた。

　すると先輩は体を起こして俺の耳元に口を寄せ、

「ありがと」

　とお礼を言ってきた。

「あ、いえ、どういたしまして」

「……」

　常盤先輩は微ほほ笑えむと、タオルを落とさないようにゆっくりと頭を枕まくらの上に戻もどした。

　彼女の頬は熱のためか赤らんでいて……なんか桃音会長の言を認めるみたいで癪しやくだが、なんだかいつもより色っぽく見えた。

「おやおや～、看病イベントといえばラブコメの定番ですが、烈火さんもやっぱりこういうのに弱いんですね～」

「……！」

　アールも相変わらず無表情なのに、なぜかニヤニヤしてるように見える。

　俺は恥はずかしい気持ちを誤魔化せる話題を探すため、部屋の中をキョロキョロと見回した。

「それにしても本がたくさんありますね」

　常盤先輩の部屋は両側の壁かべに本ほん棚だながズラッと並んでおり、そこに漫まん画がや小説、あと何かの資料っぽい分厚い本がいっぱいに詰つめられている。しかもこれだけ本棚があるというのに、さらに入りきらない本が床ゆかに積み上げられていた。

　さすがは作家志望というか、本当に本が好きなんだなぁ。

　あるいは昔から病弱という話を聞いているし、子供の頃ころから外で遊ぶより家の中で本を読む時間が多かったのかもしれない。

　作家になりたいから本をたくさん読むのか、たくさん本を読んでいたから作家になりたくなったのか……まぁ、どちらが先なのかはあまり関係ないか。いろんな要素が重なって、今の常盤先輩があるのだから。

　なんてことを俺がつらつらと考えている内に、ようやく皐月とつみきも謎なぞの落ち込みから復活し、部屋の換かん気きなどをして先輩の看病を始めた。

「そうだ。常盤先輩。もしお腹なか空いてたらおかゆ作りますけど、いりますか？」

　皐月がそう尋たずねると、常盤先輩はこくりと首を縦に振ふる。

「それじゃあ早さつ速そく作ります。台所お借りしますね」

「おいしいの作りますから、楽しみに待っててくださいね」

　そう言って皐月とつみきは一階へと下りていった。

「そんなに時間かからないと思いますよ。あ、ジュース飲みます？」

　常盤先輩が頷いたので、ここに来る前に買ってきたビタミン多めのスポーツドリンクを彼女に飲ませる……って少しこぼした。

「すみません。すぐ拭き……！」

　って、ジュースの水すい滴てきが鎖さ骨こつの辺りにまで跳はねてる……！

「あ、あの常盤先輩」

「……？」

　必死に視線でアピールするが、常盤先輩は首を傾げて俺がタオルで拭くのを待っている。

「～～～」

　鎖骨のすぐ下の双丘に極力触れないように、慎しん重ちようにタオルでジュースを拭き取った。

　ふぅ……皐月もつみきもいないタイミングで何やらかしてんだ俺は。まだ彼女たちがいる時だったら拭くのを替かわってもらえたのに。

「ん……？」

　あれ？　今いま更さらだけど、何か違い和わ感かんが……というか、何か重要なことを忘れている気がする。
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　十数分後。

「お待たせしました。おかゆです」

　皐月の持ったお盆ぼんの上には湯気を立てるおかゆと、味調整用の塩の瓶びんが載せられていた。白米の非常にオーソドックスなおかゆだが、とてもおいしそうだ。

「ひゃうっ！」

「……」

　常盤先輩は皐月に抱き着いて何事かを囁ささやいた。たぶんお礼を言ったのだろう。

「自分で食べられますか？　無理そうなら私が食べさせてあげますから」

「……」

「はい。分かりました。それじゃあ離はなれて、口を開けてください」

　皐月にそう言われると常盤先輩は体を離し、もう一度布ふ団とんに戻ってから口をあーんと開けた。

「ふー、ふー」

　熱々のおかゆに息を吹きかけて冷ましてから、皐月は常盤先輩の口元へれんげを運ぶ。

　うん。食べている姿を見てもやっぱり向こうのおかゆはおいしそうだ。

　で。

「つみき……何これ？」

　俺はこっちのおかゆを指差し、尋ねる。

「……おかゆよ」

　これを作った張本人であるつみきは不ふ貞て腐くされた表情で答えた。

　おかゆ、か。

　まぁ、おかゆを作ると言って台所に行ったのだから、彼女が作ろうとしたのは少なくともおかゆだったのだろう。おそらく、最初は。

　だがしかし今目の前に出されているお碗わんの中身を見て、これがおかゆだと初見で分かる人間がはたしてこの世にいるのだろうか？　いや、いない。俺だって前情報ナシにこれを出されたら「毒沼？」と首を傾げて、思わず毒消し草を探しに行ったかもしれない……まぁ、さすがにそれは冗じよう談だんだが。

　とにかく、要はそういう見た目の、そういう感じのおかゆ（毒？）だった。

　つーか忘れていたのってこれのことだった。なぜ俺はつみきがおかゆを作ると言った時に止めなかったんだ……あまりにも自然に皐月と一いつ緒しよに部屋を出て行ったから、ついついスルーしてしまった。

　まぁグチグチ言ってもあとの祭りだ。

　問題は、できあがってしまったこいつをどうするか？

「さ、さっさと食べなさいよ」

「……やっぱり俺が食うのか？」

「いくら私でもこれを常盤先輩に食べさせる気にはなれないわよ。ほ、ほら！　自分で食べられないなら私が食べさせてあげるから！」

　言ってることはさっきの皐月とさほど変わらないのに、何だろうこの落差は。

　そもそもなぜ誰かが食べること前提なのか……まぁ、せっかく作ったものを捨てるのも罰が当たるか。仕方ない。

「……いただきます」

　俺は覚かく悟ごを決めて、れんげを手に取った。

　ゾブッ

　嫌いやな感かん触しよく……。

　ぬるーりと謎の糸を引き、れんげですくわれた毒（おかゆ？）はこぽこぽと奇き妙みような泡あわ立だちを見せる。

「……はぐっ！」

　ひと思いに一気に口の中に入れて呑のみ込こんだ。

「……!?　!?　っぐ!?」

　本だらけのこの部屋で噴き出すのはマズい……！　俺は必死に口を押さえ、呑み込んだものを吐はきださないように必死にこらえた。

　ここまでくる奴は久しぶりだ。

　にしても何だろうこの妙な薬品臭さ……もしかして栄養ドリンクとか、そういった類のものを大量にミックスしたのか？　この舌に残る刺し激げきは生しよう姜が……以外にも各種スパイスが入ってそうだ。

　他人から見たら悪ふざけみたいな料理だが、病人を快復させようという気き概がいだけは伝わってくる……が、致ち命めい的てきなまでに料理として噛かみ合あってない。つみきの失敗料理の数々を試食し続けてきた俺でなければ失神しているところだ……！

「つみき……」

「何よ？」

「頑張りは認めるけど……最初の味付けは塩だけにしておけ」

「……はい」

　つみきはガックリと肩かたを落としながら頷いた。

　まぁおかゆの味付けなんていろいろあるけど、まずはオーソドックスなところから練習して精しよう進じんしてくれ。命にかかわるから。

　やがて常盤先輩は皐月のおかゆを食べ終わり――あとなんとか俺もつみきのを食べ終わり――食器を片づけた。

「……七度二分。熱は少し下がりましたか？」

　体温計を見ながら皐月が問いかけると、常盤先輩は頷く。

　段々よくなってきているようだ。桃音会長に託たくされた看病の役目はキチンと全うできていると言っていいだろう。

「先輩のご両親が帰ってくるまでまだだいぶ時間があるわね……」

　皐月は壁時計を見上げながら言う。

　汗は先輩が自分で流してしまって着替えもさせたし、おかゆも作って食べさせたし、熱も順調に下がっているし……微び妙みように手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。

「どうする？　暇なら皐月とつみきは帰っても」

「「ダメ」」

「……さいですか」

「まだ時間は平気よ」とか「もう少しつき合うわ」とかじゃなくて「ダメ」ときたか……あまりの信用のなさに目め頭がしらが熱くなる。

「じゃあどうする？　暇とはいえ、常盤先輩を放っておいてどこか行くわけにもいかないし、何して時間潰つぶす？」

　うるさくしたり先輩の家を離れたりできない以上、やれることは限られてくる。

「ちょうどいいわ。下の居間で今日出された宿題をやりましょう」

「えええ～～」

　皐月の提案に俺は思わず抗こう議ぎの声を上げるが、逆にジト目で睨にらまれ、

「烈火。あなた無断欠席が多いんだから、宿題とかちゃんとやらないと場合によっては進級できないわよ。中学校とは違ちがうんだから」

「うっ……！」

　痛いところを突つかれた。

　そうか……高校だと留年ってのがあるんだっけ……怖こわいところだな高校って。

「ていうか無断欠席なら皐月もどっこいどっこいじゃねーか？　なんだかんだ俺おれ絡がらみで、おっと……」

　つい『物語』やら何やらの話を引き合いに出しそうになったが、よく考えたらこの場には常盤先輩もいるんだった。危ない危ない。

「分かりましたよー。宿題すればいいんだろ」

「よろしい」

「それなら私も明日の予習しよっかな」

　クラスの違うつみきは宿題が出ていないらしい。それでも勉強するようだ。俺たちにつき合ってというのもあるだろうが、自主的に勉強するとか普通に尊敬できる。俺には無理だ。頭痛くなる。

「あっ、でも下の居間に行ったら、常盤先輩じゃ何かあった時に俺たちのこと呼べなくないか？」

　なにしろ相手に抱き着いて耳元で囁かないと聞こえないくらいの小声だ。さっきはシャワーを浴びに一階まで下りていたが、熱がある時にそう何度も階段を上り下りさせられない。

「そっか。どうしよう……」

　皐月もその点が抜けていたようで、困ったように頬に手を当てる。

「常盤先輩。もし寝るのに邪魔じゃなかったら、そこの座ざ卓たく使っていいですか？」

　この部屋で勉強すれば何かあった時もすぐに対応できる。

「……ぉ」

　たぶん今のは「いいよ」と言ったのだろう。ほとんど聞こえなかったが、そんな風に口が動いた気がする。

「じゃあ、ちょっと借りますね」

　座卓の上にもたくさんマンガとかが置かれていたので片づけて、俺たち三人はプリントやら教科書やらを広げ始めた。

　夏休みの宿題をやる時もこうして集まって勉強したけど、あの時は主に図書館とかを利用していたし、常盤先輩の家でやるというのは新しん鮮せんというか、なんか妙な感じだ。

　夏といえば軽文部で合宿にいきなり呼び出されたりとかもしたなぁ。野球とか楽しかったしカレーもおいしかったなぁ。

「烈火。いきなりうわの空にならないでよ」

「おっと、わりぃわりぃ」

　無意識に勉強から目を逸そらしていた。皐月に指し摘てきされ、慌てて宿題のプリントに戻る。今日のは数学だ。うわあ、見てるだけで目が回ってくる……。

「皐月。ここ……」

「ん……烈火、ここはこの前教えたでしょ」

「え？　そうだっけ……」

「もう」

　皐月は呆あきれつつも丁てい寧ねいに教科書の公式を示しながら解き方を教えてくれた。

「今度はちゃんと覚えてね」

「りょーかい」

　確約はできないがそう返事しておく。

　さて次の問題は……むむむ。

「皐月。これは……」

「あのねぇ……」

　眉まゆをハの字にしつつ、皐月はまた身を乗り出して机越しに勉強を教えてくれる。

　昔から宿題とかに関してはこの幼馴染に頼たよりっぱなしだな……ん？

「……」

　ジィィィ

　……何だ？　つみきがやけにこっち見てるけど。

　やっぱり宿題も出ていないのに予習とか復習とか、そんなの集中してやれるわけないのかな？

「どうした？　つみき」

「べ、別に～」

　話しかけてみるが、つみきは一いつ瞬しゆん目を逸らして素っ気ない返事をする。

「そっか。あ、皐月この図形問題の公式って何だっけ？」

「烈火もちょっとは自分で考えなさいよ。えっとそれは……」

「……むぅ」

　つみきは少しつまらなさそうに頬を膨ふくらませ、シャーペンの芯しんをカチカチと伸ばし始めた。暇ひま潰つぶしだろうか？　妙にイラ立っている気もするが。

「……こほっ」

　そんな俺おれたちの様子を、布団の隙すき間まから常盤先せん輩ぱいがぼんやりと眺ながめていた。




　　　　　▽




　途と中ちゆう、先輩の部屋のマンガを読み始めて皐月に怒おこられたりしつつ、何とか宿題のプリントを終わらせた頃には夜の六時前になっていた。

「さすがに私はそろそろ帰らないと……」

「私も」

　皐月とつみきはそう言って壁時計を見上げる。

「じゃあ、そろそろ帰るか。もうすぐ桃音会長に頼たのまれてた時間だし」

　桃音会長によればご両親の帰りはだいたい七時頃らしい。とはいえ俺たちも夕飯の時間とかがあるので、六時になったら切り上げていいと言われていた。

　彼女も六時半頃までには生徒会の仕事をひと段落させてこっちに来ると言っていたし、言われた通り俺たちはこの辺でお暇いとまさせてもらおう。

　俺はプリントや筆記用具を鞄かばんにしまって帰り支度をしながら、常盤先輩の寝ている布団の方へと目をやる。
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「……」

　どうやら静かに眠ねむっているようだ。

　呼吸も落ち着いているし、失礼して額に手を当ててみたが熱もだいぶ下がったっぽい。これなら俺たちが帰っても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「常盤先輩。じゃあ、俺たちはこれで失礼しますね」

　寝ているとは思ったが、いちおうあいさつだけして帰ろうか――と思って立ち上がろうとした時、ぐいっと袖そでの辺りを誰だれかに引っ張られた。

「あれ？」

「……」

　見れば、常盤先輩の手が布団から伸びて制服の袖を掴つかんでおり、離してくれない。

「烈火。どうしたの？」

「いや、先輩が寝ぼけて袖そで掴つかんじゃって……」

　振り返った皐月に、俺は困った声で助けを求める。

「はずせないの？」

　つみきも近づいてきてこちらを覗のぞき込こみ、常盤先輩の手と俺の服の袖を離そうとやさしく引っ張った。

「意外と力強いわね……寝ぼけてるんじゃ、これははずせないかしら」

「困ったわね。寝てるのを起こすわけにもいかないし」

　俺たちは顔を見合わせて軽く途と方ほうに暮れる。

「……仕方ない。皐月たちは帰っていいよ。俺は離してもらえるまで、もう少しここにいるから」

「そんなこと言って私たちが帰ったあとに常盤先輩に変なこと……」

「しないっての！　もうすぐ桃音会長だって来るし。そういう変なこととかしてたら会長にブッ殺されるって！」

「「……」」

　ふたりからは相変わらず疑ぎ惑わくの視線を向けられたが、桃音会長の名前と、あと家の門限の問題もあり、渋しぶ々しぶながら鞄を持って立ち上がった。

「じゃあ帰るけど、本当の本当に変なことしたら承知しないからね？」

「だからしないって」

「もし何かあったら私の新作料理百連発、胃が破は裂れつするまで試食してもらうわよ？」

「……」

　味云うん々ぬんじゃなく物理的に破裂しそうで怖い。

　そのあとも散々念ねん押おしされ、俺はややうんざりしながら帰っていくふたりを見送った。

「はあぁ～～、あんなに念押しされるなんて信用ないな～俺」

　もう釘くぎ刺さされすぎて体中穴だらけだ。

「なぜあのおふたりがあんなに釘を刺したのか、そこをもっと鋭するどく考察できないから烈火さんはダメダメなんですよね～」

「どういうことだよ？」

「これ以上はヒントになりすぎるので黙もく秘ひします」

「黙秘って何だよ黙秘って」

　変なこと言うならせめてもうちょっとヒントくらいくれてもいいのに。

　まぁアールが肝かん心じんなことを言わずにぼかすのはいつものことなので、俺はさほど気にせずに先輩のマンガでも借りて時間を潰そうと本棚を眺め始め……と。

「……っかクン」

「常盤先輩？」

　いつの間に目を覚ましたのか、常盤先輩は俺の肩にあごをのせるようにして上半身を起こしていた。

「いつ起きたんですか？　もし体調がいいようなら俺もそろそろ……」

　ハリッサも夕飯を作って待っているはずだし早く帰らないと……と言おうとして、

「今、誰と話してたの？」

　先輩のひと言にビシッと体が石化する。

「え、えぇ～と、何の話ですか？」

　とりあえずすっとぼけてみるが、後ろから両りよう腕うでを回されて首を絞しめられた。

「ウソ。聞こえてた」

「いや、あの、すみません」

　別に苦しくないんだけど背中に胸が……よく抱き着かれるから知ってるけど、パジャマだと制服より布地が薄うすいから破は壊かい力りよくが普ふ段だんの一・五倍増しだ！

　っていうかこれ、実は微妙にピンチじゃないか？　アールと話しているのを常盤先輩に聞かれるのは二度目だ。寝ねてると思って油断した俺が悪いのだが、今度もまた上う手まく誤ご魔ま化かせるだろうか……？

「そのー……実は俺ひとりの時って独り言を言うクセがありまして」

「でも、誰かと話してる風だった」

「あー……いやー……その、所いわ謂ゆる〝見えないお友達〟がいまして……」

　クッ！　何だこの羞しゆう恥ちプレイ……！　ありもしない黒歴史を捏ねつ造ぞうするのがこんなに恥ずかしいとは。

「烈火クンはやっぱり不思議な子だね」

　不思議ちゃんということだろうか？

「あ、ははは」

「？」

　常盤先輩に悪気はないんだろうけど、思わず乾かわいた笑いが漏もれる。

「こほっ……」

「大丈夫ですか？」

「ん……また汗かいたかも」

　そう言うと常盤先輩は部屋の暖だん房ぼうを切る。

「……まだ暑い」

「いや、離れてくれれば暑くなくなるんじゃないですかね？」

　そうしてくれると俺的にも助かる。背中の誘ゆう惑わくが離れるから。

「こうしないと声聞こえない」

　しかし願いむなしく常盤先輩は首を横に振り、また小さなせきをする。

「暑い……」

　常盤先輩は額の汗あせを拭った指先を布団でごしごしと擦こすった。

「ねぇ烈火クン」

「はい？」

「パジャマ脱いでもいいかな？」

「ダダダダメですよ！　そんなの！」

　もしそれが皐月たちにバレでもしたら命にかかわる、てか桃音会長に殺される！

「じゃあ汗拭ふいてくれる？」

　常盤先輩は俺の肩からあごを離し、こちらに背中を向けてパジャマの裾すそをぺろんとめくった。

「えっと……」

　パジャマの間から覗く白い肌はだに思わずドギマギしてしまう俺。

　まるで譲じよう歩ほしてもらったみたいな話の流れになったけど、これはこれで充じゆう分ぶんハードルが高いんですが……。

「ん……」

　けれど意外と押おしの強いところがある常盤先輩はタオルを俺に手て渡わたすと、もう完全に待ちの体勢になって動こうとしなくなった。

「じゃ、じゃあ、失礼します」

　観念して、俺はタオルをもう一度濡ぬらして絞り、パジャマの隙間から常盤先輩の背中へと潜り込ませる。

「……！」

　パジャマの中にこもった先輩の体温が手の甲こうを温め、背中のやわらかな弾だん力りよくが手の平越しに俺の脳のう髄ずいを刺激してきた。彼かの女じよの汗ばんだうなじが否いやが応おうでも視界に入ると、無意識の内に生なま唾つばを呑み込んでしまった。

　桃音会長のウソつきめ……！

　三倍どころのエロさじゃないじゃないか！

　普段から何かと隙すきの多い先輩だとは思っていたけれど、完全にふたりきりの部屋で健全な男子高校生に背中を拭かせるなんて油断しすぎだ。

　きゅっ　キューーー

　その時何か滑すべるような音がして、俺は常盤先輩が壁かべ掛かけサイズの小さなホワイトボードに黒ペンで文字を書いているのに気がついた。

　普段は小説のネタをまとめる時に使っているのか、だいぶ慣れた手つきでホワイトボードに文字を書き終え――彼女はそれを肩かた越ごしに俺に見せた。

『そういえば烈火クンって好きな娘こはいるの？』

「ブッ!?」

　い、いきなり何を……ていうか何でこのタイミングで!?

「おやおや、もしかしてこれを聞きたくて、寝ぼけたフリをして烈火さんを引き留めたんですかねぇ？」

　アールがおもしろがるようにそんなことを言う。

　それがただの彼女の推測なのか、それとも実は高性能な未来人には常盤先輩の狸たぬ寝きね入いりが見み抜ぬけていたのか、どちらなのか俺には分からない。

「えっと……」

　俺がしどろもどろになって言葉に詰まっていると、常盤先輩は最初の質問をペンのお尻しりについているスポンジで拭き消し、新たな文章を書き足した。

『今書いてる小説の参考にしたいから』

「……」

　小説の……参考？

　ああ！　そういえば常盤先輩が書いてるのってラブコメだったっけ。

　それに俺を主人公のモデルにしたいとか何とかとも言っていたような気がする。

　なーんだその参考に話が聞きたかったってだけなのか。いやまぁどっちにしろ困る質問ではあるのだけれど、答えるのがだいぶ楽になった。

「あんまり参考にならないと思いますけど……今はまだ誰かを好きって決まってません」

「……ぅ」

　今度はホワイトボードに書かず、常盤先輩は何か小声で呟つぶやきながらこっくりと縦に頷うなずいた。たぶん納なつ得とくしたということなのだろう。

　その時、階下から桃音会長の声がした。

　どうやら生徒会の仕事を終えて、俺と交代しにきてくれたようだ。

「よう、緑里。それに問題児」

　二階に上がってきた桃音会長は軽く手を上げてあいさつしてくると、途と端たんに怪け訝げんな表情をした。

「問題児。お前、何で緑里のパジャマに手を突っ込んでるんだ？」

「えっ？　わああ！」

　言われてみれば背中を拭いている途中だった。

「ちっ、違いますからね!?　ただ俺は常盤先輩に頼まれて背中を拭いていただけで！　決してやましい気持ちは……！」







[image: ]







　俺はズボッとパジャマの中から手を引ひっこ抜ぬいて、手に持ったタオルをアピールしながら桃音会長に誤解されないように経けい緯いを説明した。

「ふーん」

　桃音会長は興味なさそうに頷いて俺からタオルを奪うばうと、常盤先輩の方へと近づく。

「どうだ調子は……ふむ、思ってた以上に元気そうだな。何かいいことでもあったのか？」

　極小ボイスの常盤先輩と、筆談も抱だき着つきもなしでスムーズに意思疎通しながら、桃音会長はテキパキと乱れた布団を整え、新しいタオルを用意する。さすが幼おさな馴な染じみというか、見事な手て際ぎわだ。

　あとは彼女に任せておけば大丈夫だろう。

「それじゃあ俺はもう帰りますね。ハリッサも待ってますし」

「おう。今日は助かったぞ」

「これで貸し借りナシですよね？」

「あとふたつ残ってるだろ」

　ちっ、覚えてたか。

　まぁ残りはまたいずれキッチリと返すことになるだろう。桃音会長はその辺流しはしても忘れはしなさそうだから。

「それじゃ俺はこれで。常盤先輩も早くよくなってくださいね」

「……」

　常盤先輩は布ふ団とんから小さく出だした手を振って、「また部室でね」と口を動かした。

「お邪じや魔ましましたー」

　俺は小さくお辞じ儀ぎをして部屋のドアを閉める。

　その、ドアが閉まる直前――

「そっか。いないんだ」

　――と、誰かの独り言が聞こえた気がした。

　誰かって、そんなのここには俺と桃音会長と常盤先輩と、あとアールしかいないんだけども。

　ただ桃音会長の声ともアールの声とも違ったし、俺もそんな呟き漏らしてない……とすると。

「常盤先輩？」

　でも、この距きよ離りでしかもドアを挟はさんで、先輩の声が聞こえるはずないんだが……それに。

　何であんなに嬉うれしそうな声だったんだ？

「……？」

　最後にちょっとした疑ぎ問もん符ふを頭に浮うかべながら、俺は常盤先輩の家をあとにした。







未来人エルの路地裏生活日記　３







　まだまだ夏の陽気が続く中、その日は朝から大雨が降ふっていて珍めずらしく肌はだ寒さむい一日だった。

　そして、とある橋の下――

「ううぅ～～」

　――赤い振ふり袖そでを着た少女が地べたに膝ひざを抱かかえて座すわっていた。

　無論、未来人のエルである。

　彼女は足た袋びを履はいた指先をもじもじと動かし、寒そうに手先を何度も擦り合あわせていた。

　未来技術の粋すいを集めて作られた人工生命体キクルムである彼女には、意図的に自身の体温を上げることも可能だが、それにはわずかばかりエネルギーを消しよう耗もうしてしまう。未来との連れん絡らくが途と絶だえエネルギー補給ができない今、あまり無む闇やみに消費することはできない。

　寒い寒いとはいえまだ九月。今日くらいの気温でいちいち体温調節機能を使っていては本格的に冬になった時にエネルギーが枯こ渇かつしてしまう。

（冬……）

　この時代、日本の季節が冬と呼べるようになるのは十一月頃ころから。

　つまりあと二ヶ月ほど先ということになるのだが……。

「私、あとどれくらいこっちにいなきゃいけないんだろ……」

　元はといえば『機関』の協力者による偽命めい令れいでアールを釣り出し、その隙にエルが波なみ乱だれ烈れつ火かを暗殺する任務……任務期間は長くても一週間程度の予定だった。

　仮に任務に失敗した場合も、エルは即そく座ざに未来へと帰き還かんさせられる予定だったので、長期にわたってこの時代に取り残される事態は想定していなかった。

　未来との連絡すら取れなくなった今、エルがいつ元の時代に戻もどれるかは分からないのだ。

「あーもう！　それもこれも全部アールのせいだわ！」

　エルは忌いま々いましげに妹――人工生命体なので正確には血けつ縁えんがあるわけではないが立場的に――の名前を叫さけび、地じ団だん駄だを踏ふむように足をバタバタさせる。

　暴れたことで少し体が温まったが、やはり指先がかじかむ。それがまたイラ立ちを増加させ、ヒドい感情の悪あく循じゆん環かんを生んでいた。

　とはいえ延々と暴れていれば、多少はストレスも発散されて少しずつ頭も冷えてくる。そうなってくると、いつまでも無む駄だなことをしているわけにもいかないという気持ちも湧わいてきた。

「ふぅ……とりあえず、雨風をしのげるようにならないとね。雨は橋が屋根代わりになるとして」

　今日は雨こそ強いが風はたいして吹ふいていない。だがそれでも雨のせいで気温が下がっているので、ちょっとした風でも物もの凄すごい勢いで体温を奪っていく。逆に言えばこの風を防げさえすれば体温の低下を免まぬがれることができる。

　いちおう、構造式の単純な物質組成くらいなら可能だ。だがそれもまた大量のエネルギーを消費するので、あくまで最低限の使用に抑おさえなければならない。だいいちあまり派手なものを造りすぎると、この時代の行政府あるいは警察機構に咎とがめられてしまう危険性がある。

　なので、できるだけそういった輩やからを刺激しないような風よけ……というかこの時代での仮住居を造る必要があるだろう。幸い寝る時用に大量の段ボールは集めてきてある。これを壁かべにして、物質組成で隙間を埋うめれば何とかなるはずだ。

　しかし、そこら中から集めてきた段ボールなので、大きさや形はかなりまちまちである。上手く組み合わせなければ仮住居どころかただの張りぼてになってしまいそうだ。

「えーと、まずは……」

　橋を屋根にするとなると、段ボールの壁を橋の高さまで上げる必要がある。

　エルは手持ちの段ボールで作れる壁の総面積から、壁を造るのに必要な高さを考こう慮りよして仮住居の広さを計算してみた。

「うっ……」

　凄すごく狭せまい。

　小こ柄がらなエルでもおそらく足を伸ばして寝たらぎゅうぎゅう詰めになりそうだ。

　それ以前に寝る時に体の下に敷しいたりかけ布ぶ団とん代わりにしたり、段ボールの用よう途とはほかにもたくさんある。壁に全すべてを使い切るわけにはいかない。

　橋を屋根代わりにするのを諦あきらめ、全て段ボールで造るという案も考えたが、もし風が強くなって雨が橋の下まで吹き込んだらきっと雨あま漏もりしてしまう。何かブルーシートのようなものがあれば屋根代わりにできたのだが、生あい憎にくと手に入れることはできなかった。

「……仕方ないわ。ひとまず段ボールで全部造って、後日材料を集めて造り直すしかないわね」

　エルはため息をつき、組み立て作業を開始する。

「うきゃー」

　と思ったら、コケで足を滑らせて転んだ。

　……その後も何度かドジッて無駄な作業工程を増やす結果となったが、おおむね仮住居造りは順調に進んだ。

「よしっ」

　一時間ほどかけて仮住居は完成した。

　これで当面の雨風は凌しのげるだろう。

　暖の簾れんのような形で取りつけたドアをくぐって中に入り、段ボールを二重にして作った床ゆかの上に下げ駄たを脱ぬいで座る。

「はぁ、ようやく人ひと心ごこ地ちついたわね」

　思わず安あん堵どのため息が漏れた。

　こんな風にあれこれ苦労して何か造るなんてはじめてだ。

　アールの一世代前とはいえ、エルとてかなり高性能なのだ。エネルギー残量を気にしないで済むのなら、これの万倍立派な住処すみかを――当然ステルス機能つきで――数分もかけずに造れる。

「そう思うとこんな出来でもなんだか愛着湧くわね」

　永住はしたくないが、大切に住むことにしよう。

　――なんてことを思っていたら、突とつ然ぜん仮住居の出入り口から水が浸しん入にゆうしてきた。

「ほわっ!?」

　思わず足を引っ込める……が、急に床の段ボールがじんわりと湿しめってきたかと思うと、そこら中から水が浸しみ込こんできた。

「えっ、えぇええ～!?」

　何事かと思って出入り口の段ボールをはね上げると――水みず嵩かさの増した川が今にも段ボールハウスを押し流そうと、勢いよく波しぶきを立てている光景が目に入った。

　どうやら大雨で川が増水し、今まで水の届いていなかった橋の下まで川かわ幅はばが広がったようだ。

「ウ……ウソでしょ」

　ところがどっこい現実だった。

　エルはそのまま脱だつ力りよくしそうになる体を引きずり、ぱしゃぱしゃと水を蹴けりながら土手の斜しや面めんへと避ひ難なんした。

「どうしよう……」

　いちおうまだ橋の下にいるので雨には濡ぬれていないが、もしこれ以上川が増水するようならここにはいられなくなる。

　何度も言うようにエネルギー残量さえ気にしなければ、このくらいの風雨を凌ぐことぐらいエルにだってわけない話だ……しかし、それをやってしまえばいよいよ任務の達成は困難になる。

　それは嫌いやだ。

　だってエルにはもうこれしか残されていないのだ。造物主である博士を裏切り、『機関』を裏切った彼女には、波乱烈火暗殺の任務を成なし遂とげる以外の道は残されていない。

　それだけが唯ゆい一いつの――人工生命体である自分の存在意義を証明する手段なのだ。

「って、冷たッ！」

　どうやら増水だけではなく風まで出てきたようである。

　雨も降ふり止やみそうにないし、いずれ水嵩もエルのいる高さまで来るだろう。

　このままここにいてもジリ貧……水に追い詰められるのは目に見えているが、さりとて行くところもない。

　正直、泣きそうだった。

　と、その時。

「……そんなところで何やってるの？」

　とある少女の声が、半泣きだったエルの後頭部へと投げかけられた。







第四話　妖よう精せい×ＢＢＱ







　そして日曜日。雲ひとつない絶好のバーベキュー日和びより！

「「「「……」」」」

　なぜか俺ん家の玄げん関かんの前では無言の視殺戦が繰くり広ひろげられていた。

　玄関側。つまりは俺の家から出てきた側に陣じん取どるのは皐さ月つきとハリッサ――ついでに俺――であり、バーベキューをやる河原に出発するために皐月が俺たちを呼びにきて、ちょうど家から出てきたところだ。

　続いて反対側。つまり玄関から出てくる俺たちを待ち構えて陣取っていたのはイリスとロザリンド一行だった。その後ろにはメイド姿のスズラン、コロナ、ウラウラの三人も控ひかえている。

　要するに、今日の波なみ乱だれ家大おお友とも家合同バーベキューに飛び入り参加しにきたということなのだろうが……何でこんな緊きん迫ぱくした空気が流れているんだ？

「イリスさんにロザリンドさん……どうしてここにいるんですか？」と皐月。

「こーんな楽しそうなイベントに不参加なんて寂さびしいでしょ？　ねー？　ロザリンド」

「その『ねー？』って言うのやめい。だがまぁ、ワシを差し置いてレッカと肉の宴うたげを催もよおそうなど百年早い」

「ご主人様。肉の宴ではなくバーベキューです。なんだかそれだと卑ひ猥わいに聞こえます」

「ええい、うるさい。スズランは黙だまっておれ」

「うう～～、このバーベキューセット重いぞ」

「いいからしっかり持っていろ。コラッ、袋ふくろで包つつんであるからといって肉を地べたに置くな」

　どうもイリスとロザリンドは共同戦線を張っているようだが、後ろのメイドズは単にご主人様についてきただけのようだ。微び妙みように漂ただよっている空気が違ちがう。

「こうして自分たちの分の材料はちゃんと調達してきたんだから。別についていっても問題ないでしょ。バーベキューするのは河原だっていうし」

　イリスはそう言ってスズランたちの持つバーベキューセットを示す。この前イリスとロザリンドが「用事がある」と言って早めに帰ったのは、この準備をするためだったのか。

「問題ならありますよ！　こんな大人数お父さんの車に乗れるわけないでしょう！」

　完全にイリスのペースだが、それでも皐月はめいっぱい反論する。

　確かに皐月の家の車は詰めれば最大八人まで乗れるはずだが、この場にはすでに八人いて、さらに皐月の両親も含めると十人になる。その他バーベキューの道具や食材も載のせるとなると、さすがに全員は乗れないのだが……。

「それなら大丈夫よ。場所さえ教えてくれればアタシたちは宇宙船で行くから」

　と、イリスはあっさり解決案を提示し、結果皐月はぐぬぬと悔くやしそうな顔をした。

「おーい皐月。もうすぐ出発するが、その子たちはどうしたんだい？」

　隣となりの大友家の玄関から出てきた樹いつきおじさん――皐月のお父さんが、こちらの玄げん関かん先さきにたむろする少女集団を見て、少し目を丸くしながら尋たずねてきた。

「お父さん。えっと、この人たちは……」

「はじめましてー！　アタシ、イリスって言います。こっちはロザリンドにスズランにコロナにウラウラ。烈れつ火かと皐月とは友達なんです」

「おや、それはいつも娘がお世話に」

「いいえーこちらこそ。それで、実はアタシたちも偶然今日バーベキューをやる予定だったんですけど、烈火たちも今日バーベキューするって聞いて。せっかくだから交ぜていただきたいなーと思って、急なんですけどお願いしにきたんです！」

「そうなのかい？　うーん、そういうことなら一いつ緒しよに行きたいんだけど、ちょっとウチの車だと全員は入れないかな」

「大丈夫です！　目的地さえ教えていただければ、移動手段ならちゃんとありますので」

「しっかりとしたお嬢じようさんだ」

　これがお嬢様の社交術とでも言うべきなのか、またたく間にイリスは樹おじさんに取り入ってバーベキューに参加する口実を得てしまった。

「皐月。そういうことなら、今年はお友達とみんなで賑にぎやかにやろうか」

「……そ、そうね……！　そうしましょうか、お父さん」

　皐月は引ひき攣つった笑え顔がおを浮かべながら樹おじさんに返事をした。背中に回した握にぎり拳こぶしがギチギチと怖こわい音を立てているが……俺は見なかったことにしておいた。

「わあ！　ありがとうございまーす」

　イリスはお礼を言い、目的地の河原を教えてもらうと「向こうに運転手を待たせてる」と言ってロザリンドたちとともに、道路の曲がり角まで行ってしまった。皐月の両親に宇宙船を見られないためにウソをついたのだろうが、なにしろメイドさんが三人もつき従っているので「運転手を待たせてる」という言葉にやたら説得力があった。

「あー……ま、まぁいいじゃねーか。たくさんいた方が食べる時も楽しいだろ？」

「そうね……烈火はそうなんでしょうね……」

　なんか皐月がガックリ肩かたを落としているので慰なぐさめたつもりだったのだが、なぜかますます落ち込ませてしまった。ハリッサまで小さくため息ついてるし。

「おーい、こっちも行くぞー」

　樹おじさんが俺おれたちを手招きしながら車の後ろに荷物を詰め込んでいく。

「ういーす！　ほら、俺たちも早く行こうぜ。このままじゃイリスたちの方が先に着いちまう」

「はいはい。さ、ハリッサちゃん行きましょう」

　皐月は気持ちを切きり替かえるように肩を竦すくめると、通常営業に戻ってハリッサの手を引いて車の後部座席に彼女を乗せる。

「あれ？　そういえば早さ苗なえおばさんは？」

「お母さん？　ああ、たぶんあの子の準備に時間かかってるのよ」

「あの子？」

　皐月はひとりっ子のはずだが……あの子って誰のことだ？

　俺が首を傾かしげていると――ちょうどその時皐月の家の玄関が開いて、中から早苗おばさんと茶色がかったワイン色の長い髪かみを頭の左側で結ゆった少女が出てきた。

　それは俺――そしてアール――にとってとんでもなく意外な人物で……。

「エ……エル!?」

　狼ろう狽ばいのあまり声が思いっきり上うわ擦ずってしまった。

「エル……」

　あのアールですら目を真ん丸に見開いて驚おどろきを隠かくせない様子だった。

「……」

　一方でエルはといえば俺たちを見ると、ぷいっとそっぽを向いてしまってこちらと視線を合わせようとしなかった。

　いったい何がどうなってエルが皐月の家にいるんだ……？

　こうして毎年恒例のバーベキューは、出発前から二段構えのサプライズが用意された波乱の幕開けとともに開始された。




　　　　　▽




「橋の下に……？」

「うん……」

　車で移動中、俺は皐月からエルが大友家の厄やつ介かいになることになった大おお雑ざつ把ぱな経緯を聞いていた。

　なんでも今週の雨が強かった日に、皐月は橋の下で見覚えのある少女――エルをたまたま見つけたらしい。エルは最初皐月を見て逃げ出そうとしたらしいが、雨で足を滑らせて転んだ彼女を捕つかまえて根気よく説得し、家へと連れ帰ったそうだ。

　その後もいっこうに事情を話そうとしない彼女のことを、皐月は両親に頼たのんで居い候そうろうのような形で家に置いてもらっている……とのこと。

　それらの事情を皐月は当の本人を気き遣づかって小声で耳打ちするように話していたのだが……たぶん、キクルムであるエルには聞こえてしまっているだろう。彼女が未来科学の結けつ晶しようであることを知らないのなら、それも仕方のないことである。

　でまぁ、そのエルはといえばなのだが……。

「ジィィィ……」

　アールに間近から顔を見つめられ、冷ひや汗あせをだらだらと流していた。

　俺とエルにしか見えないことを有効活用（？）して、それはもう今からキスでもするのかというくらい、アールは相手に思いっきり顔を近づけていた。

　ぷいっ　サッ

　ぷいっ　サッ

　ぷいっ　サッ

　エルがそっぽを向こうがすぐに回り込み、またジィィィ。

　傍はたから見る分にはちょっとおもしろい光景である。

「ジィィィ……」

「……ッ」

　意地なのか、それでもエルはアールと目を合わせまいとするが、

「？　どうしたの？　エルちゃん」

「えっ、あっ、別に！　何でもないわ！」

　皐月に質問され、途端にエルはあたふたと誤魔化す。

　アールと違って俺以外の人にも見える彼女の場合、あんまり変な行動を取れないのだ。分ぶは完全にアールの方にある。

「……」

　それでもアールがエルに話しかけないのは、これ以上姉と慕したう彼女を周りから変に思われないようにとの気遣いだろうか？　アールは周りから見えないので、彼女と話すと独り言喋しやべってるみたいになるしな……その気遣いを普段から俺にもして欲しいんだが。

　まぁ未来人姉妹のことはとりあえず、今は放っておくとするか。

　エルにとっては標的である俺が間に入っても話がこじれるかもしれないし。

「そういえばハリッサはバーベキューってやったことあるのか？」

「えっと、お外でご飯ってことですよね？　はい。それだったらアブラアム向こうにいた頃はしょっちゅうでした。村のみんなと森でドンカーツとか捕まえて焼いて食べたり」

「ドンカーツって何？」

「五本足のイノシシみたいな獣けものです」

「……五本足って想像つかないな」

　いったいどういう体の構造になってるんだろうか？

　そんな感じで俺は皐月やハリッサたちと雑談しつつ、アールはエルに無言で絡みつつ、やがて車は目的地に到とう着ちやくした。

「烈火君。そっちの荷物持ってもらえるかい？」

「はい」

　俺は樹おじさんと一緒にバーベキューの荷物を持ち、駐ちゆう車しや場じようから川までの道程を歩く。目的の河原は少しばかり山に入ったところにあるので、車だけでは行けないのだ。

「ん……自転車？」

　山道から河原へと下りる階段の脇わきに複数の自転車が停とまっていた。

「サイズが小さいわね。子供が遊びにきてるのかしら？」

「かもなー」

　皐月とそんなことを話しながら階段を下りる。

　この歳としになるとかなり頻ひん度どが減るが、俺も子供の頃は丘おかの上にあった廃はい工こう場じよう――今はロザリンドの屋や敷しきの立っている場所――で皐月とよく遊んだものだ。ここは山の中と言ってもさほど深い場所でもないので、近所の子供たちが遊びにくるのだろう。

　案の定、階段を下りきると川で遊ぶ子供たちの姿が視界に入った。

「おーい、そっち行ったぞー！」

「網あみ貸して網！」

「追い込め追い込めー！」

「コケるんじゃないわよー」

「がんばれー」

　男の子が三人に女の子がふたり。内ふたりの男女はどうも兄妹きようだいっぽい。全員小学校低学年といったところか。男の子たちは魚でも捕まえようとしているらしく、水をばしゃばしゃ蹴りながら川の中を駆かけ回まわっている――使っている網は魚用ではなく虫取り網のようだが――女の子ふたりはそんな彼かれらを応おう援えんしていた。

「あっ！」

　ふと男の子のひとりがこちらに気づき、それに釣られるようにして彼ら彼女らの視線があとからやってきた俺たちに集まる……が、すぐに興味を失ったのか、また魚追いに戻っていった。

「烈火ー！　こっちこっちー！」

「おっ、イリス。やっぱり先着いてたか」

　声のした方を振ふり向むくと、イリスがこちらに向かって手を振っていた。たぶん、先に彼女たちが来ていたから、子供たちは「またか」と思ってすぐに興味を失ったのだろう。

　河原は石がたくさん転がっているので歩くのにちょっと苦労する。「わっわっ」とハリッサが足を滑らせそうにしていたので手を貸してやり、俺たちはイリスたちが先に準備を始めている場所まで近づいた。

「じゃあ、準備はお父さんとお母さんでやっておくから、皐月たちはその辺で川遊びでもしてきなさい」

「え？　私も手伝うわよ」

「大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、エルちゃんの遊び相手になってあげなさい」

　皐月のお母さんはパック入りのお肉を取り出しながら笑顔で娘と、彼女の横で少し手て持もち無ぶ沙さ汰たそうにしているエルに告げる。
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「あっ……そうね。分かったわ。エルちゃん」

「ぁ、うん」

　早苗おばさんの言葉に皐月は納得し、彼女はもじもじしているエルの手を引いて川の方へと歩き始め、俺とハリッサもそのあとをついていく。

「そこ濡れてるから気をつけて」

「うん」

　ふーむ……似てないという点さえ除けば、ふたりはまるっきり姉妹のようだ。皐月は元から面めん倒どう見みのいいところがあるし、醸し出す雰ふん囲い気きが姉っぽいのだろう。エルが前に見た赤い振袖ではなく皐月のお下がりを着ているのも、その印象に拍はく車しやをかけている。いちおう、エルも立場的には姉なのだが。

「……」

　で、こちらでぶすっと膨ふくれているのが本物の妹の方。

　こんな不ふ機き嫌げんそうなアールとかはじめて見たかもしれない。

「烈火ー！　遊ぶんならアタシも交ぜてよー」

「水遊びか……まぁ、波がないだけマシかのう」

　準備をスズランたちメイド組に任せたイリスとロザリンドも俺たちに合流し、結局六人（＋アール）で準備が終わるまで適当に時間を過ごすことになった。

　だいぶ陽も昇のぼってきて段々と暑くなり始めていたので、俺たちは靴くつを脱いで川の浅あさ瀬せに裸足はだしで入っていく。

「きゃっ、冷たいです」

「気持ちいーわよ！　それぇー！」

「わっ！　こっちに水を飛ばすなイリス！」

　イリスが川の流れを蹴けっ飛とばし、ロザリンドは手にしていた日ひ傘がさでそれをガードしながら文句を言う。ハリッサはスカートの端はしを濡らさないようにつまみながら、気持ちよさそうに川のせせらぎを聞いていた。

　俺も水の冷たさで涼りようを取りつつ、ふと後ろの皐月とエルの方へ目をやる。

「はい。靴と靴下は濡れないところに置いてね。ゆっくりでいいから、転ばないようにね」

「大丈夫よ、それくらい。子供扱いしないで」

　なんて、丸っきり子供っぽいセリフを言いながらエルは立ち上がり――いきなり川底の丸石を踏んでズルッと滑すべりそうになる。

「―――」

　その時思わずといった感じでアールが動きかけたが、それよりも先に近くにいた皐月がエルの体を抱くように支えた。

「もう、あんまり急に立ち上がっちゃダメよ」

「う、うん」

「はい。私の服掴つかんでていいから」

　見た目通りエルの体重は軽いらしく、力のない皐月でも簡単に支えられていた。

　ふたりのやり取りだけを見ればなんとも微ほほ笑えましい絵なのだが、

「ギリギリギリギリ」

　その光景に歯は軋ぎしりをする二歳児がひとり。

「わあっ！」

　エルもアールの様子に気づき、ビクンッと肩を竦ませる。

「？　どうしたの？」

「えっと、む、虫！　虫がいたの！」

「ええ!?」

　もちろん皐月にはアールの姿が見えないので疑問符を浮かべ、エルは視線を逸そらしながらテキトーなことを言って誤ご魔ま化かしていた。
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　う～ん、皐月にまったく悪気はないのに、こうして過ごしているだけでアールのモヤモヤがどんどんたまっていくなぁ……。

　俺は頭をかき、どうしたものかと心中でやや途と方ほうに暮れる。

「烈火～。どうしたの？　考え事？」

「あ～～、いや……そういえばイリスたちはバーベキューの肉、何持ってきたんだ？　こっちは手羽先とか牛肉とかだけど」

「モロモロプーピルの一角肉とかスリルスレイモンのヒレ肉とか」

「……宇宙肉か」

　地球上の生物の名前を全部覚えているわけじゃないが、ビックリするほど聞いたことのない動物名だった。動物名だよな？

「つーか角の肉って食えるの？」

「モロモロプーピルは角の内側にほんの少しだけ肉があるの。レア物よ」

「その分だとスリなんちゃらモンって奴やつの肉も凄そうだな」

「ふふっ、楽しみにしててね」

　イリスはイタズラっぽい笑えみを浮かべる。

　どんな肉なのだろうか……味も気になるが、樹おじさんと早苗おばさんが見て驚くような見た目をしてないといいなぁとも思う。

「ていうか、準備をスズランたちに押おしつけてよかったのか？」

「押しつけたとは人聞きの悪い。メイドとはそういう仕事じゃ。ワシが言わずともスズランとコロナなら自分からやっておったわ。まぁ、ウラウラの奴はサボろうとしたじゃろうがな」

「そういうもんか」

　まぁ仕事と言われればそうなのかも、という気もする。

　そこでふと俺はロザリンドの持つ日傘に目をやった。

「そういや珍しいな。ロザリンドが日傘差してるなんて。太陽は大丈夫なんじゃなかったっけ？」

「別に灰になる心配などしておらぬ。人間だって日差しが強ければ日傘ぐらい差すじゃろうが。まっ、あとはオシャレみたいなものじゃな」

　確かに今日も今日とて夏みたいな陽気だ。日傘を差したくなる気持ちも分かる。

　ちなみに彼かの女じよの日傘には花はな柄がらの刺し繍しゆうがしてあって、かなり上品なデザインだった。服装もそれに合わせたのか、フリルのついた上着にキュロットでフリフリがまるで花びらのようだ。

「ん？　何じゃレッカ、そんなにジッとワシのことを見て。可か憐れんな姿に見み惚とれたか？」

「あっ、悪いジロジロ見ちまって」

「気にするな。というか、普ふ段だんからもっとワシのことを気にしろ。レッカならいくら見ても構わん」

「そ、そうか？」

「あとはなるべくコメントが欲しいところじゃな。ほれ、何かないのか？」

　ロザリンドは期待するような眼まな差ざしで俺に催促する。

「えっ、あ……うん。なんかロザリンドが花になったみたいで凄くかわ……」

　いい――と言おうとした瞬しゆん間かん、ロザリンドの背後から彼女のキュロットの裾すそに向かって誰だれかが手を伸のばした。

　日傘が邪じや魔まで俺も接近に気づかなかったそいつ……さっきまで向こうで遊んでいたはずの男の子は、キュロットの両りよう端たんを掴むとそれをバッと上へ……。

「うりゃああ！」

「ひんっ!?」

「ぁぁぁ……って、あれ？　これスカートじゃねーの？　これ以上めくれないや」

　キュロットは一見スカートみたいに見えるが、半ズボンみたいに股また下したの布が縫ほう合ごうされているのでめくれることはない。

　ていうかロザリンドが着てたのがキュロットでよかった……もし仮にスカートめくりが成功していたら、彼女の正面に立っていた俺はバッチリ見てしまっただろう。

「なっ……何をするかこの悪わる餓が鬼きがアアアアア！」

「ヤベッ！　逃げろー！」

「アハハハー！」

「森の方に行こうぜー！」

　日傘を放ほうり出だしてロザリンドが怒ど声せいを上げると、スカートめくりに失敗した悪ガキは仲間たちとダッシュで逃げ去っていく。

「どうどう！　落ち着けってロザリンド！」

「離せぇレッカァ！」

「大丈夫だって！　見えなかったから！」

「うるさい！　そういう問題ではないのじゃ！　思いっきり食い込んで痛かったんじゃぞ！　あのクソ餓鬼どもに吸きゆう血けつ鬼きの恐おそろしさを骨の髄まで叩き込んでくれるわ！」

　許せない気持ちは分かるが、子供相手にそれは洒落にならない。

「イリス！　ちょっとロザリンド押さえるの手伝ってくれ！」

「アハハハハ！　ロザリンドってば災難ねぇ」

　イリスはお腹なかを抱かかえてヒィヒィ言いながら、暴れ出そうとするロザリンドを一緒に止めてくれた。

　しかしまぁ……こういうイベントがあると必ずと言っていいほど「惜おしかったですねぇ」とか言ってくるアールが、今日は俺のことをからかってこなかったなぁ。

「……」

　やっぱりエルが気になって気になってしょうがないらしい。

　うーん、何とかふたりで――アールは俺から離れられないのでどうしても三人でになってしまうが――話し合いをさせてやりたいんだが、今日中にそういう機会を作ってやれるだろうか？

　そのことに悩なやみつつ、とりあえずロザリンドをなだめるのを優先する。

「まぁまぁ、落ち着けって。ほら、あいつらだってロザリンドが凄くかわいいからちょっかいかけてきたんだと思うぞ？」

「うっ……レ、レッカもかわいいと思うかのう？」

「かわいいかわいい凄くかわいいって。だから、な？　あんまり怒るなって。ぶすっとしてるとせっかくかわいいのが台無しだぞ？」

「う、む……そうか。仕方ないのう」

　ロザリンドは若じやつ干かん頬ほおを赤らめながら妙みように弱々しい声で答える。

　日傘を放り出したせいで体温が上がったのかもしれない。俺は彼女が放り出した日傘を拾って渡してやる。

「むむむ、ねぇー烈火！　アタシは？　アタシはどう？　かわいい？」

「ウチも！　ウチもどうですか？　レッカ様！」

「え？　えぇ？」

　こちらのやり取りを横で見ていたイリスとハリッサも、はいはいはーいと先を競うようになぜか挙手して俺に質問してくる。

　ひとりをなだめ終えたと思ったら、なだめる相手が今度はふたりに増えた。どういうことなの？

「ああ、うん。イリスとハリッサもかわいいぞ」

「どこが？　どこがかわいい？」とイリス。

「ウチ、今日はいつもと違うところがあるんですけど気づいてくださいましたか？」

　興奮気味の彼女たちの質問に俺が必死になって答えていると、そこへバーベキューの準備をしていた樹おじさんがやってきた。

「おーい烈火君。ちょっといいかな？」

「あっ、はい。何ですか？」

「うん。どうもあちらのメイ……烈火君の友達がね、持ってきた炭の量が足りないみたいなんだ」

　樹おじさんはなぜか途と中ちゆうで言い直し――メイドって言うのが恥ずかしかったのかな？――事情を俺に説明する。

「まぁ彼女たちはバーベキューをやるのもはじめてみたいだし仕方ないだろう。ただウチも余分な炭がなくて分けてあげられないんだ。だからちょっと悪いんだけど、森に入って燃料になる薪まきとかを集めてきてくれないかい？」

「分かりました」

「薪と炭を合わせて火力を調節するから、そこまでたくさん集めてこなくても大丈夫だからね」

　樹おじさんは用件を告げると、再びバーベキューの準備に戻もどっていく。

「んじゃ、そういうことだから俺は薪集めてくるわ」

「あっ、私も行くわ」

「烈火が行くならアタシもー」

「ウチもお手伝いします」

「まぁ、ワシもついていくかのう」

　俺が立ち上がるとみんなも手伝いを申し出てくれた。ありがたいことだ。

　ただし、エルだけは、

「……私はここで待ってるわ」

　と言って、掴んでいた皐月の服の裾を離すと、ひとり先に川から上がってしまった。

　森の中ならアールとエルを話させる機会も作れるかと思ったのだが……まぁ、しゃーないか。

「それじゃま、行こうか」

　俺も川から上がり、森に入っていくため脱いでいた靴下と靴を履き直した。
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「さてと、じゃあ軽く手分けして集めるか」

「えぇーアタシは烈火と一緒がいい」

「手分けした方が効率いいだろ？　みんな待たせてるし、早く戻って肉食おうぜ」

「むぅ～～」

　ちょっぴり頬ほおを膨らませるイリスを説得したあと、俺たちは各自ひと抱え分くらいの薪を集めてこようと約束し、森のあちこちに散開した。

　俺もひとりで――アールはいつも通り一緒だが――折れた小枝などを集めつつ森の中を歩き回る。

「アール」

　みんなと離はなれてしばらくしてから、俺は後ろをふよふよ浮ういてついてくるアールに話しかけた。

「何ですか？　烈火さん」

「エルのこと、どうするんだ？」

「そうですねぇ」

　ある程度どんな話題を振られるか予想していたらしく、アールは落ち着いた様子で軽く目を閉じた。

「いずれまた接触はあるだろうと思っていましたが、このような形になるとは少々予想外でした。ほんの数日間とはいえ、まさか隣の家に住んでいたとは」

「それは俺も驚いた……で、どうする？　俺がエルとふたりで話したいことがあるって頼めば、アールと話す場くらいは作れると思うけど……」

「エルが了承してくれるかが問題ですねぇ。あとは烈火さんがそれを言った時の皐月さん辺りの反応とか」

「うっ……」

　確かに俺とアール、そしてエルの関係性を皐月たちは知らない。その状態でエルとふたりきりで話したいと言ったら変に思われるだろうし……最悪ロリコンとか不名誉な疑ぎ惑わくをかけられる可能性も。

　どうしたものかと頭を悩ませつつ、足元に薪に使えそうな木の枝を見つけたので屈み込む――その頭上を何かが通り過ぎた。

「うぇ!?」

　慌あわてて確かく認にんすると、木の幹にクナイがグサッと突つき刺ささっていた……しかも、なんか見覚えのあるデザイン……エルが使っていた超ちよう電でん磁じ電でん槍そうとかいう奴だ。

　ということは。

「チッ！　悪運の強い奴！」

　忌々しそうな舌打ちをしつつ、眉まゆを吊り上げたエルが木の陰かげから出てくる。

　どうやら待っているというのはウソだったようで、俺が皐月たちから離れるチャンスを窺うかがっていたようだ。

「……ていうか、アール。今の結構危なかったんじゃないのか？」

「直撃コースでしたらキチンと防ぼう御ぎよしてましたよ」

　しれっと言いながらアールはエルの方へと向き直る。

　図らずもこうしてふたりが周りの目を気にせず話し合える場ができたわけだが、ここからアールがどうするつもりなのか分からない。

「元気そうですね、エル。あなたもキクルムですから心配はしていませんでしたが」

「……フンッ！　元々アンタに心配される謂れはないわ！」

　エルはイラ立たしそうに地面の土を蹴っ飛ばす。

　その言葉にアールはほんの少し眉まゆ尻じりを下げる。俺にはそれが悲しそうに見えた。

「その様子では烈火さんの暗殺をまだ諦あきらめていないようですね」

「当たり前よ。誰が諦めるもんですかっ」

「考えを改める気はないということですか……」

　アールは帽ぼう子しの位置を直しながら小さくため息をつく。

「もし『機関』を裏切ってしまった件を気にしているのでしたら心配いりません。博士は怒おこってなどいませんし、あなたを唆した相手の情報さえ喋ってくだされば、さすがにお咎めなしとはいきませんが元通りの生活も……」

「うるさいうるさい！　元の生活なんて望んでないのよ！　私の望みはただひとつ！　私がいらないものなんかじゃないって証明することなの！」

　エルは地じ団だん駄だを踏み、俺とアールを睨みつけてくる。

　うーん、アールは冷静に対話しようとしているのだが、向こうに聞く気が全然ないようだ。このままだと前回の二の舞になってしまう……。

「なぁ、ちょっといいか？」

　険悪な空気を和ませようと声をかけてみるが、

「黙れ諸悪の根源！」

　……結構グサッとくるひと言で切り捨てられてしまい、余計に空気が悪くなった。

　取りつく島もないとはまさにこのことだ。

「ううぅ～～！」

　エルは今にも飛びかかってきそうな殺気を放っているが、自分と俺の間にいるアールの防御を突破する妙案が思いつかないようで、悔しそうに唸うなり声ごえを上げている。

「むぅ……」

『物語の解決』のために『ヒロイン』と敵対せざるを得なかった場面なら、過去に何度か経験がある。しかし、こうも純粋に俺の命だけが狙ねらわれているという状じよう況きように置かれると、どうしたらいいのかたちまち分からなくなってしまう。

　俺には『波乱の血』の特性上、『物語』ならば解決できる可能性が〝ある〟のだが、今のような状況の場合それがあるのかどうかすら分からないのだ。

　そうして、俺たちとエルの間で膠着状態が続いていると……そこへ薪を両手で抱えた皐月が現れる。

「「!?」」

　思わぬ彼女の登場に俺とエルは同時にビクッとなった。エルは慌ててクナイを隠そうとして、誤って茂しげみの中に落としてしまう。

「あれ？　烈火に……エルちゃん？　何してるの？」

　皐月は俺たちの間に流れる緊きん迫ぱくした空気を感じ取ったのか、不安そうな顔で尋ねてきた。

「いやー別に何でもないって。え、えーと……そ、そう！　こっそりついてきたエルがちょこっとイタズラしてきただけで」

「え？　エルちゃん、そうなの？　……なんだか怖い顔してたけど」

「あ、あーうー、ええっと……」

　エルは勝手に彼女がイタズラしたとウソをついた俺のことをキッと睨にらんできた。いや、険悪な感じの空気を誤魔化そうとした結果であって、別に他意はなかったんだ！　と、心の中で言い訳しておく。

「……そ、その、だって！　このお兄ちゃん、いろんな女の人にちょっかいばっかり出してて女たらしっぽいんだもん！　だから、皐月お姉ちゃんのために懲らしめようと思ってつい！」

　グッ、お、女たらしって……俺のウソに合わせてこの場を誤魔化してくれたんだろうけど、強烈な反はん撃げきを受けた気分だ。エルは俺への敵意満載だから言葉に容赦がないなぁ……。

　俺がヘコむ一方で。

「私のためって……！　エ、エルちゃん何言ってるの!?」

　エルのセリフを聞いた皐月はなぜかアワアワと妙に慌てていた。

「えっ、だって」

「いい！　やっぱり言わなくていいから！」

「……？」

　よく分からないが、皐月の慌てっぷりは凄かった。俺とエルの間に流れていた妙な空気に対する疑問など頭から吹き飛んでしまったようだ。

「エル。未来人である我々が過去人と会話する時は不用意な発言をしてはいけない、という講義を貴女も受けたはずでしょう」

「う、うるさいわね……」

　アールまで注意を促すみたいにエルに小言を言っていた。エルも不機嫌そうになりながら、皐月に聞こえないように返事をしている。

　まぁ、そんなわけでなんやかんやありつつ、皐月が現れたことでアールとエルの話し合いはいったん幕を閉じることとなった。

　その後、俺たちはエルとも一いつ緒しよになって持てるだけの薪を集め、別行動していたイリスたちと合流する。

「さすがに六人がかりだと結構集まったな。これなら足りるだろ」

「そうね。それじゃあそろそろ戻りましょうか」

　皐月たちも頷うなずき、樹おじさんやスズランたちのいる河原に戻ろうかと歩き始めるが――その途中で、不意にハリッサが足をピタリと止めてあさっての方向を振り返った。

「？　ハリッサ、どうした？」

「いえ……あっちの方から不思議な気配がして」

「不思議な？」

「はい……でも、なんだか弱っているような？　こっちです」

　ハリッサはそう言うと森の奥おくを指差す。

　俺も彼女の「弱っている」という言葉が気になり、ついていくことにした。

「皐月たちは先に戻ってていいぞ」

「えー！　アタシも行きたい！」とイリス。

「でも薪も届けないとだしなぁ……」

「なら、じゃんけんで決めましょ」

「いいじゃろう」

　皐月の提案にみんなが乗った結果……イリスが薪を持ち帰る係となった。

「えぇええ～」

「すまんイリス。ひとりで持てるか？」

「これくらい大丈夫だけど……うぅ～悔しい～」

　貧乏くじを引いたのがよっぽど悔しいらしく、スカートの下からパタパタという音が聞こえる。たぶん普段は隠している尻しつ尾ぽが出てしまって、感情に合わせて揺ゆれているのだろう。

「エルちゃんもイリスさんと一緒に先戻ってていいのよ？」

「私も行く！」

　ん？　エルもついてくるつもりなのか。

　子供っぽく振る舞っていても、彼女は様々な事情に通じている未来人だ。何か考えがあってついてくるのかもしれない。

　とはいえ、この場でそのことを尋たずねている暇ひまもないので、俺おれたちはハリッサの道案内で森の奥へと急いだ。

　そして、しばらく歩いていき――俺たちは彼女を見つけた。

「……え？　もしかして……妖よう精せい、か？」

　お人形さんのようなサイズの体に、これまたお人形さんのようにかわいらしい容姿。それに加えて背中から生えた四枚の透き通った翅はねは、まんま絵本などで見たことのあるような妖精の姿だった。

　ハリッサの言っていた不思議な気配の意外な正体を見て俺は驚おどろく。

　それこそ実はお人形なのではと一いつ瞬しゆん疑いたくなるが、胸が上下しているところから見て生きているのは間違いない。ということは、やはり妖精なのだろう。

「精霊界でもないのに何で妖精がいるんだ？」

「人間の世界にだって妖精はいるわよ。現代ではかなり数が減ってきているけど……ケガしてるわね」

　皐月はそう言いつつ、ハリッサと一緒に妖精のケガの具合を診る。

「どうだ？」

「ウチかサツキさんの治ち癒ゆ魔ま法ほうでなら簡単に治せると思いますけど……」

　ハリッサはチラリとエルの方を見やる。

　彼女はエルのことをただの女の子だと思っているのだから、目の前で魔ま術じゆつやら魔法やらを使うのを躊ちゆう躇ちよしているのだろう。

「……わっ、わー、妖精さんだー」

　俺たちのチラッチラッとした視線に気づいたエルは急に棒読みチックな声を上げ、気を失っている妖精の方へと近寄る。

「す、すごーい。妖精さんって本当にいるんだー。あっ、でもケガしてるね。お姉ちゃん、治せるの？」

「え？　あ、はい」

　エルに無邪気っぽい質問を向けられ、ハリッサは反射的に頷いてしまう。

「……」

「まぁ、大丈夫だろ。エルは子供だから、変な騒さわぎにはならないって」

　ハリッサが視線で問いかけてくるので俺は頷いて、彼女と皐月に妖精を治すのを促す。

「では……キュアークヨルナ」

「癒やしの風よ――」

　ふたりが呪文を詠唱し、ハリッサが手に持つ杖つえの先せん端たんが光り、皐月の周りに暖かい風がやさしく吹き始める。

「わあー、ふたりともすごーい……っ」

「いてっ」

　棒読みで子供っぽい演技を続けながら、エルはみんなには見えないように俺の向こう脛を蹴ってきた。子供と言ったのが気に障ったのか？

　まぁそれはいいとして、皐月とハリッサのおかげでケガも治った妖精はしばらくすると目を覚ました。

「……ヒゥ！　に、人間!?」

「あっ！　ちょっ大丈夫だから！　怖くないから泣かないでくれ！」

「ひゃぅぅぅ！　食べないでくださーい！」

「食べない食べない」

　こちらの姿を見るなりガタガタ震え出した妖精に、俺はケガをしていた彼女を見つけた経けい緯いをかいつまんで説明する。

「あなたたちが私のケガを……？」

　やや声こわ音ねに疑う気持ちが混じっていたが、妖精は自分の体にケガがないことを確かめ、俺たちの言葉が本当だと信じてくれたようだ。

「ありがとうございました。私の名前はポピーです」

「いえ、気にしないでください」

「たいしたことじゃないから」

　お礼を言うポピーにハリッサと皐月は笑え顔がおで答える。

「ところで、どうしてケガしてたんだ？」

　ポピーのサイズを考えれば鳥とかに襲おそわれたって可能性も考えられるが、もし何か原因があるなら力になってやりたい。

「……実は」

　しばらく躊躇ったあと、ポピーはケガをしてしまった事情を話し始めた。

　彼女の住むこの森はたいして人の手も入っておらず、妖精たちは静かに穏おだやかに暮らしていたそうだ。

　しかし、最近になって山の近くに住む子供たちが森に入るようになり、度たび々たび見つかってはおもしろ半分に追いかけてくるようになってしまったらしい。

　ポピーも子供たちに見つかってしまい、頑がん張ばって逃げ切ることはできたのだが、その時の不注意で木にぶつかってケガをしてしまったそうだ。

「森の中に子供？」

「たぶん、さっきの子供たちよね」

「あの悪餓鬼どもか」

　さっき逃にげる時も「森の方に行こうぜー！」と言っていたし、おそらく間違いないだろう。日常的にこの辺りで遊んでいなければ、自転車に乗って逃げたはずだ。だってその方が速いし遠くへ逃げられる。

　さて、子供のイタズラ……というか、単純な好こう奇き心しんに近いか。とはいえ、ポピーからすれば捕つかまるわけにもいかないし、悪意がないにしろケガまでさせられている。それにもし捕まって子供が親に見せたりしたら大騒ぎになってしまうだろう。何とかしなければならない。

「……よし。みんな耳を貸してくれ」

　俺は頭の中で考えをまとめ、即興の作戦をみんなに話した。
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「おーい、アイツ見つかったかー？」

「こっちいなーい」

「今日こそは捕まえてやろうぜ！」

「本当に捕まるのかなー？」

「……」

　俺たちが所定の位置について隠れていると、しばらくしてさっき川で遊んでいた五人組がそんな会話をしながらやってきた。

「捕まえられるかられないかじゃなくて、捕まえるんだよ！」

「お前はいつもそれだよな……」

　五人のリーダーらしきツンツン髪の男の子は腕うでを振り上げ、質問したややジト目の男の子――兄妹きようだいの兄の方――はため息をついてやれやれと首を振った。

「兄ちゃん。妖精さん、捕まえられないの？」

　兄に手を引いてもらって歩いている妹――こちらもジト目気味――は、つないでいる手をくいくいっと引っ張って尋ねた。

「うーん、そうだなぁ……。なー、やっぱり虫取り網とか取りに戻った方がいいんじゃないか？」

「何言ってんのよ！　網なんか使って翅が折れちゃったらどうするの？　かわいそうじゃない」

　ジト目兄の言葉に、ちょっとませてそうな茶髪の女の子が反論する。

「そうだぞ！　それに俺たちだけドーグ使うなんて卑怯だろ！　こういう勝負はフェアにやんねーとな」

　どうやらツンツン髪君の中でポピーとの追いかけっこは勝負ということになっているようだ。

「はぁ……」

「はっはっは！　諦めなよ、いつものことだろ」

　ため息をつくジト目兄をぽっちゃり君が笑いながら慰める。彼かれは虫かごを肩かたにかけていた。ポピーを捕まえた時に入れるためのものなのかもしれないが、すでに蝶々などの虫が入っている。あんまり物事を気にしない性格なのか？

　何となく五人組の性格が分かってきた気がするが、ポピーの翅を折らないように虫取り網を使わないところなどを見ると、基本的には悪い子たちではなさそうだ。ジト目兄は妹のために提案したっぽいし。

　ただ悪意はないにしろ、彼らの行動がポピーにケガをさせてしまったことは事実だし、そのせいで彼女を含むこの森の妖精たちが心休まる時がないのもまた事実……ちょっとかわいそうだが、予定通り作戦を開始させてもらおう。

「皐月」

『分かったわ』

　口元を手で覆おおいながら、俺はケータイで向こうの皐月に合図を送る。

　少しして、不意にビュウッと風が吹いたかと思うと森の木々が段々ざわめき出す。皐月の風魔法で起こした風だ。

「ん？」

　急にざわつき始めた森に、ツンツン髪君が足を止めた。

　リーダーが止まったことで他の子供たちも異変に気づき、ジト目妹などは不気味そうに兄にしがみついた。

「何だぁ？」

「……へんっ！　ただの風だろ？　山の天気は変わりやすいんだってとーちゃんが言ってたぜ。構わず進もう！」

　度胸が据すわっているのか単に無鉄砲なのか、ツンツン髪君はぽっちゃり君の疑ぎ問もん符ふを無視して進もうとする。

　その時。

「キャアアア！」

　突とつ然ぜん、茶髪の子が甲かん高だかい悲鳴を上げる。

「どうした!?」

　ツンツン髪君が慌てて振り返った。

「手！　今ッ、私の手を誰かが握った！」

「ぼ、僕じゃないよ」

「僕でもないよ！」

　茶髪の子は半泣きになりながら自分の手をアピールするが、彼女の後ろにいた男の子ふたりは揃そろって否定する。ジト目妹も両手で兄にしがみつきながら、首をぶるぶると横に振った。

「ナイスハリッサ」

　ちなみに今のは透明化の魔術で見えなくなったハリッサが、こっそりと女の子に近づいて手を握ったというわけだ。

　とまぁ、俺が考えた作戦というのは、子供たちを怖こわがらせて森に近づかなくなるようにするという、結構ありきたりな内容だった。単純だが、まだ小学生くらいの子供たちには効果抜群だろう。

「「「「「キィキィキィキィ」」」」」

「うわっ！　わっ！　コウモリだー！」

　続けて無数のコウモリと化したロザリンドが、真っ黒な雲のようになって子供たちに襲いかかった。襲いかかったといってももちろんケガはさせない。

「キャアアアア！」

「兄ちゃーん！」

　普段から山の中で遊んでいるといっても、こんな風に大量のコウモリに襲いかかられる経験なんてなかっただろう――というかこの山にコウモリが住んでいないことは事前にポピーから聞いていた――女の子たちは完全に泣き始めており、男の子たちもだいぶ及び腰になっている。

「クソッ……！　おい走れ！　逃げればその内諦めるさ！」

　ただツンツン髪君はさすがリーダーというか、まだ闘志を絶やしてはいないようだった。怯える仲間を叱咤し、この状況を切り抜けようとする。

　ここで逃げ帰ってくれれば楽だったのだが……これは少しリスクを冒す必要があるようだ。

「ポピー」

「はい……行きます」

　俺に名前を呼ばれ、ポピーは緊きん張ちようした声で返事をした。

　そして、彼女は子供たちの前に姿を現す。

　オバケの格好をして。

「ひっ……！」

　一番気弱そうなジト目妹が最初にそれに気づき、ノドの奥から恐怖の声を漏もらす。

　続けてジト目兄、ぽっちゃり君、茶髪の子、最後にツンツン髪君がオバケの格好をしたポピーを見て、皆一様にビクッと肩を震わせた。

　ちなみにポピーの変装は、ハリッサが「いつもと違う」オシャレに使っていた白いスカーフを頭からかぶり、典型的な「オバケの格好」をしたものだ。

　少々子供騙しがすぎるかもしれないが、事前のコウモリが効いている。それに大事なのはここからだ……

「デ～テ～イ～ケ～」

　ポピーは妖精特有の高い声を必死に抑おさえ、オドロオドロしいオバケっぽい声で子供たちに告げる。それだけだと多少雰ふん囲い気きが足りないが、そこは皐月が魔法を操ってセリフに合わせて森のざわめきを大きくすることで恐怖を演出した。

「なっ、何だよお前!?」

「オマエラハ……森ノ精霊ヲオコラセタ……」

「せ、せいれい……？」

　むっ、子供には精霊って何なのか分からなかったか？　妖精が分かるなら大丈夫かと思ったんだが、それっぽいセリフのチョイスを少し誤った。

「精霊ハ……森ノ王サマダ」

　しかし、ポピーが上う手まくカバーする。王様なら子供にも分かりやすいだろう。

「王ハ、森ノ秘密ヲ追ウモノヲユルサナイ」

「秘密って……もしかして妖精のこと？」

　ビクビクと震えながら茶髪の子が質問する。

　ポピーは白い布を縦に揺らすことでその質問に答えた。

「私たち、どうなるの？」

　次はジト目妹が不安そうに尋ねてきた。

　その瞬しゆん間かん、風はさらに強くなって森のざわめきは最大になり、コウモリたちは甲高く鳴き声を上げて、透明になったハリッサが次々と子供たちに触って驚かす。

　子供たちから見たらわけの分からない状況に、恐怖は最高潮に達した。

「ニドト森ニハイルナ……モシ約束ヲ破レバ……」

「……破ったら？」

　いったん間を置き、

「森ノコウモリタチガ貴様ラノ血ヲ吸イ尽クスゾォォオ!!」

「「「「「ギャアアアアアア！」」」」」

　ポピーの上げた大声にコウモリの鳴き声が重なって、子供たちは全員泣きながら来た道を引き返していった。

「……」

　その様子を茂みの陰から見送った俺たちは、彼らが戻ってこないのを確認して全員魔法や変身を解いて集合した。

「やっぱり血を吸うぞってのは子供には効くな～。吸きゆう血けつ鬼きとか、俺も子供の頃ころ怖かったし」

「なんじゃ、それならコウモリになどならず、ワシが直接出て行けばよかったではないか」

「いや……ロザリンドだと逆に怖くなくなるというか」

　少なくともパッと見はただの女の子だしな。吸血鬼固有の能力の数々を見せれば別だろうが、子供たちを傷つけるわけにはいかなかったので、あくまで見た目で怖がらせる方法を取ったのだ。







[image: ]







「烈火サン……」

「ポピー。まだ低い声になってるぞ。あとスカーフ」

「えっ、ああっ！」

　ポピーは恥ずかしそうな声を上げ、いそいそと頭からかぶっていたスカーフを取った。

「ハリッサさん。ありがとうございました」

「いえ、役に立ってよかったです」

　スカーフを返してもらいながらハリッサはにっこりと微ほほ笑えむ。

　それからポピーは改めて俺おれの方に向き直り、ぺこりと頭を下げた。

「烈火さんもありがとうございました。これでまた静かに暮らせそうです」

「いや、俺も役に立ててよかったよ」

「本当にお世話になりました」

　ポピーはもう一度俺たちに頭を下げる。

「いつかちゃんとお礼をしたいので、またいらしてくださいね。烈火さんたちでしたら私たちも大歓迎です」

「おう、じゃあまた遊びにくるわ」

　俺たちは手を振るポピーに手を振り返しながら、改めていくつか薪を拾ってみんなの待つ河原へと戻っていった。
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「おっそーい！　烈火たちってば何やってたのー!?」

「えっと、寄り道っていうか、ちょっとした野暮用が」

「ダメじゃないか烈火君。女の子ひとりに薪拾いさせては」

「ごめんなさい」

　俺は怒るイリスと樹おじさんに謝りつつ、帰り道で拾った薪を渡す。

　バーベキューの準備はとっくに整っていた。

「じゃあ焼こうか」

「「「ワアーー！」」」

　樹おじさんの宣言に幾人かが歓声を上げ、続けてジューーーという肉の焼ける音が奏でられ始める。

　おお、早くもいい匂いがしてきた……まだ焼けないかな？

「そういえば烈火君」

「何ですか？　早苗おばさん」

　俺は声をかけてきた皐月のお母さんの方を振り返り、尋ね返す。

「さっき森から子供たちが泣いて出てきたんだけど、何があったのか知ってる？　ほら、あそこ」

「えっ？」

　一瞬ギクリとした俺は早苗おばさんの指差す方に視線を向ける。

　そちらでは先さき程ほどの五人の子供たちが河原の石の上に座り込んでいた。どうやら森を出たところで走る限界を迎むかえたらしく、その場にへたり込んでしまったようだ。

　基本的に全員涙目で、中には森から出てもまだ怖いのか体を震わせている者もいる。

「えーん、えーん」

　特に大泣きしているジト目妹は兄の服に顔を埋めながら、もう一歩も動けないという感じで腰を抜かしていた。

「ほら、もう追ってこないから大だい丈じよう夫ぶだって……」

　兄も必死に慰めてはいるが、彼自身にもあまり余よ裕ゆうはなさそうだ。

「お……俺は平気だぞ！　もしあいつらが来たって、俺が戦ってお前らを守ってやるからな！」

　唯ゆい一いつ立ち上がっているツンツン髪君は足をガタガタ震わせつつ、仲間たちの不安を払拭しようとカラ元気を装よそおっていた。

「う、う～ん……」

　ポピーのためとはいえ、少し怖がらせすぎてしまったようだ。さすがに悪いことをしてしまった気がする。

　そこで……俺は恐る恐るお伺いを立てるようにして、樹おじさんと早苗おばさんに、

「あの、あいつらもバーベキューに交ぜてやっていいですかね？」

　と提案した。
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　夜。バーベキューを終えた俺たちは明日また学校で会う約束をして――スズランたちとは屋や敷しきに遊びにいく約束をして――それぞれの家に帰っていった。

　ちなみにイリスの持ってきたモロモロプーピルの肉は物もの凄すごく旨うまかった。肉はやわらかくて脂身はとろっとしていて、彼かの女じよがレア物と言っていただけのことはある。

　おかげで、泣いていた子供たちもあの肉を食べたらすっかり泣きやんで、最後は笑顔で手を振って別れることができた。特にツンツン髪君とぽっちゃり君はよく食べたので、ウチと大友家が用意した食材だけじゃ足りなかったかもしれない。そういう意味でもイリスたちが突とつ然ぜん押おしかけてきたことは結果的によかった気がする。

「満腹そうですね、烈火さん」

「あーかなり幸せだ～」

　ベッドの上に転がりながら俺は間延びした声でアールに返事する。

「アールも肉が食えればよかったのにな」

「お気き遣づかいなく」

　アールは素っ気なく答えたあと、ふと思いついたように、

「何でしたら前々から打診していた、例の海外ドラマの新作一気見にお付き合いいただければチャラということに致いたしますよ？」

　なんて、なかなかいやらしい提案をしてくる。

　ちなみにそのドラマ、全十二巻で一巻三話収録の計二十四時間以上あるのだ。一気見は体力的にも眠気的にも、あとお財布的にもなかなかハードだ。

「せ、せめてもうちょっとやさしい解決策はないか？　好きな映画三本とか」

「そうですか。烈火さんにとって所詮本官への謝罪の気持ちなどその程度なのですね。およよ」

「うぐっ……」

　そう言われると言葉に詰まるが、最後のウソ泣きのせいで申し訳ない気持ちは半減したぞ。

「……分かった。五本で手を打とう」

「その辺が妥協点ですかね」

　しれっと真顔に戻もどり、アールは暇ひま潰つぶしのように後ろ向きに回転をし始める。

「いつも思ってたんだけど、アールって何で時々回るんだ？」

「意味などありません」

「あっそう」

　まぁだろうと思ったよ――なんて、俺がそろそろ着き替がえようかと立ち上がりかけた時。




「フンッ、暢のん気きなものね」




　唐とう突とつに、エルが部屋の中に現れた。

「なっ、エル!?」

　俺は驚きながらドアの方を見やる。彼女がドアを開けて入ってきた形跡は微塵もなかった。

「烈火さん、落ち着いてください。エルには粒子化転移装置があるのをお忘れですか？」

「……ああ、なるほど」

　そういえばエルは自分の体を粒子状に変えて、目に見えない隙すき間まからどこへでも出たり入ったりできる装置を持っている、と前にアールに説明してもらっていた。すっかり忘れてたな。

「で、どうしたんだよ急に？　いつからこの部屋にいたんだ？」

「さっきからいたわよ」

「さっきからいましたね」

「……って、アールは気づいてたんかい」

「当然です」

　アールのセリフに、エルは軽く舌打ちする。

「まったく忌々しいわね……。しばらくアンタらの会話を聞かせてもらったけど、本当にどうでもいい話ばっかり。これが全世界を巻き込む戦争を起こした元凶との会話なのかしら？」

「いや、未来の話はともかく日常会話にまで重みを求めないで欲ほしいんだが……」

　俺は若じやつ干かん呆あきれつつ頬ほおをかく。

　相変わらず、未来における俺の評価は二極化が激しいようだ。

「ああ、そうそう。アール」

「何ですか？　エル」

　不意にエルがアールの名前を呼んだかと思うと、その指をビシッと宙に浮く妹分に突つきつけた。

「モロモロプーピルの肉はもッッッッッのスゴく！　おいしかったわよ！　食べられなくて残念ね！」

　そう言うとエルは勝ち誇るように腰に手を当てて高笑いした。

　そういや子供たちもよく食ってたけど、エルも負まけず劣おとらずバクバク肉を食ってたっけ。俺の前で焼けている肉をやたら取っていくので何かの嫌いやがらせかと思ったが、単に旨かったからなのか。

「……」

　そしてアールはといえば、いつもの無表情……のようだが、口元が微び妙みようにもごもごしている。何と言ったらいいのか分からない微妙な気持ちが、あの小さな体の中に渦巻いているのかもしれない。傍はた目めからはそう見えた。

　一方でたっぷり勝利の美酒に酔いしれたエルはフッと息を吐き、今度は人差し指の先端を俺へと向ける。

「それよりも波乱烈火。あなた、今日のあれはどういうつもりなの？」

「今日のあれ？」

　あれって何のことだ？

「俺、エルに何かしたっけ？」

「私じゃないわ――あの妖精を助けたことよ」

「……？」

　言われても何が悪かったのかよく分からなかったので、俺は首を傾かしげる。

「ポピーを助けたのが何か悪かったのか？」

「何か悪かったのかですって……？」

　エルはますます目つきを険しくする。

「アンタがそうやって『ヒロイン』を助け続ければ、いずれ『全ての戦争オールオブウオー』が起こってしまうのよ!?　それが分かっていながらなぜ彼女たちを助けるの!?」

「『ヒロイン』……？　エルにも誰だれが『ヒロイン』か分かる機能があるのか？　いや、というかちょっと待て。ポピーって『ヒロイン』だったのか!?」

『物語』というのは絶対的窮地に陥おちいった『ヒロイン』がいて、はじめて発生するものなんじゃなかったのか？　ポピーも確かに困っていたが、まさかそこまでの事態だったとは予想外だ。

「烈火さん。エルが言っているのは『本官の物語』の『ヒロイン』のことです」

「え？」

　ふと横からつけ加えられたアールの注釈に俺は再度首をひねる。

　そういえば確か俺は『俺がこれから出会うヒロインの中から誰かを選んで未来を救う』という『アールの物語』に最初に巻き込まれていたんだっけ。

「今は詳しい理り屈くつは省きますが、『本官の物語』はその特殊性ゆえに、烈火さんの許もとに『本官の物語』の『登場人物＝ヒロイン』が現れやすいという特性があります」

「初耳なんだが……」

「烈火さんには説明する必要がありませんでしたから……『本官の物語のヒロイン』は要するに烈火さんの嫁候補として『本官の物語』に登場するので、皐月さんやイリスさんのような『ヒロイン固有の物語』を持ちません。せいぜい何かに困っていたり、ちょっと特殊な事情があったり、その程度です」

　じゃあ……もしかして常とき盤わ先せん輩ぱいとか桃もも音ね会長とかも、『アールの物語の登場人物』、つまり『ヒロイン』のひとりとして現れたのか？

「ああ、別に『本官の物語』を解決するために、無理やり彼女たちを『登場人物』にしているわけではありませんよ。あくまで烈火さんがそういう娘こと出会いやすくなる、というだけです」

　ですが、とアールはいったん言葉を区切る。

「違いは『固有の物語』を持つか持たないかという一点だけで、彼女たちもまた『ヒロイン』であることには変わりありません。だからこそエルには赦せないのでしょう」

「……そういうことか」

　ようやく合点がいった。

　アールとエルは『全ての戦争オールオブウオー』を止めるという目的は一致しているが、アプローチの仕方がほぼ真逆と言っていい。

　アールは俺おれに『物語』を解決させ、数多の『ヒロイン』の中からひとりを選び取ることで『戦争』の回かい避ひを願っている。

　エルは『ヒロイン』たちを集めてしまう特性を持つ俺を暗殺することで『戦争』の抑止を狙ねらっている。

　アールは俺に『物語』の解決を促うながす向きがあるが、エルからすればそれはまた一歩『全ての戦争オールオブウオー』へ近づいているように映るのだろう。

　それは彼女の立ち位置を鑑みれば赦されざる行こう為いだ。

　森でハリッサがポピーの気配に気づいた時、エルが樹おじさんたちのところに戻らず俺たちについてきたのは、実際に『ヒロイン』を前にして俺がどういう行動を取るのか観察するためだったのだろう。

　そして俺は躊躇いなくポピーを助け――結果エルの不興を買った。

「ねぇっ、どうしてそんなことができるの!?」

「……」

　エルの言いたいことはよく分かる。

　彼女が怒る理由もよく分かった。

　だけど――それでも俺はこう答える。

「俺が頑張れば助けられるかもしれない相手を、何もせずに見捨てるのは嫌なんだ」

「……ッ！」

　一いつ瞬しゆん、エルの表情が強張り、その目が真ん丸に見開かれた。

　彼女の「なぜ」に対する俺の答えはこれしかない。

　俺が誰かを助ければ助けるほど未来で『全ての戦争オールオブウオー』が起こる可能性は増す……それでも、そのために今の悲劇を見過ごすことが、俺にはどうしてもできないのだ。

　理屈にも理由にもなってないかもしれない。

　でも、これが俺の気持ちだ。

　それ以上何も言わずに、俺は睨みつけてくるエルから視線を逸らさなかった。

「…………アンタが」

　しばらく黙りこくったあと、エルはわずかに顔の表情をゆがめ、吐き捨てるように言った。

「アンタがそんなだから皐月は」

「えっ……？」

　皐月が？

　俺はなぜ唐突に幼おさな馴な染じみの名前が出てきたのか尋ねようとしたが、その前にエルの姿が足の先から粒子となって消え始めた。

「フンッ、もうアンタと話すことなんてないわ」

　最後にエルは鼻を鳴らすと、粒子化転移装置で再び俺の部屋から姿を消した。

「皐月が何だったんだ？」

「さあ？」

　アールはとぼけるように肩を竦すくめた。

　彼女ならもしかしたらエルが何を言おうとしたのか分かったのかもしれないが、まぁ訊きいても答えてはくれなさそうだ。

　エルが去ったことで、俺は腕をうーんと伸のばして体から力を抜く。

「しっかし、やっぱりエルは俺を暗殺するのを諦あきらめてはくれなさそうだな……どうしたもんか」

「そうですねぇ……」

　俺のぼやきに、アールは嘆たん息そくを返す。

「まぁ、今日の出来事はその問題の解決を図る上での一歩前進になったと思いますよ」

「え？　そうか？」

　単にエルの怒いかりのボルテージを上げただけだった気がしたが……。

「先程の烈火さんの答えが、本官とエルを造り育ててくれた〝博士〟が教えてくれたものと同じでしたから。エルも貴方の答えを聞いた時、心底驚おどろいていたでしょう？」

　言われてみればあれは驚きの表情だったような気もする。

　あの時の答えがエルの心にどう響いたのか分からないが、アールの言うように一歩前進になってく

―了―







あとがき







　巻数二桁を越えてますます修羅場ジェットコースターが加速しているラブコメ第十一巻になります。十巻から続なめこの方はお久しぶりです。十一冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　この巻のプロフィールをご覧になられた方はすでにご存じかと思いますが、またまた引っ越しました！

　しかも今度はひとり暮らしです。フィギュアにポスターにマンガにラノベに何でもおけます。もう何も怖くない。主に親の視線とか。通販の商品名が「～～～」になっていないかビクビクする必要もなくなりました。もう何も（くり返し）。




　それからコミック・ダンガンで連載していた『俺がヒロインを助けすぎて世界がリトル黙示録!?』が約二年の連載を終え、この度完結と相成りました。文字媒体を絵に落とし込む中で多くの衝突もありましたが、とても素晴らしい作品だったと思います。

　原作からアレンジしたバトルシーンや原作になかったサービスシーン、特に原作ではなかなか描ききれない烈火の周りをうろちょろするアール、どれもマンガならではの表現がされていて、原作者としても読むのが楽しかったです。

　コミカライズを担当してくださった長は谷せ川がわ光こう司じ先生。大変お疲れ様でした。ありがとうございました。




　謝辞が続きますが、恒例のことということで許してください。

　まずは和わ狸たぬきナオ様。今回は新ヒロインもふたりだし新コスチュームも少ないから大丈夫……と思っていたのですが、皐月の両親である樹に早苗（あっ、このふたりの名前を足すと「さつき」になります）に小学生五人組などなど、気がつけばいつもと同じくらいたくさんの新キャラクターデザインをしていただきました。毎度感謝してもしきれません！　いつも本当にありがとうございます！

　次に担当の南部様。新シリーズを始めたことや引っ越しなども重なり、今まで以上にやきもきさせることが多くなったと思います（汗）。と、とりあえず本は必ず出せるように頑張っていきますので、これからもどうぞよろしくお願いします。

　そして、ＨＪ文庫編集部並びに営業部の皆様、書店で本を並べてくださる書店員様方、この本を手にとってくださった読者の皆様、リトル黙示録シリーズに関わってくださる方々へ最大級の感謝を！　どうかこれからもよろしくお願いいたします。




　次は『俺と彼女が下僕で奴隷で主従契約』（富士見ファンタジア文庫）の第３巻、『俺がヒロインを助けすぎて世界がリトル黙示録!?』は夏頃を予定しております。どちらのシリーズも皆様に楽しんでいただけるよう、無事にお届けできるよう頑張ります。




　それではまたいずれお会いできるのを心待ちにしております。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

なめこ印先生／和狸ナオ先生
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